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第 4 章 都市計画対象道路事業実施区域及びその周囲の概況 

「調査区域」は対象道路事業実施区域を含む下図に示す範囲とし、「調査対象地域」はその調査

区域に属する市及び区とします。 

原則として、対象道路事業に係る地域特性の把握は「調査区域」で行い、統計等の行政単位に

よる文献調査の場合は「調査対象地域」で行いました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

対象道路事業実施区域 

凡 例 

 調査対象地域 

 調査区域 
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第1節  自然的状況 

対象道路事業実施区域及びその周囲の自然的状況を既存文献等によりとりまとめました。調査

結果の概要は次表に示すとおりです。 

項目 対象道路事業実施区域及びその周囲の概況 

気象の状況 大阪管区気象台における平成 22 年から平成 26 年の 5 ヶ年の平均気温は

16.9℃、最高気温は 38.4℃、最低気温は－2.9℃です。また平均年間降水量

は 1479.7mm、平均風速は 2.5m/s です。 

調査区域の大阪管区気象台及び大気汚染常時監視測定局における平成25

年度の風速の年平均値は 1.3m/s～2.6m/s です。 

大気質の状況 調査区域の大気汚染常時監視測定局（一般環境大気測定局 12 局、自動車

排出ガス測定局6局）における平成25年度の測定結果は、二酸化窒素（N02）、

二酸化硫黄（S02）、一酸化炭素（CO）は測定されたすべての測定局で環境基

準を達成しています。浮遊粒子状物質（SPM）は 17 局中 1 局で短期的評価

が環境基準を達成していません。微小粒子状物質(PM2.5)は測定された 7局

で環境基準を超過しています。 

騒音の状況 調査区域において調査された道路交通騒音は、58 地点のうち、昼間は 45

地点、夜間は 35 地点で環境基準を達成しています。また、要請限度を超過

している地点は、昼間は存在せず、夜間は 3地点です。 

また、一般環境騒音の測定結果では、環境基準を達成している測定地点

は、32 地点のうち昼間 27 地点、夜間 25 地点となっています。 

振動の状況 調査区域において調査された平成 24 年度の道路交通振動は、29 地点の

すべての地点で要請限度を下回っています。 

水象の状況 調査区域には、淀川水系の淀川水域、神崎川水域、寝屋川水域及び大阪

市内河川水域の河川があります。このうち、対象道路事業実施区域は、古

川、城北川及び大川と交差するほか、淀川の一部にかかります。 

水質の状況 調査区域において調査された平成25年度の水質測定結果によると、18地

点のうち、生活環境項目では pH 及び DO については 2 地点で、大腸菌群数

については 5地点で環境基準を超過しています。なお、pH、BOD 及び SS に

ついては、全地点で環境基準を達成しています。健康項目では、すべての

地点で環境基準を達成しています。 

調査区域において調査された平成 25 年度の地下水調査結果によると、26

地点のうち、11 地点で環境基準を超過しています。 

また、平成 25 年度のダイオキシン類調査結果によると、河川は 20 地点

のうち 18 地点で環境基準を達成しています。さらに地下水は 1地点で調査

が行われ環境基準を達成しています。 

水底の底質の状況 調査区域において調査された平成 25 年度の水底の底質調査結果による

と、4地点すべてにおいて、底質の暫定除去基準を上回る水銀、PCB は検出

されていません。また、ダイオキシン類は平成 25 年度は 18 地点で調査が

行われており、17 地点で環境基準を達成しています。 

土壌の状況 調査区域は、市街化が進み、淀川河川敷に砂州未熟土壌が分布しており、

東側の一部に細粒グライ土壌と灰色低地土壌が分布しています。このうち

対象道路事業実施区域には、東端に細粒グライ土壌と灰色低地土壌の地域

が存在しています。 

調査区域において調査された土壌のダイオキシン類調査結果によると、

平成 21 年度から平成 25 年度にかけて調査された 38 地点すべてにおいて

環境基準を達成しています。 

地盤の状況 調査区域では、20 地点で地盤沈下の観測が行われており、大阪市観測の

過去 5年間、大阪府観測の過去 10 年間の地盤沈下量については、大きな隆

起や沈降が見られず、概ね安定した状態にあります。 

地形の状況 調査区域の大部分は、淀川水系により形成された三角州であり、大阪城

の周辺に分布する丘陵地と砂礫台地からなる上町台地により、西大阪平野

と東大阪平野に分けられます。 
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項目 対象道路事業実施区域及びその周囲の概況 

地質の状況 調査区域の大部分は沖積層の砂と泥（未固結堆積物）からなり、地下に

は大阪層群が分布しています。また、調査区域には、活断層として上町断

層帯が分布しています。 

学術上又は希少性の観

点から重要な地形及び

地質の分布の状況 

調査区域には、学術上又は希少性の観点から重要な地形及び地質は分布

していません。 

動植物の生息又は生

育、植生及び生態系の

状況 

調査区域は、全体的に市街地のような人工的な環境が大部分を占めるこ

とを反映し、動物ではスズメ、ヒヨドリ、ハシブトガラスなどが生息し、

植物ではクスノキ、ナンキンハゼなどの植栽樹や、アメリカセンダングサ、

セイヨウタンポポなどの外来植物が生育しています。 

また、淀川では、ヨシ、セイタカヨシ、オギなどの河川に特徴的な植物

が生育しており、カルガモやバンなどの鳥類、クロイトトンボ、ヒヌマイ

トトンボなどの昆虫類等が生息し、ワンドはギンブナ、モツゴ、スジエビ、

ミナミヌマエビなどの魚介類の生息場所になっています。 

動物の重要な種及び注

目すべき生息地の状況 

調査区域においては、重要種として、哺乳類ではハタネズミ及びカヤネ

ズミ 2 種、鳥類ではトモエガモ、コアジサシなどの 54 種、両生類ではナ

ゴヤダルマガエル 1 種、魚類ではヤリタナゴ等 25 種、昆虫類ではヒヌマ

イトトンボ、エサキアメンボ等の 32 種、クモ類ではワスレナグモ 1 種、

底生動物ではタガメ等 46 種が確認されています。なお、爬虫類、陸産貝

類については重要種は確認されていません。 

また、注目すべき生息地として法令などに指定されたものは存在しませ

んが、コアジサシの集団繁殖地、淀川のワンド群等が確認されています。 

植物の重要な種及び植

物群落の状況 

調査区域においては、重要種として、維管束植物ではドクゼリ、ワンド

スゲ等 18 種、藻類ではホソアヤギヌ 1種が確認されています。 

また、「薫
くん

蓋
がい

クス」など「文化財保護法」等に基づく天然記念物が 8 箇

所、「レッドデータブック近畿 2001」の掲載群落が 11 群落あり、上記以外

に「第 4回自然環境保全基礎調査 自然環境情報図 大阪府」に示されて

いる巨樹･巨木林が 2箇所存在しています。 

植生の状況 調査区域は、大半が市街地で植生のない範囲が広がっています。市街地

の中で樹林が見られるのは、クスノキ、サクラ類などの植栽樹によって構

成される大阪城公園、鶴見緑地、旧淀川（大川）沿いなどです。 

また、淀川の河川敷やワンド沿いにヨシクラス、オギ群集などの水辺植

生が分布するほか、門真市や東大阪市では、水田雑草群落が市街地や工場

地帯の中にパッチ状に分布しています。 

生態系の状況 調査区域の自然環境類型区分としては、低地の大半は「低地：市街地」

に類型化され、小面積ながら、公園や緑地などの「低地：樹林地」も分布

しています。また、淀川には河川敷のヨシクラス、オギ群集などに代表さ

れる「河川：草地」、ヤナギ林などの「河川：樹林地」、ワンドを含む「河

川：開放水域」などが分布しています。 

調査区域の生態系は「都市緑地の生態系」と「河川・水辺の生態系」に

区分されます。 

景観の状況 調査区域には大阪城天守閣等の展望施設、花博記念公園鶴見緑地等の野

外レクリエーション地をはじめとする 90 箇所の眺望点があります。 

景観資源としては、調査区域に今米特別緑地保全地区、大川風致地区が

存在します。また、眺望点から眺望される可能性がある金剛生駒紀泉国定

公園、瀬戸内海国立公園（六甲地域）などの景観資源が存在します。 

人と自然との触れ合い

の活動の状況 

調査区域には淀川河川公園、花博記念公園鶴見緑地、歴史の散歩道（大

阪市史跡連絡遊歩道）など 39 箇所の人と自然との触れ合いの活動の場が

あります。 

一般環境中の放射性物

質の状況 

調査区域では 3地点で一般環境中の放射性物質の測定が行われており、

大気浮遊じん中で検出されず、雨水・ちり中で 0.044 MBq/km2･月(ｽﾄﾛﾝﾁｳ

ﾑ-90)、土壌中で 0.27～0.52 Bq/kg(ｽﾄﾛﾝﾁｳﾑ-90)、1.3～3.0 Bq/kg(ｾｼｳﾑ-

137)、水道水などで 1.3～1.4 mBq/L(ｽﾄﾛﾝﾁｳﾑ-90)です。 
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1.1  気象、大気質、騒音、振動その他の大気に係る環境の状況 

1） 気象の状況 

調査区域の気候は瀬戸内海式気候であり、大阪管区気象台における気象の概況は、図 4-1-1

及び表 4-1-1 に示すとおりです。気象台の位置は、図 4-1-2 に示すとおりです。 

大阪管区気象台における平成 22 年から平成 26 年の 5ヶ年の平均気温は 16.9℃、最高気温は

38.4℃、最低気温は－2.9℃です。また平均年間降水量は 1479.7mm、平均風速は 2.5m/s です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 4-1-1 気象の概況（平成 26 年） 

 

表 4-1-1 過去 5年間の気象概況 

項目 

年次 

気温（℃） 平均湿度 降水量 日最深積雪 平均風速 最多 

風向 平均 最高値 最低値 (％) (mm) (cm) (m/s) 

平成 22 年 17.3  37.4  -1.3  62  1568.0  － 2.5  西) 

平成 23 年 16.9  36.2  -2.7  63  1614.0  5 2.5  西) 

平成 24 年 16.6  36.7  -2.9  63  1520.0  － 2.5  北東) 

平成 25 年 17.1  38.4  -1.1  60  1418.0  0 2.5  西) 

平成 26 年 16.7  37.1  -0.5  64  1278.5  4 2.5  北東) 

平均 16.9  － － 63  1479.7  － 2.5  － 

注1）項目は以下のとおりです。 

 気温  ：平均気温は、月平均気温の年平均値、最高（低）気温は、観測年における最高（低）値 

 風速  ：平均風速は、月平均値の年間平均値 

 降水量 ：降水量の年合計 

注2）5年間の平均は各年平均値（降水量は年間降水量）の平均値 

注3）「)」は準正常値（観測結果にやや疑問があるか、または統計を行う対象資料が許容範囲内で欠けている場合

の値をいう） 

出典：気象庁ホームページ 
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また、調査区域内の気象官署及び大気汚染常時監視測定局における平成 25 年の風向・風速の

年間調査結果は表 4-1-2 に示すとおりです。調査地点は図 4-1-2 に示すとおりです。 

風向は、大阪管区気象台及び守口保健所局が西、千成局が西北西、野中小学校局／旧淀川区

役所局及び聖賢小学校局が西南西、大宮中学校局、第三測定局（錦）局及び門真市南局が北北

東、国設大阪局及び門真市役所局が北、大東市役所局が北北西の風が卓越しています。また、

風速の年平均値は 1.3m/s～2.6m/s です。 

 

表 4-1-2 調査区域における風向・風速年間調査結果（平成 25 年） 

区分 番号 調査地点 
最多 

風向 

年平均値 

(m/s) 

気象官署 A 大阪管区気象台 西 2.5 

大気汚染 

常時監視 

測定局 

1 千成 西北西 1.5 

2 野中小学校／旧淀川区役所 西南西 2.0 

4 大宮中学校 北北東 2.2 

5 聖賢小学校 西南西 2.2 

6 国設大阪 北 2.0 

7 守口保健所 西 1.9 

8 門真市役所 北 2.1 

9 第三測定局（錦） 北北東 1.8 

10 門真市南 北北東 1.3 

12 大東市役所 北北西 2.6 

注1）表中の番号は図4-1-2に対応しています。 

注2）番号2の野中小学校は平成25年4月から、旧淀川区役所は平成25年3月まで設置。 

出典：気象庁ホームページ 

大阪府 大気汚染常時監視測定データ（大阪府環境農林水産部ホームページ） 
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図　

名

対象道路事業実施区域

Scale 1:50,000

1000m 0 1 2km

注1）測定局名は表4-1-2及び表4-1-3参照。
注2）図中番号の2(H25.4以降)は野中小学校、2(H25.3迄)は旧淀川区役所を示します。
出典：気象庁ホームページ
　　　大阪府 大気汚染常時監視測定データ（大阪府環境農林水産部ホームページ）

図4-1-2　大気質調査地点等位置図

記 号 番 号

凡　　　例

名　　称

1～12

13～18

A

一般環境大気測定局

自動車排出ガス測定局

大阪管区気象台
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2） 大気質の状況 

調査区域における大気質の測定は、前掲の図 4-1-2 に示すとおり、一般環境大気測定局（以

下、「一般局」といいます。）12 局、自動車排出ガス測定局（以下、「自排局」といいます。）6局

で実施されています。 

各測定局の平成 25 年度測定結果は表 4-1-3(1)～(5)に、過去 5年間の測定結果の推移は図 4-

1-3(1)～(10)に示すとおりです。 

 

（1） 二酸化窒素 

平成 25 年度の一般局については、12 局のうち 11 局で測定されており、すべての測定局で環

境基準を達成しています。過去 5年間の年平均値及び日平均値の年間 98％値の推移は、概ね横

ばい傾向を示しています。 

平成 25 年度の自排局については、すべての測定局で環境基準を達成しています。過去 5年間

の年平均値及び日平均値の年間 98％値の推移は、概ね横ばい傾向を示しています。 

 

（2） 浮遊粒子状物質 

平成 25 年度の一般局については、12 局で測定されており、長期的評価はすべての測定局で

環境基準を達成しています。短期的評価は、1 局で環境基準を達成していません。過去 5 年間

の年平均値及び日平均値の 2％除外値の推移は、概ね横ばい傾向を示しています。 

平成 25 年度の自排局については、6局のうち 5局で測定されており、長期的評価・短期的評

価ともにすべての測定局で環境基準を達成しています。過去 5 年間の年平均値及び日平均値の

2％除外値の推移は、概ね横ばい傾向を示しています。 

 

（3） 二酸化硫黄 

平成 25 年度の一般局については、12 局のうち 9局で測定されており、長期的評価・短期的

評価ともにすべての測定局で環境基準を達成しています。過去 5 年間の年平均値及び日平均

値の 2％除外値の推移は、概ね横ばい傾向を示しています。 

平成 25 年度の自排局については、6 局のうち 1 局で測定されており、長期的評価・短期的

評価ともにすべての測定局で環境基準を達成しています。過去 5 年間の年平均値及び日平均

値の 2％除外値の推移は、概ね横ばい傾向を示しています。 

 

（4） 一酸化炭素 

平成 25 年度の一般局については、12 局のうち 3 局で測定されており、長期的評価・短期的

評価ともにすべての測定局で環境基準を達成しています。過去 5 年間の年平均値及び日平均値

の 2％除外値の推移は、概ね横ばい傾向を示しています。 

平成 25 年度の自排局については、6局のうち 1局で測定されており、長期的評価・短期的評

価ともにすべての測定局で環境基準を達成しています。過去 5 年間の年平均値及び日平均値の

2％除外値の推移は、概ね横ばい傾向を示しています。 
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（5） 微小粒子状物質 

平成 25 年度の一般局については、12 局のうち 6 局で測定されており、長期的評価はすべて

の測定局で環境基準を達成していません（うち 1 局は評価対象外）。過去 1～5 年間の年平均値

及び日平均値の年間 98％値の推移は、概ね横ばい傾向を示しています。 

平成 25 年度の自排局については、6局のうち 2局で測定されており、長期的評価はすべての

測定局で環境基準を達成していません。過去 3年間の年平均値及び日平均値の年間 98％値の推

移は、概ね横ばい傾向を示しています。 
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表 4-1-3(1) 平成 25 年度大気質測定結果(二酸化窒素) 

区分 番号 測定局名 市区名 

二酸化窒素 NO2 

年平均値 

(ppm) 

日平均値

の年間

98％値 

（ppm） 

環境基準 

達成状況 

一
般
環
境
大
気
測
定
局 

1 千成 豊中市 0.017 0.037 ○ 

2 野中小学校 大阪市淀川区 0.018 0.039 ○ 

3 菅北小学校 大阪市北区 0.020 0.043 ○ 

4 大宮中学校 大阪市旭区 0.019 0.041 ○ 

5 聖賢小学校 大阪市城東区 0.018 0.040 ○ 

6 国設大阪 大阪市東成区 0.021 0.046 ○ 

7 守口保健所 守口市 0.017 0.038 ○ 

8 門真市役所 門真市 0.017 0.040 ○ 

9 第三測定局（錦） 守口市 0.017 0.041 ○ 

10 門真市南 門真市 0.017 0.037 ○ 

11 茨田北小学校 大阪市鶴見区 ― ― ― 

12 大東市役所 大東市 0.013 0.030 ○ 

自
動
車
排
出
ガ
ス
測
定
局 

13 海老江西小学校 大阪市福島区 0.025 0.049 ○ 

14 梅田新道 大阪市北区 0.027 0.048 ○ 

15 上新庄交差点 大阪市東淀川区 0.025 0.046 ○ 

16 淀川工科高校 守口市 0.025 0.047 ○ 

17 新森小路小学校 大阪市旭区 0.027 0.050 ○ 

18 茨田中学校 大阪市鶴見区 0.027 0.048 ○ 

環境基準 

1 時間値の 1日平均値が 0.04ppm から

0.06ppm までのゾーン内又はそれ以下

であること。 

注1）環境基準達成の評価は次のとおりです。 

長期的評価：1年間の測定を通じて得られた1日平均値のうち、低い方から98％にあたる値（日平均値の年

間98％値）を環境基準と比較して評価します。 

○：環境基準を達成  ×：環境基準を非達成  ―：評価対象外 

注2）「-」は、当該物質が測定されていないことを示します。 

出典：平成25年度大気汚染常時測定局測定結果（平成26年9月、大阪府） 
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表 4-1-3(2) 平成 25 年度大気質測定結果(浮遊粒子状物質) 

区
分 

番
号 

測定局名 

浮遊粒子状物質 SPM 

年平均

値 

(mg/m3) 

長期的評価 短期的評価 

日平均値が 

0.10mg/m3

を超えた日

が 2日以上

連続したこ

との有無 

日平均値

の 2％除

外値

(mg/m3) 

環境

基準

達成

状況 

1 時間値が

0.20mg/m3を超

えた時間数とそ

の割合 

日平均値が

0.10mg/m3を超

えた日数とその

割合 

環境

基準

達成

状況 
(時間) (％) (日) (％) 

一
般
環
境
大
気
測
定
局 

1 千成 0.034 無 0.072 ○ 0 0.0 0 0.0 ○ 

2 野中小学校 0.020 無 0.058 ○ 0 0.0 0 0.0 ○ 

3 菅北小学校 0.024 無 0.059 ○ 0 0.0 0 0.0 ○ 

4 大宮中学校 0.022 無 0.063 ○ 0 0.0 0 0.0 ○ 

5 聖賢小学校 0.019 無 0.055 ○ 0 0.0 0 0.0 ○ 

6 国設大阪 0.022 無 0.054 ○ 0 0.0 0 0.0 ○ 

7 守口保健所 0.020 無 0.059 ○ 0 0.0 0 0.0 ○ 

8 門真市役所 0.020 無 0.049 ○ 0 0.0 0 0.0 ○ 

9 第三測定局（錦） 0.022 無 0.059 ○ 0 0.0 0 0.0 ○ 

10 門真市南 0.021 無 0.059 ○ 0 0.0 0 0.0 ○ 

11 茨田北小学校 0.028 無 0.069 ○ 0 0.0 0 0.0 ○ 

12 大東市役所 0.023 無 0.059 ○ 0 0.0 0 0.0 ○ 

自
動
車
排
出
ガ
ス
測
定
局 

13 海老江西小学校 0.024 無 0.065 ○ 1 0.0 0 0.0 × 

14 梅田新道 0.026 無 0.065 ○ 0 0.0 0 0.0 ○ 

15 上新庄交差点 ― ― ― ― ― ― ― ― ― 

16 淀川工科高校 0.020 無 0.051 ○ 0 0.0 0 0.0 ○ 

17 新森小路小学校 0.026 無 0.056 ○ 0 0.0 0 0.0 ○ 

18 茨田中学校 0.021 無 0.059 ○ 0 0.0 0 0.0 ○ 

環境基準 
1 時間値の 1日平均値が 0.10mg/m3以下であり、かつ、1時間値が 0.20mg/m3以

下であること。 

注1）環境基準達成の評価は次のとおりです。 

 ア、長期的評価：1年間の測定を通じて得られた1日平均値のうち、高い方から数えて2％の範囲にある測定

値を除外した後の最高値（日平均値の2％除外値）を環境基準と比較して評価します。ただし、環境基準を

超える日が2日以上連続した場合には非達成とします。 

 イ、短期的評価：測定を行った日についての1時間値の1日平均値若しくは各1時間値を環境基準と比較して

評価します。 

○：環境基準を達成  ×：環境基準を非達成  ―：評価対象外 

注2）「-」は、当該物質が測定されていないことを示します。 

出典：平成25年度大気汚染常時測定局測定結果（平成26年9月、大阪府） 
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表 4-1-3(3) 平成 25 年度大気質測定結果(二酸化硫黄) 

区
分 

番
号 

測定局名 

二酸化硫黄 SO2 

年平均

値 

(ppm) 

長期的評価 短期的評価 

日平均値が

0.04ppmを

超えた日が

2日以上連

続したこと

の有無 

日平均値

の 2％除

外値 

（ppm） 

環境

基準

達成

状況 

1時間値が 0.1ppm

を超えた時間数と

その割合 

日平均値が

0.04ppmを超えた

日数とその割合 

環境

基準

達成

状況 (時間) (％) (日) (％) 

一
般
環
境
大
気
測
定
局 

1 千成 0.004 無 0.009 ○ 0 0.0 0 0.0 ○ 

2 野中小学校 0.004 無 0.008 ○ 0 0.0 0 0.0 ○ 

3 菅北小学校 ― ― ― ― ― ― ― ― ― 

4 大宮中学校 0.004 無 0.008 ○ 0 0.0 0 0.0 ○ 

5 聖賢小学校 0.004 無 0.009 ○ 0 0.0 0 0.0 ○ 

6 国設大阪 0.002 無 0.005 ○ 0 0.0 0 0.0 ○ 

7 守口保健所 ― ― ― ― ― ― ― ― ― 

8 門真市役所 0.005 無 0.009 ○ 0 0.0 0 0.0 ○ 

9 第三測定局(錦) 0.004 無 0.008 ○ 0 0.0 0 0.0 ○ 

10 門真市南 0.006 無 0.010 ○ 0 0.0 0 0.0 ○ 

11 茨田北小学校 0.005 無 0.010 ○ 0 0.0 0 0.0 ○ 

12 大東市役所 ― ― ― ― ― ― ― ― ― 

自
動
車
排
出
ガ
ス
測
定
局 

13 海老江西小学校 0.004 無 0.010 ○ 0 0.0 0 0.0 ○ 

14 梅田新道 ― ― ― ― ― ― ― ― ― 

15 上新庄交差点 ― ― ― ― ― ― ― ― ― 

16 淀川工科高校 ― ― ― ― ― ― ― ― ― 

17 新森小路小学校 ― ― ― ― ― ― ― ― ― 

18 茨田中学校 ― ― ― ― ― ― ― ― ― 

環境基準 
1 時間値の 1日平均値が 0.04ppm 以下であり、かつ、1時間値が 0.1ppm 以下で

あること。 

注1）環境基準達成の評価は次のとおりです。 

 ア、長期的評価：1年間の測定を通じて得られた1日平均値のうち、高い方から数えて2％の範囲にある測定

値を除外した後の最高値（日平均値の2％除外値）を環境基準と比較して評価します。ただし、環境基準を

超える日が2日以上連続した場合には非達成とします。 

 イ、短期的評価：測定を行った日についての1時間値の1日平均値若しくは各1時間値を環境基準と比較して

評価します。 

○：環境基準を達成  ×：環境基準を非達成  ―：評価対象外 

注2）「-」は、当該物質が測定されていないことを示します。 

出典：平成25年度大気汚染常時測定局測定結果（平成26年9月、大阪府） 
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表 4-1-3(4) 平成 25 年度大気質測定結果(一酸化炭素) 

区
分 

番
号 

測定局名 

一酸化炭素 CO 

年平均

値 

(ppm) 

長期的評価 短期的評価 

日平均値

が 10ppm

を超えた

日が 2日

以上連続

したこと

の有無 

日平均値

の 2％ 

除外値 

（ppm） 

環境

基準

達成

状況 

8時間平均値が

20ppmを超えた

回数とその割合 

日平均値が

10ppmを超えた

日数とその割合 

環境

基準

達成

状況 
（回） （％） （日） （％） 

一
般
環
境
大
気
測
定
局 

1 千成 ― ― ― ― ― ― ― ― ― 

2 野中小学校 ― ― ― ― ― ― ― ― ― 

3 菅北小学校 ― ― ― ― ― ― ― ― ― 

4 大宮中学校 ― ― ― ― ― ― ― ― ― 

5 聖賢小学校 ― ― ― ― ― ― ― ― ― 

6 国設大阪 0.3 無 0.7 ○ 0 0.0 0 0.0 ○ 

7 守口保健所 ― ― ― ― ― ― ― ― ― 

8 門真市役所 ― ― ― ― ― ― ― ― ― 

9 第三測定局（錦） 0.3 無 0.5 ○ 0 0.0 0 0.0 ○ 

10 門真市南 0.4 無 0.7 ○ 0 0.0 0 0.0 ○ 

11 茨田北小学校 ― ― ― ― ― ― ― ― ― 

12 大東市役所 ― ― ― ― ― ― ― ― ― 

自
動
車
排
出
ガ
ス
測
定
局 

13 海老江西小学校 ― ― ― ― ― ― ― ― ― 

14 梅田新道 0.5 無 0.9 ○ 0 0.0 0 0.0 ○ 

15 上新庄交差点 ― ― ― ― ― ― ― ― ― 

16 淀川工科高校 ― ― ― ― ― ― ― ― ― 

17 新森小路小学校 ― ― ― ― ― ― ― ― ― 

18 茨田中学校 ― ― ― ― ― ― ― ― ― 

環境基準 
1 時間値の 1日平均値が 10ppm 以下であり、かつ、1時間値の 8時間平均値

が 20ppm 以下であること。 

注1）環境基準達成の評価は次のとおりです。 

 ア、長期的評価：1年間の測定を通じて得られた1日平均値のうち、高い方から数えて2％の範囲にある測定

値を除外した後の最高値（日平均値の2％除外値）を環境基準と比較して評価します。ただし、環境基準を

超える日が2日以上連続した場合には非達成とします。 

 イ、短期的評価：測定を行った日についての1時間値の1日平均値若しくは8時間平均値を環境基準と比較し

て評価します。 

○：環境基準を達成  ×：環境基準を非達成  ―：評価対象外 

注2）「-」は、当該物質が測定されていないことを示します。 

出典：平成25年度大気汚染常時測定局測定結果（平成26年9月、大阪府） 
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表 4-1-3(5) 平成 25 年度大気質測定結果(微小粒子状物質) 

区
分 

番
号 

測定局名 

微小粒子状物質 PM2.5 

年平均値 

(μg/m3) 

長期

基準

達成

状況 

日平均値の 

年間 98％値 

（μg/m3） 

短期

基準

達成

状況 

環境基準 

達成状況 

一
般
環
境
大
気
測
定
局 

1 千成 16.3 × 39.8 × × 

2 野中小学校 16.2 × 39.0 × × 

3 菅北小学校 15.6 × 39.9 × × 

4 大宮中学校 ― ― ― ― ― 

5 聖賢小学校 17.9 × 43.1 × × 

6 国設大阪 19.2 ― 46.1 ― ― 

7 守口保健所 ― ― ― ― ― 

8 門真市役所 ― ― ― ― ― 

9 第三測定局（錦） ― ― ― ― ― 

10 門真市南 ― ― ― ― ― 

11 茨田北小学校 ― ― ― ― ― 

12 大東市役所 14.8 ○ 36.8 × × 

自
動
車
排
出
ガ
ス
測
定
局 

13 海老江西小学校 ― ― ― ― ― 

14 梅田新道 ― ― ― ― ― 

15 上新庄交差点 ― ― ― ― ― 

16 淀川工科高校 16.8 × 41.0 × × 

17 新森小路小学校 19.7 × 47.1 × × 

18 茨田中学校 ― ― ― ― ― 

環境基準 
1 年平均値が 15μg/m3以下(長期基準)であり、かつ、1時間

値が 35μg/m3以下(短期基準)であること。 

注1）環境基準達成の評価は次のとおりです。 

 長期的評価：1日平均値については、年間の１日平均値のうち低い方から98％に相当する値を環

境基準（1日平均値）と比較して評価を行う。1年平均値(長期基準)及び１日平均値（短期基準）

の両方を達成した場合に、環境基準を達成したものとする。 

○：環境基準を達成  ×：環境基準を非達成  ―：評価対象外 

注2）「-」は、当該物質が測定されていないことを示します。 

注3）6：国設大阪局は測定方法が環境省の認定基準を満たさず参考値として掲載しています。 

出典：平成25年度大気汚染常時測定局測定結果（平成26年9月、大阪府） 

 

  



4-1-14 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 4-1-3(1) 二酸化窒素濃度の経年変化（一般局） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 4-1-3(2) 二酸化窒素濃度の経年変化（自排局） 

 

出典：平成25年度大気汚染常時測定局測定結果（平成26年9月、大阪府） 
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図 4-1-3(3) 浮遊粒子状物質濃度の経年変化（一般局） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 4-1-3(4) 浮遊粒子状物質濃度の経年変化（自排局） 

 

出典：平成25年度大気汚染常時測定局測定結果（平成26年9月、大阪府） 
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図 4-1-3(5) 二酸化硫黄濃度の経年変化（一般局） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 4-1-3(6) 二酸化硫黄濃度の経年変化（自排局） 

 

出典：平成25年度大気汚染常時測定局測定結果（平成26年9月、大阪府） 
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図 4-1-3(7) 一酸化炭素濃度の経年変化（一般局） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 4-1-3(8) 一酸化炭素濃度の経年変化（自排局） 

 

注）17：新森小路小学校局は平成24年度までの測定です。 

出典：平成25年度大気汚染常時測定局測定結果（平成26年9月、大阪府） 
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注1）6:国設大阪局は平成21年度から測定です。2:野中小学校局及び3:菅北小学校局は平成25年度から測定です。

その他は平成23年度から測定です。 

注2）1：千成の H24年度及び大東市役所の H23年度の値は、年間の有効測定日数または有効測定時間に満たないデ

ータを示します。また、6：国設大阪局は、測定方法が環境省の認定基準を満たさず参考値として掲載して

います。 

図 4-1-3(9) 微小粒子状物質の経年変化（一般局） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

注1）平成23年度から測定です。 

注2）16：淀川工科高校の H23年度の値は、年間の有効測定日数または有効測定時間に満たないデータを示します。 

図 4-1-3(10) 微小粒子状物質の経年変化（自排局） 

 

出典：平成25年度大気汚染常時測定局測定結果（平成26年9月、大阪府） 
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3） 騒音の状況 

調査区域における道路交通騒音及び一般環境騒音の測定は、図 4-1-4 に示すとおり、環境基

準の達成状況の調査として道路交通騒音 58 地点、一般環境騒音 32 地点で実施されています。 

各測定地点の測定結果は、表 4-1-4(1)～(3)に示すとおりです。 

道路交通騒音の測定結果によると、各測定地点の等価騒音レベル（LAeq）は、昼間 60～75dB、

夜間54～72dBとなっており、環境基準を達成している測定地点は、58地点のうち昼間45地点、

夜間 35 地点となっています。また、要請限度※を超過している地点は、昼間は存在せず、夜間

は 58 地点のうち 3地点となっています。 

一般環境騒音の測定結果によると、各測定地点の等価騒音レベル（LAeq）は、昼間 41～65dB、

夜間33～54dBとなっており、環境基準を達成している測定地点は、32地点のうち昼間27地点、

夜間 25 地点となっています。 

 

 ※要請限度：「騒音規制法第十七条第一項の規定に基づく指定地域内における自動車騒音の限度を定める省令」

（平成12年3月2日、総理府令第15号）による自動車騒音の限度です。 
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表 4-1-4(1) 騒音測定結果（道路交通騒音） 

№ 道路名 測定場所 地域類型 

騒音レベル 基準値等との比較 

実測 

年度 

(dB) 環境基準 

達成状況 

要請限度 

との比較 LAeq 

昼間 夜間 昼間 夜間 
昼

間 

夜

間 

A1 国道 1号 守口市浜町 1丁目 5-15 近接空間 70 66 ○ × ○ ○ H24 

A2 国道 1号 守口市京阪本通 1丁目 9-6 近接空間 70 67 ○ × ○ ○ H24 

A3 国道 1号 大阪市旭区森小路 1丁目 10-5 近接空間 69 65 ○ ○ ○ ○ H24 

A4 国道 1号 大阪市城東区今福西 5丁目 2 近接空間 66 62 ○ ○ ○ ○ H24 

A5 国道 1号 大阪市城東区蒲生 2丁目 10 近接空間 69 67 ○ × ○ ○ H20 

A6 国道 1号 大阪市都島区東野田１丁目 近接空間 72 71 × × ○ × H24 

A7 国道 1号 大阪市北区天満橋 1丁目 2 近接空間 66 64 ○ ○ ○ ○ H24 

A8 国道 1号 大阪市北区東天満 1丁目 7-22 近接空間 67 66 ○ × ○ ○ H20 

A9 国道 2号 大阪市福島区福島 2丁目 8-16 近接空間 68 64 ○ ○ ○ ○ H18 

A10 国道 2号 大阪市福島区海老江 8丁目 近接空間 71 67 × × ○ ○ H24 

A11 国道 25 号 大阪市中央区備後町 3丁目 6-2 近接空間 68 66 ○ × ○ ○ H19 

A12 国道 25 号 大阪市中央区北浜 4丁目 3-11 近接空間 66 64 ○ ○ ○ ○ H18 

A13 国道 163 号 守口市大宮通4丁目 15 近接空間 72 67 × × ○ ○ H20 

A14 国道 163 号 門真市松生町1 近接空間 74 71 × × ○ × H21 

A15 国道 163 号 門真市舟田町1-1 近接空間 71 68 × × ○ ○ H24 

A16 国道 163 号 門真市打越町1 近接空間 75 70 × × ○ ○ H22 

A17 国道 163 号 寝屋川市堀溝2丁目 4-1 近接空間 72 69 × × ○ ○ H24 

A18 国道 163 号 大阪市旭区新森 1丁目 1-3 近接空間 70 63 ○ ○ ○ ○ H22 

A19 国道 176 号 豊中市庄内東町 2丁目 7-11 近接空間 69 62 ○ ○ ○ ○ H21 

A20 国道 176 号 豊中市三国 2丁目 1-1 近接空間 71 67 × × ○ ○ H21 

環境基準値 
幹線道路を担う道路に近接する空間（近接空間）：昼間 70 デシベル以下、夜間 65 デ

シベル以下 

要請限度値 
幹線道路を担う道路に近接する区域（近接空間）：昼間 75 デシベル、夜間 70 デシベ

ル 

注1）時間区分 昼間（6時～22時）、夜間（22時～6時） 

注2）環境基準達成状況 ○：達成 ×：非達成 

   要請限度との比較 ○：要請限度値以下 ×：要請限度値超過 

出典：国土交通省資料 
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表 4-1-4(2) 騒音測定結果（道路交通騒音・平成 24 年度） 

№ 道路名 測定場所 
車
線
数 

地域類型 

騒音レベル 基準値等との比較 

(dB) 環境基準 
達成状況 

要請限度 
との比較 LAeq 

昼間 夜間 昼間 夜間 昼間 夜間 

B1 国道 1号バイパス 門真市大字三ツ島 4 近接空間 64 59 〇 〇 〇 〇 

B2 国道 1号バイパス 門真市沖町 30 4 近接空間 60 54 〇 〇 〇 〇 

B3 国道 1号 守口市京阪本通 2-6 4 近接空間 70 68 ○ × ○ ○ 

B4 国道 163 号 守口市大宮通 4-12 4 近接空間 66 62 ○ ○ ○ ○ 

B5 国道 163 号 門真市南野口町 9-4 4 近接空間 75 70 × × 〇 〇 

B6 国道 163 号 門真市一番町 1 4 近接空間 71 68 × × 〇 〇 

B7 国道 423 号 大阪市淀川区西中島 5-13 6 近接空間 65 62 〇 〇 〇 〇 

B8 国道 423 号 大阪市北区豊崎 2-7-9 5 近接空間 70 68 ○ × 〇 〇 

B9 国道 479 号 守口市小春町 9-2 4 近接空間 67 63 ○ ○ ○ ○ 

B10 府道大阪中央環状線 大阪市鶴見区浜 2-2-62 2 近接空間 69 65 ○ ○ 〇 〇 

B11 府道大阪中央環状線 門真市堂山町 19-1 8 近接空間 75 72 × × ○ × 

B12 府道大阪臨海線 大阪市福島区野田 3-1-18 4 近接空間 69 63 ○ ○ 〇 〇 

B13 府道大阪臨海線 大阪市福島区玉川 1-4-11 6 近接空間 69 66 ○ × 〇 〇 

B14 府道石切大阪線 大阪市城東区新喜多 1-6-35 2 近接空間 64 61 ○ ○ 〇 〇 

B15 府道石切大阪線 東大阪市吉原 2-10 2 近接空間 66 60 ○ ○ 〇 〇 

B16 府道大阪生駒線 大東市太子田 1-12-38 2 近接空間 66 62 ○ ○ 〇 〇 

B17 府道大阪生駒線 東大阪市加納 3-8 4 近接空間 63 57 ○ ○ 〇 〇 

B18 府道八尾枚方線 大東市末広町 16-1 3 近接空間 68 64 ○ ○ 〇 〇 

B19 府道八尾枚方線 東大阪市東鴻池町 2-3 2 近接空間 69 66 ○ × 〇 〇 

B20 府道深野南寺方大阪線 守口市菊水通 4-21-18 2 近接空間 67 61 ○ ○ ○ ○ 

B21 市道九条梅田線 大阪市福島区海老江 1-6-19 4 近接空間 64 59 ○ ○ 〇 〇 

B22 市道大阪環状線 大阪市北区浮田 2-6-29 5 近接空間 69 67 ○ × 〇 〇 

B23 市道江戸堀線 大阪市西区土佐堀 2-3 5 近接空間 70 66 ○ × 〇 〇 

B24 市道裁判所東筋線 大阪市北区太融寺町 1-1 5 近接空間 65 61 ○ ○ 〇 〇 

B25 市道裁判所東筋線南側 大阪市北区西天満 3-9-5 4 近接空間 64 64 ○ ○ 〇 〇 

B26 市道十三吹田線 大阪市淀川区西中島 6-8-5 6 近接空間 67 60 ○ ○ 〇 〇 

B27 市道十三吹田線 大阪市東淀川区東中島 2-6 4 近接空間 61 55 ○ ○ 〇 〇 

B28 市道南淡路南方線 大阪市東淀川区西淡路 1-11 4 近接空間 60 54 ○ ○ 〇 〇 

B29 市道赤川天王寺線 大阪市都島区高倉町 1-6-3 4 近接空間 67 62 ○ ○ 〇 〇 

B30 市道扇町公園南通線 大阪市北区南扇町町 6-23 5 近接空間 67 64 ○ ○ 〇 〇 

B31 市道築港深江線 大阪市東成区東中本 2-3-15 6 近接空間 73 70 × × 〇 〇 

B32 市道中津太子橋線 大阪市北区長柄中 3-3 4 近接空間 71 65 × ○ 〇 〇 

B33 市道天満橋筋線 大阪市北区松ヶ枝町 1-38 4 近接空間 70 61 ○ ○ 〇 〇 

B34 市道北区第 133 号 大阪市北区長柄中 2-3 4 近接空間 66 61 ○ ○ 〇 〇 

B35 市道東大阪中央線 東大阪市本庄中 6 近接空間 67 62 ○ ○ 〇 〇 

B36 市道柳通線 東大阪市森河内西 2-1 2 近接空間 63 54 ○ ○ 〇 〇 

B37 市道馬場菊水線 守口市松下町 1-55 4 近接空間 69 61 ○ ○ ○ ○ 

B38 市道南寺方 24 号 守口市南寺方東通 4-14 2 C 65 59 ○ ○ ○ ○ 

環境基準値 
道路に面する地域・C地域：昼間 65 デシベル以下、夜間 60 デシベル以下 
幹線道路を担う道路に近接する空間(近接空間)：昼間 70 デシベル以下、夜間 65
デシベル以下 

要請限度値 
幹線道路を担う道路に近接する区域（近接空間）：昼間 75 デシベル、夜間 70デ
シベル 

注1）時間区分 昼間（6時～22時）、夜間（22時～6時） 

注2）環境基準達成状況 ○：達成 ×：非達成 

   要請限度との比較 ○：要請限度以下 ×：要請限度超過 

出典：平成24年度 騒音環境モニタリング調査結果報告書（平成26年2月、大阪府環境農林水産部 環境管理室交

通環境課）  
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表 4-1-4(3) 騒音測定結果（一般環境騒音・平成 24 年度） 

№ 測定場所 
地域 

類型 

騒音レベル 基準値等との比較 

(dB) 環境基準 

達成状況 LAeq  

昼間 夜間 昼間 夜間 

C1 守口市藤田町 5-27-1 A 47 39 〇 〇 

C2 守口市八雲西町 1-31-3 A 49 39 〇 〇 

C3 守口市大宮通 3-11-3 A 49 38 〇 〇 

C4 守口市松月町 5-7 B 51 50 〇 × 

C5 守口市紅屋町 1-22 B 55 48 〇 × 

C6 守口市南寺方北通 2-3 B 48 44 〇 〇 

C7 守口市八雲中町 2-12 C 52 47 〇 〇 

C8 守口市東郷通 1-4 C 55 49 〇 〇 

C9 守口市南寺方東通 4-23 C 53 48 〇 ○ 

C10 寝屋川市堀溝 3-10-10 A 41 41 〇 〇 

C11 寝屋川市讃良東町 6-1 B 48 45 〇 〇 

C12 大東市灰塚 4-301-3 A 51 44 〇 〇 

C13 大東市太子田 2-130 B 52 41 〇 〇 

C14 大東市御領 3-426-2 C 53 42 〇 〇 

C15 大東市新田中町 6 C 53 43 〇 〇 

C16 大東市諸福 3-151-4 C 55 45 〇 〇 

C17 門真市沖町 5-5 A 57 44 × ○ 

C18 門真市上野口町 34-12 A 61 49 × × 

C19 門真市千石東町 9-27 A 56 52 × × 

C20 門真市本町 34-12 A 48 42 〇 〇 

C21 門真市月出町 15-24 A 41 42 〇 〇 

C22 門真市岸和田 1-8-1 A 45 49 ○ × 

C23 門真市下馬伏町 1-22 A 65 51 × × 

C24 門真市柳町 15-17 B 58 54 × × 

C25 門真市三ｯ島 1-16-25 B 55 33 〇 ○ 

C26 門真市深田町 19-5 C 51 38 〇 〇 

C27 門真市野里町 16-9 C 47 44 〇 〇 

C28 門真市栄町 21-33 C 55 47 〇 〇 

C29 門真市向島町 16-10 C 50 38 〇 〇 

C30 門真市四宮 4-4 C 60 49 〇 〇 

C31 門真市三ｯ島 3-7-16 C 60 37 〇 〇 

C32 門真市一番町 16-7 B 49 43 〇 〇 

環境基準値 

A 及び B類型： 

 昼間 55 デシベル以下、夜間 45 デシベル以下 

C 類型： 

 昼間 60 デシベル以下、夜間 50 デシベル以下 

注1）時間区分 昼間（6時～22時）、夜間（22時～6時） 

注2）環境基準達成状況 ○：達成 ×：非達成 

出典：平成24年度騒音環境モニタリング調査結果報告書（平成26年2月、大阪府環境農林水産部

環境管理室交通環境課） 
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4） 振動の状況 

調査区域における道路交通振動の平成 24 年度の測定地点は、図 4-1-5 に、測定結果は表 4-

1-5 に示すとおりです。 

測定結果によると、各測定地点の振動レベルの 80％レンジ上端値(L10)は、昼間 34～51dB、夜

間 30dB～48dB となっており、すべての地点で要請限度※を下回っています。 

※要請限度:「振動規制法施行規則」(昭和51年11月10日、総理府令第58号)による道路交通振動の限度です。 

表 4-1-5 道路交通振動測定結果 

№ 道路名 測定地点住所 区
分 

車
線
数 

振動レベル

(dB)L10 

要請限度と

の比較 

昼間 夜間 昼間 夜間 

1  国道 163 号 守口市大宮通 4-12 1  4  39  31 ○ ○ 

2  国道 163 号 門真市大池町 43-12 2  4  44  ― ○ ― 

3  国道 423 号 大阪市淀川区西中島 5-13 2  6  36  39 ○ ○ 

4  国道 423 号 大阪市北区豊崎 2-7-9 2  5  45  41 ○ ○ 

5  国道 479 号 守口市小春町 9-2 1  4  45  39 ○ ○ 

6  府道大阪中央環状線 大阪市鶴見区浜 2-2-62 1  2  49  35 ○ ○ 

7  府道大阪中央環状線 門真市新橋町 15-26 2  10  51  ― ○ ― 

8  府道大阪臨海線 大阪市福島区野田 3-1-18 2  4  46  37 ○ ○ 

9  府道大阪臨海線 大阪市福島区玉川 1-4-11 2  6  44  41 ○ ○ 

10  府道石切大阪線 大阪市城東区新喜多 1-6-35 2  2  42  39 ○ ○ 

11  府道八尾枚方線 門真市江端町 29-13 1  2  51  ― ○ ― 

12  府道深野南寺方大阪線 守口市菊水通 4-21-18 2  2  41  32 ○ ○ 

13  府道深野南方大阪線 門真市三ツ島 836 1  2  48  ― ○ ― 

14  市道九条梅田線 大阪市福島区海老江 1-6-19 2  4  44  36 ○ ○ 

15  市道大阪環状線 大阪市北区浮田 2-6-29 2  5  45  42 ○ ○ 

16  市道江戸堀線 大阪市西区土佐堀 2-3 2  5  47 37 ○ ○ 

17  市道裁判所東筋線 大阪市北区太融寺町 1-1 2  5  40  42 ○ ○ 

18  市道裁判所東筋線南側 大阪市北区西天満 3-9-5 2  4  36  34 ○ ○ 

19  市道十三吹田線 大阪市淀川区西中島 6-8-5 2  6  39 34 ○ ○ 

20  市道十三吹田線 大阪市東淀川区東中島 2-6 2  4  38 35 ○ ○ 

21  市道南淡路南方線 大阪市東淀川区西淡路 1-11 2  4  35 <30 ○ ○ 

22  市道赤川天王寺線 大阪市都島区高倉町 1-6-3 1  4  40  34 ○ ○ 

23  市道扇町公園南通線 大阪市北区南扇町町 6-23 2  5  34  <30 ○ ○ 

24  市道築港深江線 大阪市東成区東中本 2-3-15 2  6  49  48 ○ ○ 

25  市道中津太子橋線 大阪市北区長柄中 3-3 2  4  48  42 ○ ○ 

26  市道天満橋筋線 大阪市北区松ヶ枝町 1-38 2  4  43  36 ○ ○ 

27  市道北区第 133 号 大阪市北区長柄中 2-3 1  4  42  32 ○ ○ 

28  市道馬場菊水線 守口市松下町 1-55 1  4  41 39 ○ ○ 

29  市道南方 24 号 守口市南寺方東通 4-14 2  2 43 34 ○ ○ 

要請限度値 
第 1種区域：昼間 65 デシベル、夜間 60 デシベル 

第 2種区域：昼間 70 デシベル、夜間 65 デシベル 

注1）区分 1：第1種区域、2：第2種区域 

注2）時間区分 昼間：6時～21時、夜間：21時～翌日の6時 

注3）「－」は測定を実施していません。「<」は30dB 未満を示します。 

注4）要請限度との比較 ○：要請限度値以下、×：要請限度値超過を示します。 

出典：平成24年度騒音環境モニタリング調査結果報告書（平成26年2月、大阪府環境農林水産部環境管理室交通環境課） 
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1.2  水象、水質、水底の底質その他の水に係る環境の状況 

1） 水象の状況 

調査区域の主な河川は、図 4-1-6 に示すとおりです。 

主な河川としては、表 4-1-6 に示す 21 の河川があり、すべて淀川水系に属しており、概ね東

から西に向かって流れています。対象道路事業実施区域は、古川と城北川、大川が交差するほ

か、淀川の一部にかかります。 

 

表 4-1-6 対象道路事業実施区域及びその周辺の主な河川 

水 域 番号 河川名 等級 水 域 番号 河川名 等級 

淀川水域 1 淀川 

一
級
河
川 

寝屋川水域 

12 清滝川 

一
級
河
川 

神崎川水域 
2 神崎川 13 讃良川 

3 天竺川 14 岡部川 

寝屋川水域 

4 寝屋川 

大阪市内 

河川 

15 大川 

5 古川 16 堂島川 

6 恩智川 17 土佐堀川 

7 第二寝屋川 18 安治川 

8 平野川 19 木津川 

9 平野川分水路 20 城北川 

10 鍋田川 21 東横堀川 

11 谷田川  

出典：大阪府管内河川指定状況調書（平成19年3月、大阪府都市整備部河川室） 
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出典：大阪府管内河川指定状況調書（平成19年3月、大阪府都市整備部河川室）
　　　平成25年度大阪府域河川等水質調査結果報告書（平成27年2月、大阪府）

図4-1-6　水象の現況図及び
　　　　 水質測定地点位置図

4-1-27



4-1-28 

 

2） 水質の状況 

調査区域における河川の水質測定地点は、前掲の図 4-1-6 に、測定結果は表 4-1-7(1)～(3)

に示すとおりです。 

平成 25 年度の調査結果は、健康項目については、18 地点すべての地点で環境基準を達成し

ています。 

また、生活環境項目の生物化学的酸素要求量（BOD）、浮遊物質量（SS）については 18 地点す

べての地点において環境基準を達成しています。水素イオン濃度（pH）については 2 地点（新

三国橋、萱島橋）で、溶存酸素量（DO）については 2地点（城見橋、本町橋）で、大腸菌群数に

ついては 5 地点（赤川鉄橋、新三国橋、桜宮橋、天神橋(堂島川)、本町橋）で環境基準を超過

しています。 
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表 4-1-7(1) 河川水質測定結果（健康項目・平成 25 年度） 
単位：mg/L 

水質測定地点 

1 2 3 4 5 6 

淀川 神崎川 天竺川 寝屋川 寝屋川 寝屋川 

赤川鉄橋 新三国橋 神崎川合流直前 萱島橋 住道大橋 今津橋 

項目 環境基準値 年間平均値 m/n 年間平均値 m/n 年間平均値 m/n 年間平均値 m/n 年間平均値 m/n 年間平均値 m/n 

ｶﾄﾞﾐｳﾑ ≦0.003 <0.0003 0/2 <0.0003 0/2 <0.0003 0/2 <0.0003 0/4 <0.0003 0/2 <0.0003 0/4 

全ｼｱﾝ 検出されないこと N.D. 0/2 N.D. 0/2 N.D. 0/2 N.D. 0/4 N.D. 0/2 N.D. 0/4 

鉛 ≦0.01 <0.005 0/4 <0.005 0/2 <0.005 0/2 <0.005 0/4 <0.005 0/2 <0.005 0/6 

六価ｸﾛﾑ ≦0.05 <0.02 0/2 <0.02 0/2 <0.02 0/2 <0.02 0/4 <0.02 0/2 <0.02 0/4 

砒素 ≦0.01 <0.005 0/4 <0.005 0/2 <0.005 0/2 <0.005 0/4 <0.005 0/2 <0.005 0/4 

総水銀 ≦0.0005 <0.0005 0/2 <0.0005 0/2 <0.0005 0/2 <0.0005 0/4 <0.0005 0/2 <0.0005 0/4 

ｱﾙｷﾙ水銀 検出されないこと － － － － － － － － － － － － 

PCB 検出されないこと N.D. 0/1 N.D. 0/1 N.D. 0/1 N.D. 0/2 N.D. 0/1 N.D. 0/1 

ｼﾞｸﾛﾛﾒﾀﾝ ≦0.02 <0.002 0/4 <0.002 0/2 <0.002 0/2 <0.002 0/4 <0.002 0/2 0.002 0/4 

四塩化炭素 ≦0.002 <0.0002 0/2 <0.0002 0/2 <0.0002 0/2 <0.0002 0/4 <0.0002 0/2 <0.0002 0/4 

1,2-ｼﾞｸﾛﾛｴﾀﾝ ≦0.004 <0.0004 0/2 <0.0004 0/2 <0.0004 0/2 <0.0004 0/4 <0.0004 0/2 <0.0004 0/4 

1,1-ｼﾞｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ ≦0.1 <0.002 0/2 <0.002 0/2 <0.002 0/2 <0.002 0/4 <0.002 0/2 <0.002 0/4 

ｼｽ-1,2-ｼﾞｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ ≦0.04 <0.004 0/2 <0.004 0/2 <0.004 0/2 <0.004 0/4 <0.004 0/2 <0.004 0/4 

1,1,1-ﾄﾘｸﾛﾛｴﾀﾝ ≦1 <0.0005 0/2 <0.0005 0/2 <0.0005 0/2 <0.0005 0/4 <0.0005 0/2 <0.0005 0/4 

1,1,2-ﾄﾘｸﾛﾛｴﾀﾝ ≦0.006 <0.0006 0/2 <0.0006 0/2 <0.0006 0/2 <0.0006 0/4 <0.0006 0/2 <0.0006 0/4 

ﾄﾘｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ ≦0.03 <0.002 0/2 <0.002 0/2 <0.002 0/2 <0.002 0/4 <0.002 0/2 <0.002 0/4 

ﾃﾄﾗｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ ≦0.01 <0.0005 0/4 <0.0005 0/2 <0.0005 0/2 <0.0005 0/4 <0.0005 0/2 <0.0005 0/4 

1,3-ｼﾞｸﾛﾛﾌﾟﾛﾍﾟﾝ ≦0.002 <0.0002 0/1 <0.0002 0/1 <0.0002 0/2 <0.0002 0/4 <0.0002 0/2 <0.0002 0/4 

ﾁｳﾗﾑ ≦0.006 <0.0006 0/1 <0.0006 0/1 <0.0006 0/2 <0.0006 0/4 <0.0006 0/2 <0.0006 0/4 

ｼﾏｼﾞﾝ ≦0.003 <0.0003 0/1 <0.0003 0/1 <0.0003 0/2 <0.0003 0/4 <0.0003 0/2 <0.0003 0/4 

ﾁｵﾍﾞﾝｶﾙﾌﾞ ≦0.02 <0.002 0/1 <0.002 0/1 <0.002 0/2 <0.002 0/4 <0.002 0/2 <0.002 0/4 

ﾍﾞﾝｾﾞﾝ ≦0.01 <0.001 0/2 <0.001 0/2 <0.001 0/2 <0.001 0/4 <0.001 0/2 <0.001 0/4 

ｾﾚﾝ ≦0.01 <0.002 0/2 <0.002 0/2 <0.002 0/2 <0.002 0/4 <0.002 0/2 <0.002 0/4 

硝酸性窒素及び 

亜硝酸性窒素 
≦10 0.88 0/12 2.5 0/2 0.39 0/2 8.4 0/4 5.3 0/6 4.9 0/4 

ふっ素 ≦0.8 0.09 0/4 0.21 0/2 0.14 0/2 0.11 0/4 0.12 0/2 0.13 0/4 

ほう素 ≦1 0.02 0/4 0.35 0/2 0.05 0/2 0.05 0/4 0.05 0/2 0.05 0/4 

1,4-ｼﾞｵｷｻﾝ ≦0.05 <0.005 0/2 <0.005 0/2 <0.005 0/2 <0.005 0/2 <0.005 0/2 <0.005 0/2 
 

水質測定地点 

7 8 9 10 11 12 

寝屋川 恩智川 古川 第二寝屋川 第二寝屋川 長瀬川 

京橋 住道新橋 徳栄橋 新金吾郎橋 下城見橋 
第二寝屋川 

合流直前 

項目 環境基準値 年間平均値 m/n 年間平均値 m/n 年間平均値 m/n 年間平均値 m/n 年間平均値 m/n 年間平均値 m/n 

ｶﾄﾞﾐｳﾑ ≦0.003 <0.0003 0/4 <0.0003 0/2 <0.0003 0/4 <0.0003 0/4 <0.0003 0/2 <0.0003 0/4 

全ｼｱﾝ 検出されないこと N.D. 0/4 N.D. 0/2 N.D. 0/4 N.D. 0/4 N.D. 0/2 N.D. 0/4 

鉛 ≦0.01 <0.005 0/6 <0.005 0/2 0.005 0/6 <0.005 0/4 <0.005 0/2 <0.005 0/4 

六価ｸﾛﾑ ≦0.05 <0.02 0/4 <0.02 0/2 <0.02 0/4 <0.02 0/4 <0.02 0/2 <0.02 0/4 

砒素 ≦0.01 <0.005 0/4 <0.005 0/2 <0.005 0/4 <0.005 0/4 <0.005 0/2 <0.005 0/4 

総水銀 ≦0.0005 <0.0005 0/4 <0.0005 0/2 <0.0005 0/4 <0.0005 0/4 <0.0005 0/2 <0.0005 0/4 

ｱﾙｷﾙ水銀 検出されないこと － － － － － － － － － － － － 

PCB 検出されないこと N.D. 0/1 N.D. 0/1 N.D. 0/1 N.D. 0/1 N.D. 0/1 N.D. 0/1 

ｼﾞｸﾛﾛﾒﾀﾝ ≦0.02 <0.002 0/4 <0.002 0/2 <0.002 0/4 <0.002 0/4 0.002 0/4 <0.002 0/4 

四塩化炭素 ≦0.002 <0.0002 0/4 <0.0002 0/2 <0.0002 0/4 <0.0002 0/4 <0.0002 0/2 <0.0002 0/4 

1,2-ｼﾞｸﾛﾛｴﾀﾝ ≦0.004 <0.0004 0/4 <0.0004 0/2 <0.0004 0/4 <0.0004 0/4 <0.0004 0/2 <0.0004 0/4 

1,1-ｼﾞｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ ≦0.1 <0.002 0/4 <0.002 0/2 <0.002 0/4 <0.002 0/4 <0.002 0/2 <0.002 0/4 

ｼｽ-1,2-ｼﾞｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ ≦0.04 <0.004 0/4 <0.004 0/2 <0.004 0/4 <0.004 0/4 <0.004 0/2 <0.004 0/4 

1,1,1-ﾄﾘｸﾛﾛｴﾀﾝ ≦1 <0.0005 0/4 <0.0005 0/2 <0.0005 0/4 <0.0005 0/4 <0.0005 0/2 <0.0005 0/4 

1,1,2-ﾄﾘｸﾛﾛｴﾀﾝ ≦0.006 <0.0006 0/4 <0.0006 0/2 <0.0006 0/4 <0.0006 0/4 <0.0006 0/2 <0.0006 0/4 

ﾄﾘｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ ≦0.03 <0.002 0/4 <0.002 0/2 <0.002 0/4 <0.002 0/4 <0.002 0/2 <0.002 0/4 

ﾃﾄﾗｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ ≦0.01 <0.0005 0/4 <0.0005 0/2 <0.0005 0/4 <0.0005 0/4 <0.0005 0/2 <0.0005 0/4 

1,3-ｼﾞｸﾛﾛﾌﾟﾛﾍﾟﾝ ≦0.002 <0.0002 0/4 <0.0002 0/2 <0.0002 0/4 <0.0002 0/4 <0.0002 0/2 <0.0002 0/4 

ﾁｳﾗﾑ ≦0.006 <0.0006 0/4 <0.0006 0/2 <0.0006 0/4 <0.0006 0/4 <0.0006 0/2 <0.0006 0/4 

ｼﾏｼﾞﾝ ≦0.003 <0.0003 0/4 <0.0003 0/2 <0.0003 0/4 <0.0003 0/4 <0.0003 0/2 <0.0003 0/4 

ﾁｵﾍﾞﾝｶﾙﾌﾞ ≦0.02 <0.002 0/4 <0.002 0/2 <0.002 0/4 <0.002 0/4 <0.002 0/2 <0.002 0/4 

ﾍﾞﾝｾﾞﾝ ≦0.01 <0.001 0/4 <0.001 0/2 <0.001 0/4 <0.001 0/4 <0.001 0/2 <0.001 0/4 

ｾﾚﾝ ≦0.01 <0.002 0/4 <0.002 0/2 <0.002 0/4 <0.002 0/4 <0.002 0/2 <0.002 0/4 

硝酸性窒素及び 

亜硝酸性窒素 
≦10 2.7 0/4 4.2 0/6 4.2 0/4 7.1 0/6 4.6 0/4 4.5 0/4 

ふっ素 ≦0.8 0.14 0/4 0.13 0/2 0.14 0/4 0.10 0/4 0.18 0/2 0.10 0/4 

ほう素 ≦1 0.06 0/4 0.06 0/2 0.05 0/4 0.09 0/4 0.07 0/2 0.10 0/4 

1,4-ｼﾞｵｷｻﾝ ≦0.05 <0.005 0/2 <0.005 0/2 <0.005 0/2 0.006 0/4 <0.005 0/2 <0.005 0/4 
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表 4-1-7(2) 河川水質測定結果（健康項目・平成 25 年度） 

単位：mg/L 

水質測定地点 

13 14 15 16 17 18 

平野川分水路 平野川 大川 堂島川 土佐堀川 東横堀川 

天王田大橋 城見橋 桜宮橋 天神橋 天神橋 本町橋 

項目 環境基準値 年間平均値 m/n 年間平均値 m/n 年間平均値 m/n 年間平均値 m/n 年間平均値 m/n 年間平均値 m/n 

ｶﾄﾞﾐｳﾑ ≦0.003 <0.0003 0/4 <0.0003 0/4 <0.0003 0/2 <0.0003 0/2 <0.0003 0/2 <0.0003 0/2 

全ｼｱﾝ 検出されないこと N.D. 0/4 N.D. 0/4 N.D. 0/2 N.D. 0/2 N.D. 0/2 N.D. 0/2 

鉛 ≦0.01 <0.005 0/4 <0.005 0/4 <0.005 0/4 <0.005 0/4 <0.005 0/4 <0.005 0/2 

六価ｸﾛﾑ ≦0.05 <0.02 0/4 <0.02 0/4 <0.02 0/2 <0.02 0/2 <0.02 0/2 <0.02 0/2 

砒素 ≦0.01 <0.005 0/4 <0.005 0/4 <0.005 0/2 <0.005 0/2 <0.005 0/2 <0.005 0/2 

総水銀 ≦0.0005 <0.0005 0/4 <0.0005 0/4 <0.0005 0/2 <0.0005 0/2 <0.0005 0/2 <0.0005 0/2 

ｱﾙｷﾙ水銀 検出されないこと － － － － － － － － － － － － 

PCB 検出されないこと N.D. 0/1 N.D. 0/1 N.D. 0/1 N.D. 0/1 N.D. 0/1 N.D. 0/1 

ｼﾞｸﾛﾛﾒﾀﾝ ≦0.02 0.002 0/4 <0.002 0/4 <0.002 0/2 <0.002 0/2 <0.002 0/2 <0.002 0/2 

四塩化炭素 ≦0.002 <0.0002 0/4 <0.0002 0/4 <0.0002 0/2 <0.0002 0/2 <0.0002 0/2 <0.0002 0/2 

1,2-ｼﾞｸﾛﾛｴﾀﾝ ≦0.004 <0.0004 0/4 <0.0004 0/4 <0.0004 0/2 <0.0004 0/2 <0.0004 0/2 <0.0004 0/2 

1,1-ｼﾞｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ ≦0.1 <0.002 0/4 <0.002 0/4 <0.002 0/2 <0.002 0/2 <0.002 0/2 <0.002 0/2 

ｼｽ-1,2-ｼﾞｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ ≦0.04 <0.004 0/4 <0.004 0/4 <0.004 0/2 <0.004 0/2 <0.004 0/2 <0.004 0/2 

1,1,1-ﾄﾘｸﾛﾛｴﾀﾝ ≦1 <0.0005 0/4 <0.0005 0/4 <0.0005 0/2 <0.0005 0/2 <0.0005 0/2 <0.0005 0/2 

1,1,2-ﾄﾘｸﾛﾛｴﾀﾝ ≦0.006 <0.0006 0/4 <0.0006 0/4 <0.0006 0/2 <0.0006 0/2 <0.0006 0/2 <0.0006 0/2 

ﾄﾘｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ ≦0.03 <0.002 0/4 <0.002 0/4 <0.002 0/2 <0.002 0/2 <0.002 0/2 <0.002 0/2 

ﾃﾄﾗｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ ≦0.01 <0.0005 0/4 0.0005 0/4 <0.0005 0/2 <0.0005 0/2 <0.0005 0/2 <0.0005 0/2 

1,3-ｼﾞｸﾛﾛﾌﾟﾛﾍﾟﾝ ≦0.002 <0.0002 0/4 <0.0002 0/4 <0.0002 0/2 <0.0002 0/2 <0.0002 0/2 <0.0002 0/2 

ﾁｳﾗﾑ ≦0.006 <0.0006 0/4 <0.0006 0/4 <0.0006 0/2 <0.0006 0/2 <0.0006 0/2 <0.0006 0/2 

ｼﾏｼﾞﾝ ≦0.003 <0.0003 0/4 <0.0003 0/4 <0.0003 0/2 <0.0003 0/2 <0.0003 0/2 <0.0003 0/2 

ﾁｵﾍﾞﾝｶﾙﾌﾞ ≦0.02 <0.002 0/4 <0.002 0/4 <0.002 0/2 <0.002 0/2 <0.002 0/2 <0.002 0/2 

ﾍﾞﾝｾﾞﾝ ≦0.01 <0.001 0/4 <0.001 0/4 <0.001 0/2 <0.001 0/2 <0.001 0/2 <0.001 0/2 

ｾﾚﾝ ≦0.01 <0.002 0/4 <0.002 0/4 <0.002 0/2 <0.002 0/2 <0.002 0/2 <0.002 0/2 

硝酸性窒素及び 

亜硝酸性窒素 
≦10 7.5 0/4 4.9 0/4 0.85 0/4 1.5 0/4 1.7 0/4 1.5 0/4 

ふっ素 ≦0.8 0.20 0/4 0.16 0/4 0.11 0/2 0.12 0/2 0.12 0/2 0.12 0/2 

ほう素 ≦1 0.10 0/4 0.08 0/4 0.03 0/2 0.03 0/2 0.03 0/2 0.02 0/2 

1,4-ｼﾞｵｷｻﾝ ≦0.05 <0.005 0/2 <0.005 0/2 <0.005 0/2 <0.005 0/2 <0.005 0/2 <0.005 0/2 

注1）ｍ／ｎのｎは調査対象検体数、ｍは環境基準値を超えた検体数を示します。 

注2）N.D.は定量下限値未満、－：未測定（ただし、アルキル水銀については総水銀が検出された時に限り、当該

検体のみ分析を実施します。） 

注3）全シアンは年間の最高値を環境基準値と比較します。それ以外の項目は年間平均値を環境基準値と比較します。 

注4）環境基準値は平成25年度時点の値です。 

出典：平成25年度大阪府域河川等水質調査結果報告書（平成27年2月、大阪府） 
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表 4-1-7(3) 河川水質測定結果（生活環境項目・平成 25 年度） 

水質 

測定地点 

1 2 3 4 5 

淀川 神崎川 天竺川 寝屋川 寝屋川 

赤川鉄橋 新三国橋 神崎川合流直前 萱島橋 住道大橋 

類型 B B － C C 

項目 単位 年間測定値 m/n 年間測定値 m/n 年間測定値 m/n 年間測定値 m/n 年間測定値 m/n 

pH － 7.5～7.9 0/12 7.0～8.7 1/48 7.8～9.6 -/16 6.9～9.3 3/48 7.1～8.5 0/48 

DO mg/L 9.5  0/12 8.0 0/12 11.0 -/4 11  0/12 8.5  0/12 

BOD mg/L 1.3(1.6) 0/12 1.5(1.6) 0/12 0.9(1.0) -/4 1.6(1.9) 0/12 1.7(2.1) 0/12 

COD mg/L 3.5  -/12 5.5  -/12 4.4 -/4 8.9 -/12 7.0  -/12 

SS mg/L 6  0/12 5  0/12 1 -/4 2 0/12 6 0/12 

大腸菌群数 MPN/100mL 6.1×103 2/12 1.2×104 6/12  5.0×103 -/12  
 

水質 

測定地点 

6 7 8 9 10 

寝屋川 寝屋川 恩智川 古川 第二寝屋川 

今津橋 京橋 住道新橋 徳栄橋 新金吾郎橋 

類型 D D D D D 

項目 単位 年間測定値 m/n 年間測定値 m/n 年間測定値 m/n 年間測定値 m/n 年間測定値 m/n 

pH － 6.9～7.5 0/48 6.7～7.6  0/48 7.1～8.5 0/48 6.7～7.5 0/48 6.7～7.9 0/48 

DO mg/L 5.0  0/12 6.1  0/12 6.8 0/12 4.6  0/12 7.5 0/12 

BOD mg/L 4.9(5.5) 1/12 3.2(3.8) 1/12 2.7(3.2) 0/12 3.7(4.4) 0/12 6.0(6.9) 3/12 

COD mg/L 8.6  -/12 6.2  -/12 7.5 -/12 7.5  -/12 8.2 -/12 

SS mg/L 7 0/12 7 0/12 9  0/12 8 0/12 3 0/12 

大腸菌群数 MPN/100mL 7.4×104 -/4 2.0×104 -/4  5.0×104 -/4 4.2×104 -/12 
 

水質 

測定地点 

11 12 13 14 15 

第二寝屋川 長瀬川 平野川分水路 平野川 大川 

下城見橋 第二寝屋川合流直前 天王田大橋 城見橋 桜宮橋 

類型 D － D D B 

項目 単位 年間測定値 m/n 年間測定値 m/n 年間測定値 m/n 年間測定値 m/n 年間測定値 m/n 

pH － 6.7～7.3 0/48 6.5～9.0 -/16 6.6～7.2 0/48 6.7～7.2 0/48 7.2～7.7 0/48 

DO mg/L 4.5 0/12 12  -/4 4.7 0/12 4.2  1/12 9.3 0/12 

BOD mg/L 5.0(7.0) 3/12 2.1(2.2) -/4 4.3(5.4) 0/12 4.0(4.5) 0/12 0.8(0.9) 0/12 

COD mg/L 8.3  -/12 7.2 -/4 9.2 -/12 9.1 -/12 3.0 -/12 

SS mg/L 5 0/12 12 -/4 4 0/12 5 0/12 6 0/12 

大腸菌群数 MPN/100mL 1.6×104 -/4 8.1×104 -/4 5.4×103 -/4 7.3×103 -/4 1.6×103 1/12 
 

水質 

測定地点 

16 17 18 

 

堂島川 土佐堀川 東横堀川 

天神橋 天神橋 本町橋 

類型 B C B 

項目 単位 年間測定値 m/n 年間測定値 m/n 年間測定値 m/n 

pH － 6.9～8.1 0/48 7.0～7.7 0/48 7.0～7.6 0/48 

DO mg/L 8.6 0/12 8.1  0/12 6.4 3/12 

BOD mg/L 1.3(1.5) 0/12 1.6(1.7) 0/12 1.3(1.6) 0/12 

COD mg/L 4.0 -/12 4.4 -/12 4.4  -/12 

SS mg/L 7 0/12 6 0/12 6  0/12 

大腸菌群数 MPN/100mL 3.3×103 2/12 4.9×103 -/4 3.4×103 1/12 

注1）BOD の()内の値は75％値を示し、75％値を環境基準値と比較します。 

注2）m/n の n は調査対象検体数、mは環境基準値を超えた検体数、－の場合は環境基準値が無いことを示します。 

出典：平成25年度大阪府域河川等水質調査結果報告書（平成27年2月、大阪府） 

 

  

環境基準値 

項目 
類型 

B C D 

pH 
6.5 以上

8.5 以下 

6.5 以上

8.5 以下 

6.0 以上

8.5 以下 

DO 5 以上 5 以上 2 以上 

BOD 3 以下 5 以下 8 以下 

SS 25 以下 50 以下 100 以下 

大腸菌 

群数 

5,000 

以下 
― ― 
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調査区域の地下水の水質の状況は、概況を把握するための概況調査が 6地点で行われており、

平成 25 年度の測定結果を表 4-1-8(1)に示します。すべての地点において環境基準を達成して

います。また、概況調査等により新たに発見された汚染について、その汚染範囲を確認すると

ともに汚染原因の究明に資するために実施する地下水の水質汚染井戸周辺地区調査は 4 地点あ

り、測定結果を表 4-1-8(2)に示します。 

 

表 4-1-8(1) 地下水水質測定結果（概況調査・平成 25 年度） 

単位：mg/L 

項目 
環境 

基準値 

1 2 3 4 5 6 

大東市 門真市 大阪市 大阪市 東大阪市 東大阪市 

諸福 桑才 
東淀川区 

豊里 

城東区 

中央 
森河内西 西鴻池町 

ｶﾄﾞﾐｳﾑ ≦0.003 <0.0003 <0.0003 <0.0003 <0.0003 <0.0003 <0.0003 

全ｼｱﾝ 検出されないこと N.D. N.D. N.D. N.D. N.D. N.D. 

鉛 ≦0.01 <0.005 <0.005 <0.005 #0.006 <0.005 <0.005 

六価ｸﾛﾑ ≦0.05 <0.02 <0.02 <0.02 <0.02 <0.02 <0.02 

砒素 ≦0.01 <0.005 <0.005 <0.005 <0.005 <0.005 <0.005 

総水銀 ≦0.0005 <0.0005 <0.0005 <0.0005 <0.0005 <0.0005 <0.0005 

ｱﾙｷﾙ水銀 検出されないこと - - - - - - 

PCB 検出されないこと - - N.D. N.D. - - 

ｼﾞｸﾛﾛﾒﾀﾝ ≦0.02 <0.002 <0.002 <0.002 <0.002 <0.002 <0.002 

四塩化炭素 ≦0.002 <0.0002 <0.0002 <0.0002 <0.0002 <0.0002 <0.0002 

塩化ﾋﾞﾆﾙﾓﾉﾏｰ ≦0.002 <0.0002 <0.0002 <0.0002 #0.0002 <0.0002 <0.0002 

1,2-ｼﾞｸﾛﾛｴﾀﾝ ≦0.004 <0.0004 <0.0004 <0.0004 <0.0004 <0.0004 <0.0004 

1,1-ｼﾞｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ ≦0.1 <0.002 <0.002 <0.002 <0.002 <0.002 <0.002 

1,2-ｼﾞｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ ≦0.04 <0.004 <0.004 <0.004 <0.004 <0.004 <0.004 

1,1,1-ﾄﾘｸﾛﾛｴﾀﾝ ≦1 <0.0005 <0.0005 <0.0005 <0.0005 <0.0005 <0.0005 

1,1,2-ﾄﾘｸﾛﾛｴﾀﾝ ≦0.006 <0.0006 <0.0006 <0.0006 <0.0006 <0.0006 <0.0006 

ﾄﾘｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ ≦0.03 <0.002 <0.002 <0.002 <0.002 <0.002 <0.002 

ﾃﾄﾗｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ ≦0.01 <0.0005 <0.0005 <0.0005 <0.0005 <0.0005 <0.0005 

1,3-ｼﾞｸﾛﾛﾌﾟﾛﾍﾟﾝ ≦0.002 <0.0002 <0.0002 <0.0002 <0.0002 <0.0002 <0.0002 

ﾁｳﾗﾑ ≦0.006 - - <0.0006 <0.0006 <0.0006 <0.0006 

ｼﾏｼﾞﾝ ≦0.003 - - <0.0003 <0.0003 <0.0003 <0.0003 

ﾁｵﾍﾞﾝｶﾙﾌﾞ ≦0.02 - - <0.002 <0.002 <0.002 <0.002 

ﾍﾞﾝｾﾞﾝ ≦0.01 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 

ｾﾚﾝ ≦0.01 <0.002 <0.002 <0.002 <0.002 <0.002 <0.002 

硝酸性窒素及び 

亜硝酸性窒素 
≦10 #0.78 <0.08 #0.08 #0.08 #7.3 #0.08 

ふっ素 ≦0.8 #0.12 #0.52 #0.11 #0.13 #0.16 #0.14 

ほう素 ≦1 #0.05 #0.62 #0.02 #0.12 #0.05 #0.10 

1,4-ｼﾞｵｷｻﾝ ≦0.05 <0.005 <0.005 <0.005 0.012 <0.005 <0.005 

注1）各地点とも測定回数は1回です。 

注2）－：未測定（アルキル水銀は、原則として総水銀が検出された場合、測定を行うこととしています。） 

#：検出したが、環境基準値以下 

注3）環境基準値は平成25年度時点の値です。 

出典：平成25年度大阪府域河川等水質調査結果報告書（平成27年2月、大阪府） 
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表 4-1-8(2) 地下水質汚染井戸周辺地区測定結果（平成 25 年度） 

単位：mg/L 

項目 
環境 

基準値 

1 2 3 4 

大東市 門真市 大阪市 大阪市 

氷野 桑才 
中央区 

法円坂 

城東区 

新喜多 

塩化ﾋﾞﾆﾙﾓﾉﾏｰ ≦0.002 - - 0.001 - 

硝酸性窒素及び 

亜硝酸性窒素 
≦10 - - <0.08 - 

ふっ素 ≦0.8 <0.08 0.67 - - 

ほう素 ≦1 - 0.62 - - 

1,4-ｼﾞｵｷｻﾝ ≦0.05 - - 0.017 0.021 

注1）表中の測定結果は最高濃度を示します。 

注2）－：未測定 

出典：平成25年度大阪府域河川等水質調査結果報告書（平成27年2月、大阪府） 

 

  



4-1-34 

 

さらに継続監視調査は 16 地点で行われており、測定結果を表 4-1-9(1)～(2)に示します。こ

のうち 11 地点で環境基準を超過しています。 

 

表 4-1-9(1) 地下水水質測定結果（継続監視調査・平成 25 年度） 

単位：mg/L 

項目 
環境 

基準値 

1 2 3 4 5 6 7 8 

門真市 守口市 大東市 門真市 大阪市 大阪市 大阪市 豊中市 

柳田町 本町 諸福 堂山町 
東淀川区 

大桐 

旭区 

大宮 

旭区 

新森 

豊南町

南 

ｶﾄﾞﾐｳﾑ ≦0.003 － － － － － － － － 

全ｼｱﾝ 
検出され

ないこと 
－ － － － － － － － 

鉛 ≦0.01 － － － － － #0.008 － － 

六価ｸﾛﾑ ≦0.05 － － － － － － － － 

砒素 ≦0.01 0.040 － － － － － － － 

総水銀 ≦0.0005 － － － － － － － － 

ｱﾙｷﾙ水銀 
検出され

ないこと 
－ － － － － － － － 

PCB 
検出され

ないこと 
－ － － － － － － － 

ｼﾞｸﾛﾛﾒﾀﾝ ≦0.02 － － － － － － － － 

四塩化炭素 ≦0.002 － － － － － － － － 

塩化ﾋﾞﾆﾙﾓﾉﾏｰ ≦0.002 － ＜0.0002 0.0061 0.029 － － 0.009 － 

1,2-ｼﾞｸﾛﾛｴﾀﾝ ≦0.004 － － － － － － － － 

1,1-ｼﾞｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ ≦0.1 － ＜0.002 ＜0.002 ＜0.002 － － － － 

1,2-ｼﾞｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ ≦0.04 － ＜0.004 #0.004 ＜0.004 － － 0.064 － 

1,1,1-ﾄﾘｸﾛﾛｴﾀﾝ ≦1 － ＜0.0005 ＜0.0005 ＜0.0005 － － － － 

1,1,2-ﾄﾘｸﾛﾛｴﾀﾝ ≦0.006 － － － － － － － － 

ﾄﾘｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ ≦0.03 － ＜0.002 ＜0.002 ＜0.002 － － － － 

ﾃﾄﾗｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ ≦0.01 － ＜0.0005 ＜0.0005 ＜0.0005 － － － － 

1,3-ｼﾞｸﾛﾛﾌﾟﾛﾍﾟﾝ ≦0.002 － － － － － － － － 

ﾁｳﾗﾑ ≦0.006 － － － － － － － － 

ｼﾏｼﾞﾝ ≦0.003 － － － － － － － － 

ﾁｵﾍﾞﾝｶﾙﾌﾞ ≦0.02 － － － － － － － － 

ﾍﾞﾝｾﾞﾝ ≦0.01 － － － － － － － － 

ｾﾚﾝ ≦0.01 － － － － － － － － 

硝酸性窒素及び 

亜硝酸性窒素 
≦10 － － － － 18 － － #8.7 

ふっ素 ≦0.8 #0.73 － － － － － － － 

ほう素 ≦1 － － － － － － － － 

1,4-ｼﾞｵｷｻﾝ ≦0.05 － － － － － － － － 

注1）表中の測定結果は年間平均値を示します。 

注2）評価は年間平均値を環境基準値と比較します。 

注3）－：未測定    ：環境基準値を超過 #：検出したが、環境基準値以下 

出典：平成25年度大阪府域河川等水質調査結果報告書（平成27年2月、大阪府） 
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表 4-1-9(2) 地下水水質測定結果（継続監視調査・平成 25 年度） 

単位：mg/L 

項目 
環境 

基準値 

9 10 11 12 13 14 15 16 

豊中市 大阪市 門真市 門真市 門真市 大阪市 守口市 守口市 

神州町 
鶴見区 

浜 
東田町 東田町 東田町 

都島区 

中野町 
大宮通 高瀬町 

ｶﾄﾞﾐｳﾑ ≦0.003 － － － － － － － － 

全ｼｱﾝ 
検出されな

いこと 
－ － － － － － － － 

鉛 ≦0.01 － － － － － － － － 

六価ｸﾛﾑ ≦0.05 － － － － － － － － 

砒素 ≦0.01 － － － － － － － － 

総水銀 ≦0.0005 － － － － － － － － 

ｱﾙｷﾙ水銀 
検出されな

いこと 
－ － － － － － － － 

PCB 
検出されな

いこと 
－ － － － － － － － 

ｼﾞｸﾛﾛﾒﾀﾝ ≦0.02 － ＜0.002 － － － ＜0.002 － － 

四塩化炭素 ≦0.002 － ＜0.0002 － － － ＜0.0002 － － 

塩化ﾋﾞﾆﾙﾓﾉﾏｰ ≦0.002 － 0.082 － － － 0.0055 0.0042 － 

1,2-ｼﾞｸﾛﾛｴﾀﾝ ≦0.004 － ＜0.0004 － － － ＜0.0004 － － 

1,1-ｼﾞｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ ≦0.1 － ＜0.002 － － － ＜0.002 － － 

1,2-ｼﾞｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ ≦0.04 － 0.088 － － － ＜0.004 － － 

1,1,1-ﾄﾘｸﾛﾛｴﾀﾝ ≦1 － ＜0.0005 － － － ＜0.0005 － － 

1,1,2-ﾄﾘｸﾛﾛｴﾀﾝ ≦0.006 － ＜0.0006 － － － ＜0.0006 － － 

ﾄﾘｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ ≦0.03 － ＜0.002 － － － ＜0.002 － － 

ﾃﾄﾗｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ ≦0.01 － ＜0.0005 － － － ＜0.0005 － － 

1,3-ｼﾞｸﾛﾛﾌﾟﾛﾍﾟﾝ ≦0.002 － ＜0.0002 － － － ＜0.0002 － － 

ﾁｳﾗﾑ ≦0.006 － － － － － － － － 

ｼﾏｼﾞﾝ ≦0.003 － － － － － － － － 

ﾁｵﾍﾞﾝｶﾙﾌﾞ ≦0.02 － － － － － － － － 

ﾍﾞﾝｾﾞﾝ ≦0.01 0.096 ＜0.001 － － － ＜0.001 － － 

ｾﾚﾝ ≦0.01 － － － － － － － － 

硝酸性窒素及び 

亜硝酸性窒素 
≦10 － － － － － － － － 

ふっ素 ≦0.8 － #0.42 #0.79 95 #0.30 － － 1.2 

ほう素 ≦1 － － － － － － － － 

1,4-ｼﾞｵｷｻﾝ ≦0.05 － － － － － － － － 

注1）表中の測定結果は年間平均値を示します。 

注2）全シアンは年間の最高値を環境基準値と比較します。それ以外の項目は年間平均値を環境基準値と比較します。 

注3）－：未測定    ：環境基準値を超過 #：検出したが、環境基準値以下 

出典：平成25年度大阪府域河川等水質調査結果報告書（平成27年2月、大阪府） 
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平成 21～25 年度における河川及び地下水のダイオキシン類調査の測定結果は、表 4-1-10(1)

～(2)に示すとおりです。平成 25 年度の結果において、河川は 20 地点のうち 2地点で環境基準

を超過しています。また、地下水の 1地点では環境基準を達成しています。 

 

表 4-1-10(1) 河川水質測定結果（ダイオキシン類） 

常時監視調査 単位：pg-TEQ/L 

水域 河川名 調査地点名 環境基準値 平成25年度 平成24年度 平成23年度 平成22年度 平成21年度 

淀川 
淀川 柴島 1 以下 ― 0.11 0.085 0.15 0.16 

淀川 淀川大堰 1 以下 ― ― 0.091 ― ― 

神崎川 神崎川 新三国橋 1 以下 1.0 0.84 0.91 1.5 1.1 

寝屋川 

寝屋川 萱島橋 1 以下 0.12 0.082 0.32 0.30 0.24 

寝屋川 住道大橋 1 以下 0.44 0.64 1.8 1.2 0.73 

寝屋川 今津橋 1 以下 1.0 1.9 1.9 0.63 0.71 

寝屋川 京橋 1 以下 0.95 1.0 0.89 0.34 0.82 

恩智川 住道新橋 1 以下 1.1 0.63 0.75 1.2 1.0 

古川 徳栄橋 1 以下 2.1 2.5 3.4 1.6 2.4 

第二寝屋川 新金吾郎橋 1 以下 0.11 0.12 0.21 0.055 0.25 

第二寝屋川 下城見橋 1 以下 0.34 0.49 0.32 0.28 0.18 

平野川分水路 天王田大橋 1 以下 0.17 0.22 0.15 0.20 0.20 

平野川 城見橋 1 以下 0.57 0.80 0.55 0.40 0.47 

大阪 

市内 

河川 

大川 桜宮橋 1 以下 0.21 0.23 0.26 0.49 0.46 

堂島川 天神橋(右) 1 以下 0.64 0.56 0.78 0.61 0.82 

土佐堀川 天神橋(左) 1 以下 0.60 0.62 0.64 0.63 0.40 

東横堀川 本町橋 1 以下 0.51 0.80 0.88 0.52 0.61 

 

常時監視調査以外 単位：pg-TEQ/L 

水域 河川名 調査地点名 環境基準値 平成25年度 平成24年度 平成23年度 平成22年度 平成21年度 

寝屋川 

寝屋川 南水苑橋 1 以下 0.61 0.051 0.026 0.028 0.035 

寝屋川 河北大橋 1 以下 ― ― 0.79 ― ― 

寝屋川 五軒堀新橋 1 以下 ― 0.45 ― ― ― 

寝屋川 鍋田川･側道橋 1 以下 0.56 ― ― ― ― 

鍋田川 谷川橋 1 以下 ― ― ― 0.13 ― 

古川 三ツ島大橋 1 以下 0.94 0.89 1.3 0.98 1.6 

下八箇荘水路 
野口～千石西

町 
1 以下 0.40 ― ― ― ― 

下八箇荘水路 三ツ島 1 以下 ― 0.53 0.30 0.45 0.51 

門真第十水路 島頭 1 以下 0.33 0.17 0.60 0.23 ― 

注1）表中の測定結果は年間平均値を示し、年間平均値を環境基準値と比較します。 

注2）   ：環境基準を未達成、－：未測定 

注3）河北大橋、五軒堀新橋、鍋田川・側道橋は追跡調査結果 

出典：大阪府環境白書 平成22～26年版（平成22～26年12月、大阪府） 
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表 4-1-10(2) 地下水水質測定結果（ダイオキシン類） 

単位：pg-TEQ/L 

調査主体 所在地 環境基準値 測定値 調査年度 

大阪市 大阪市中央区法円坂 1 以下 0.090 H25 

大阪市 大阪市福島区福島 1 以下 0.055 H24 

東大阪市 東大阪市古箕輪 1 以下 0.053 H23 

大阪府 門真市桑才 1 以下 0.059 
H22 

大阪市 大阪市東淀川区大桐 1 以下 0.067 

大阪市 
大阪市旭区生江 1 以下 0.12 

H21 
大阪市鶴見区浜 1 以下 0.088 

注）表中の測定結果は年間平均値を示し、年間平均値を環境基準値と比較します。 

出典：大阪府環境白書 平成22～26年版（平成22～26年12月、大阪府） 
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3） 水底の底質の状況 

調査区域における水底の底質の水質測定は、平成 25 年度調査では 4 地点で実施されており、

位置は前掲の図 4-1-6 に、測定結果は表 4-1-11 に示すとおりです。 

測定結果は、底質の暫定除去基準(昭和 50 年、環水管第 119 号)を上回る水銀、PCB は検出さ

れていません。 

 

表 4-1-11 水底の底質測定結果（平成 25 年度） 

項目 
暫定除去 

基準値 

① ② ⑤ ⑧ 

淀川 神崎川 寝屋川 恩智川 

西日本旅客鉄道

(株)赤川鉄橋 
新三国橋 住道大橋 住道新橋 

含水率 ％ － 16.1 57.2 23.0 38.3 

総水銀 mg/kg 25 以上 0.10 ○ 0.99 ○ 0.39 ○ 0.30 ○ 

PCB mg/kg 10 以上 <0.01 ○ 2.5 ○ 0.45 ○ 0.12 ○ 

注）○：暫定除去基準を達成 ×：暫定除去基準を未達成 

出典：大阪府環境白書 平成26年版（平成26年12月、大阪府） 
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平成 21～25 年度のダイオキシン類に係る測定は、25 地点で実施されており、測定結果は表

4-1-12 に示すとおりです。測定結果は、平成 22 年度に中茶屋橋（古川）で、平成 25 年度に三

ツ島大橋（古川）で環境基準を超過しています。 

 

表 4-1-12 水底の底質測定結果（ダイオキシン類） 

常時監視調査 単位：pg-TEQ/g 

水域 河川名 調査地点名 環境基準値 平成25年度 平成24年度 平成23年度 平成22年度 平成21年度 

淀川 
淀川 柴島 150 以下 － 0.29 0.26 1.1 14 

淀川 淀川大堰 150 以下 － － 0.76 － － 

神崎川 神崎川 新三国橋 150 以下 60 44 66 85 120 

寝屋川 

寝屋川 萱島橋 150 以下 1.6 0.72 0.61 0.75 0.75 

寝屋川 住道大橋 150 以下 4.6 2.1 9.9 4.9 3.7 

寝屋川 今津橋 150 以下 9.6 16 9.1 10 9.3 

寝屋川 寝屋川橋 150 以下 1.2 0.67 0.94 1.0 1.1 

恩智川 住道新橋 150 以下 88 55 19 52 42 

古川 中茶屋橋 150 以下 140 84 82 180 27 

第二寝屋川 新金吾郎橋 150 以下 1.7 1.8 2.8 1.1 2.5 

第二寝屋川 下城見橋 150 以下 12 7.9 15 44 12 

平野川分水路 左専道大橋 150 以下 － 38 29 20 41 

平野川 城見橋 150 以下 61 62 82 91 66 

大阪市

内河川 

大川 桜宮橋 150 以下 15 28 50 28 16 

堂島川 天神橋(右) 150 以下 4.6 4.6 4.7 1.8 2.3 

土佐堀川 天神橋(左) 150 以下 2.0 3 1.5 3.8 8.8 

東横堀川 本町橋 150 以下 7.4 5.6 3.9 6.1 5.7 

 

常時監視調査以外 単位：pg-TEQ/g 

調査主体 河川名 調査地点名 環境基準値 平成25年度 平成24年度 平成23年度 平成22年度 平成21年度 

寝屋川市 寝屋川 南水苑橋 150 以下 0.36 0.66 0.86 1.0 3.3 

大東市 鍋田川 谷川橋 150 以下 － － － 2.8 － 

門真市 

古川 三ツ島大橋 150 以下 240 64 140 93 － 

下八箇荘水路 三ツ島 150 以下 － 35 19 9.0 31 

下八箇荘水路 
野口～ 

千石西町 
150 以下 20 － － － － 

門真第十水路 島頭 150 以下 54 10 15 96 - 

門真第十水路 横地 150 以下 － － － － 22 

注1）表中の測定結果は年間平均値を示し、年間平均値を環境基準値と比較します。 

注2）   ：環境基準を未達成、－：未測定 

注3）平成22年度の大川:桜宮橋は源八橋で採取しています。 

出典：大阪府環境白書 平成22～26年版（平成22～26年12月、大阪府） 
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1.3  土壌及び地盤の状況 

1） 土壌の状況 

調査区域の土壌の状況は、図 4-1-7 に示すとおりです。 

調査区域は、市街化が進み、淀川河川敷に砂州未熟土壌が分布しており、調査区域東側の一

部に細粒グライ土壌と灰色低地土壌が分布しています。このうち対象道路事業実施区域には、

東端に細粒グライ土壌と灰色低地土壌の地域が存在しています。 

土壌に係る環境調査として、調査区域では一般環境土壌中のダイオキシン類について、38 地

点で調査が実施されています。平成 21～25 年度の調査結果は表 4-1-13 に示すとおり、すべて

の地点で環境基準(lOOOpg-TEQ/g 以下）及び調査指標値(250pg-TEQ/g)を下回っています。 
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表 4-1-13 ダイオキシン類調査結果 

常時監視調査 単位：pg-TEQ/g 

番号 調査年度 調査主体 所在地 地点名 測定値 環境基準値 

A1 

H25 

大阪府 守口市梅園町 土居公園 5.0 

1000 以下 

A2 大阪市 大阪市旭区大宮 大阪市立今市中学校 0.81 

A3 東大阪市 東大阪市森河内東 布施公園 0.53 

A4 

H24 

大阪市 
大阪市城東区東中浜 天王田公園 7.9 

A5 大阪市福島区鷺洲 鷺洲中公園 6.6 

A6 東大阪市 東大阪市吉原 吉原公園 1.3 

A7 豊中市 豊中市庄内西町 庄内西町公園 0.016 

A8 

H23 

大阪府 門真市大橋町 門真市立大橋町公園 3.5 

A9 大阪市 大阪市東淀川区西淡路 日之出公園 0.040 

A10 東大阪市 東大阪市本庄中 本庄南公園 28 

A11 

H22 
大阪市 

大阪市都島区毛馬町 大阪市立淀川小学校 0.43 

A12 大阪市淀川区野中北 大阪市立野中小学校 0.23 

A13 東大阪市 東大阪市新庄南 東大阪市立盾津中学校 0.0064 

A14 
H21 大阪市 

大阪市北区西天満 大阪市立西天満小学校 0.65 

A15 大阪市鶴見区中茶屋 中徳公園 0.41 

 

常時監視調査以外 単位：pg-TEQ/g 

番号 調査年度 調査主体 所在地 地点名 測定値 環境基準値 

a1 

H25 

大東市 大東市太子田 大東市立南郷小学校 0.40 

1000 以下 

a2 

門真市 

門真市柳町 柳町公園 11 

a3 門真市岸和田 弁天池公園 7.0 

a4 門真市三ツ島 下三ツ島公園 7.7 

a5 

H24 

大東市 大東市末広町 大東市立住道南小学校 2.5 

a6 守口市 守口市菊水通 菊水公園 13 

a7 

門真市 

門真市速見町 速見町公園 2.2 

a8 門真市打越町 東打越公園 7.2 

a9 門真市三ツ島 三ツ島公園緑地 3.6 

a10 

H23 

大東市 大東市大東町 大東市立氷野小学校 0.46 

a11 

門真市 

門真市月出町 月出町中央公園 0.31 

a12 門真市四宮 四宮 1号公園 0.014 

a13 門真市舟田町 舟田町公園 5.2 

a14 

H22 

大東市 大東市浜町 大東市立住道北小学校 1.7 

a15 守口市 守口市大宮通 大宮中央公園 2.8 

a16 

門真市 

門真市月出町 門真市立月出町公園 9.3 

a17 門真市三ツ島 門真市立門真南公園 0.85 

a18 門真市東江端町 門真市立門真東 2号公園 2.1 

a19 

H21 

寝屋川市 寝屋川市讃良東町 南寝屋川公園 14 

a20 大東市 大東市三箇 三箇小学校 3.1 

a21 

門真市 

門真市一番町 
市立一番柳田町北 1 号緑

地 
0.095 

a22 門真市一番町 
市立一番柳田町北 1 号公

園 
0.22 

a23 門真市岸和田 市立門真東１号公園 0.011 

出典：大阪府環境白書 平成22～26年版（平成22～26年12月、大阪府） 
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2） 地盤の状況 

調査区域における地盤沈下量の観測地点を前掲の図 4-1-7 に、観測結果を表 4-1-14 に示しま

す。 

大阪市観測及び大阪府観測の過去 10 年間の地盤沈下量については、大きな隆起や沈降が見ら

れず、概ね安定した状態にあります。 

 

表 4-1-14 地盤沈下量の経年変化 

大阪市観測 単位：mm 

番号 所在地 
平成 

15 年 

平成 

17 年 

平成 

19 年 

平成 

21 年 

平成 

24 年 

1 大阪市北区中之島 1-1 （中之島公園観測所脇） -1.5 -12.9 -5.5 -1.7 -1.7 

2 大阪市北区長柄西 2-7 （長柄公園北東隅） +0.5 -12.3 +2.8 -2.8 0.0 

3 大阪市都島区東野田町 4-15-14 （東高等学校内） -1.3 -8.7 +0.8 -2.3 -0.2 

4 大阪市都島区都島本通 3-10-3 （都島小学校内） -2.0 -5.3 +1.5 -1.5 -0.7 

5 大阪市福島区大開 2-17-62 （西野田工業高等学校内） -1.0 -9.5 +1.7 -1.5 +1.2 

6 大阪市福島区海老江 8-1-10 （海老江西小学校内） -2.5 -9.0 +0.5 -1.9 -1.3 

7 大阪市中央区大阪城 3 （水道局大手前配水ポンプ場脇） +2.2 -0.1 -1.0 +2.6 -2.2 

8 大阪市中央区大手前 4-1 （大阪管区気象台敷地内） +0.1 -0.5 +1.6 -2.1 -0.5 

9 大阪市西区江戸堀 1-21-28 （西船場小学校内） -0.9 -9.0 -1.6 -1.9 +2.4 

10 大阪市淀川区十八条 2-4-3 （円宗寺内） -0.1 -4.5 +2.7 -2.2 +3.5 

11 大阪市淀川区三津屋中 1-4-14 （三津屋小学校内） +1.2 -5.9 -1.1 -0.8 +2.0 

12 大阪市東淀川区西淡路 3-14-11 （西淡路小学校内） -3.5 -4.5 +2.0 -4.0 -0.8 

13 大阪市旭区清水 5-1-12 （清水小学校内） -0.8 -5.1 +7.6 +0.5 +2.3 

14 大阪市旭区新森 6-3-13 （新森小路小学校内） +0.9 -3.6 +7.7 +0.5 +3.5 

15 大阪市城東区永田 4-4 （蓮乗寺内） +1.4 -3.6 +8.0 +3.2 +4.5 

16 大阪市城東区中央 3-8 （蒲生公園内蒲生観測所脇） +6.3 +5.1 +12.0 +8.8 +24.4 

17 大阪市鶴見区鶴見 3-11-30 （願正寺内） +0.5 -5.8 +8.2 -0.4 +3.0 

18 大阪市鶴見区横堤 5-13-61 （茨田西小学校内） -4.6 -5.1 +9.4 -1.4 +0.8 

注1）観測時期は平成15～19年は10月～翌3月、平成21年は11月～翌年3月、平成24年は翌年1月～3月。 

注2）観測原点は基21号（国土地理院基準水準点）大阪府茨木市、標高は TP＋64.1235（昭和28年成果の平均計算

値）です。 

注3）数値は各水準点の前年の基21号に対する高さからの沈下を「－」で表し、隆起を「＋」で表しています。 

出典：大阪市統計書 地盤沈下量（平成26年5月、大阪市ホームページ） 

 

大阪府観測 単位：mm 

番号 観測所名 
平成 
16 年 

平成 
17 年 

平成 
18 年 

平成 
19 年 

平成 
20 年 

平成 
21 年 

平成 
22 年 

平成 
23 年 

平成 
24 年 

平成 
25 年 

19 豊中 (+0.37) -1.05 -0.30 +0.15 -0.19 +0.26 +0.10 -0.16 +0.08 -0.06 

20 南郷 -1.66 (-2.10) -1.83 -1.56 -1.05 -0.99 -1.06 -1.61 -0.15 -1.21 

注1）数値は各水準点の前年の基21号に対する高さからの沈下を「－」で表し、隆起を「＋」で表しています。 

注2）（）内の数値は欠測を含むデータを示します。 

出典：平成25年地盤沈下地下水位観測年報（大阪府環境農林水産部環境管理室環境保全課） 
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3） その他の状況（地下水の状況） 

調査区域における地下水位の測定地点は図 4-1-8 に、水位の状況は表 4-1-15 に示すとおりで

す。 

 

表 4-1-15 井戸の水位状況 

大阪市観測 単位：m 

観測井 
平成

15 年 

平成

16 年 

平成

17 年 

平成

18 年 

平成

19 年 

平成

20 年 

平成

21 年 

平成

22 年 

平成

23 年 

平成

24 年 

1 十三 5.38 5.6 6.01 6.27 6.43 6.19 5.95 5.67 5.47 5.47 

2 
中之島Ａ 4.86 5.22 5.77 6.01 6.08 5.79 5.44 5.11 4.96 4.99 

中之島Ｂ 6.03 6.23 6.53 7.11 7.39 7.08 6.73 6.55 6.26 6.09 

3 蒲生 7.75 7.73 7.72 7.74 7.61 7.55 7.19 6.84 6.39 6.22 

4 柴島 6.89 6.84 6.88 7.03 7.11 7.12 6.98 6.62 6.42 6.31 

5 馬場町(Ⅱ) 31.37 31.07 30.93 31.13 31.39 31.42 31.14 30.84 30.41 30.17 

注）地下水位（年平均値）は、観測井戸の管頭から地下水面までの距離で、観測する帯水層の水圧変動を水位変動

として間接的に観測しています。 

出典：地下水位観測井の概要及び地下水位観測結果（平成15年～平成24年）（大阪市ホームページ） 

 

大阪府観測 単位：m 

観測井 
平成

16 年 

平成

17 年 

平成

18 年 

平成

19 年 

平成

20 年 

平成

21 年 

平成

22 年 

平成

23 年 

平成

24 年 

平成

25 年 

6 豊中 5.05 5.5  5.68 5.70 5.46 5.16 4.82 4.64 4.61 4.52 

7 

庭窪 1-1 9.50 9.1  8.82 8.57 8.33 7.97 7.63 7.32 7.06 6.94 

庭窪 1-2 9.86 9.47 9.14 8.82 8.55 8.15 7.78 7.46 7.23 7.11 

庭窪 1-3 11.74 11.68 11.82 11.58 11.20 10.82 10.51 9.94 9.61 9.38 

8 南郷 10.88 10.66 10.27 9.98 9.52 8.64 8.39 8.22 8.02 8.07 

9 
鴻池 1 12.65 12.57 12.36 12.08 11.85 11.8  10.88 10.69 10.69 10.79 

鴻池 2 9.11 8.76 8.49 8.22 7.98 7.59 7.16 6.85 6.68 6.55 

注）地下水位（年平均値）は、観測井戸の管頭から地下水面までの距離で、観測する帯水層の水圧変動を水位変動

として間接的に観測しています。 

出典：平成25年 地盤沈下地下水位 観測年報（大阪府環境農林水産部環境管理室環境保全課） 
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記 号 番 号 名　　称

1～9 地下水水位観測地点

図4-1-8 地下水水位観測地点位置図
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1.4  地形及び地質の状況 

1） 地形の区分及び分布状況 

調査区域の地形の概況は、表 4-1-16 及び図 4-1-9 に示すとおりです。 

調査区域の大部分は、淀川水系により形成された三角州であり、大阪城の周辺に分布する丘

陵地と砂礫台地からなる上町台地により、西大阪平野と東大阪平野に分けられます。 

大阪市東部を南北に走る上町台地は、標高 10～20ｍ、幅 1～2㎞、長さ約 11 ㎞で、大和川を

越えて信太山台地に続き、大阪城はその北端にあたります。大阪湾に面した西大阪平野は、淀

川三角州からなり、その上に江戸時代中期からの新田開発や埋立による市街地造成が行われて

きました。都島区毛馬から下流の淀川は明治時代末に開削されたもので、大阪市の中心部を流

れる大川、土佐堀川、堂島川などはその旧流路で、河口近くで、安治川、木津川などが分流し

ています。上町台地と生駒山地に挟まれた東西 10 ㎞、南北 20 ㎞の東大阪平野は、淀川の後背

湿地で、南から旧大和川扇状地や三角州の進出により埋め立てられたものです。 

 

表 4-1-16 地形及び地域区分一覧表 

地形の区分 主な地域区分 

台 地 上町台地 

低 地 
西大阪平野 

東大阪平野 

出典：土地分類基本調査 大阪西北部、大阪東北部（昭和53年3月、大阪府） 
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出典：土地分類基本調査　大阪西北部、大阪東北部（昭和53年3月、大阪府）

名　　称記 号

凡　　　　　例

砂礫台地

三角州

丘陵地Ⅱ

河川等

図4-1-9　地形の状況図(地形分類図)
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2） 地質の区分及び分布状況 

調査区域の表層地質の概況は、表 4-1-17、図 4-1-10 及び図 4-1-11 に示すとおりです。 

調査区域の大部分は沖積層の砂と泥（未固結堆積物）からなります。沖積層は、縄文海進で

堆積したもので、東大阪平野や淀川低地北部にまで達しています。 

大阪城の周辺には、段丘層に相当する礫が分布しています。段丘層は高度により低・中・高

に区分されていますが、大阪城の周辺には、低位段丘と中位段丘が分布しています。低位段丘

に相当する礫層は、天満層と呼ばれ、厚さは 15～20ｍで上部は砂礫で下部は海成粘土です。こ

の砂礫層は、Ｎ値が 50 を超え、大阪における構造物の基礎地盤として重要です。中位段丘に相

当する礫層の岩相は低位のものと類似しますが、やや、粒径が小さくなっています。 

調査区域の地下には、大阪層群と呼ばれる、鮮新・更新統の礫・砂・粘土層からなる未固結

堆積物が分布しています。 

また、調査区域には、図 4-1-10 に示すとおり活断層として上町断層帯が分布しています。 

 

表 4-1-17 地質系統 

地質年代 主な地層名 主な岩質 厚層 

新生代 

第四紀 

完新世 沖積層 砂と泥 20m 以上 

更新世 

(最新世) 

低位段丘 
礫 5m 内外 

中位段丘 

大阪層群 
泥及び砂 

200～300m 
砂礫及び泥 

出典：土地分類基本調査 大阪西北部、大阪東北部（昭和53年3月、大阪府） 

 

3） 学術上又は希少性の観点から重要な地形及び地質の分布及び概況 

調査区域には、学術上又は希少性の観点から重要な地形及び地質は分布していません。 

なお、「淀川のわんど」については、「日本の地形レッドデータブック第 1 集 新装版 －危

機にある地形－」（平成 12 年 12 月、小泉武栄・青木賢人編）においてランク Cに指定されてい

ますが、調査区域にその分布域はありません。 
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　　　上町断層帯の長期評価について（平成16年3月、地震調査研究推進本部 地震調査委員会）
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名　　 称記　号
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水面 その他
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断面線 　

　

① ②

注）断面線は図4-1-11に対応しています。
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注）本図は図4-1-10に示した 　        の断面を示したものです。①　　　②
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図4-1-11 地質の状況図(地質断面図)
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1.5  動植物の生息又は生育、植生及び生態系の状況 

1） 収集文献資料 

調査区域における動植物の生息・生育状況と植生及び生態系の状況については、表 4-1-18(1)

～(2)に示す文献資料を基に整理しました。 

 

表 4-1-18(1) 文献資料一覧 

番号 文献資料名 

1 第 1 回自然環境保全調査 1/20 万すぐれた自然図（昭和 51 年、環境庁） 

2 第 2 回自然環境保全基礎調査 動植物分布図 大阪府（昭和 56 年、環境庁） 

3 第 3 回自然環境保全基礎調査 自然環境情報図 大阪府（平成元年、環境庁） 

4 
第 4 回自然環境保全基礎調査 動植物分布調査 哺乳類・両生類・爬虫類・淡水魚類・昆虫

類・陸産及び淡水産貝類（平成 5年）（環境省生物多様性センターホームページ） 

5 第 4 回自然環境保全基礎調査 自然環境情報図 大阪府」（平成 7年、環境庁） 

6 
第 5 回自然環境保全基礎調査 動植物分布調査 哺乳類・両生類・爬虫類・淡水魚類・昆虫

類・陸産及び淡水産貝類（平成 13～14 年）(環境省生物多様性センターホームページ） 

7 
第 6 回自然環境保全基礎調査 動植物分布調査 哺乳類（平成 16 年）（環境省生物多様性セ

ンターホームページ） 

8 
第 6 回自然環境保全基礎調査 鳥類繁殖分布調査（平成 16 年）（環境省生物多様性センター

ホームページ） 

9 
第 6 回第 7 回自然環境保全基礎調査 植生調査（平成 11 年以降）（環境省生物多様性センタ

ーホームページ） 

10 
第 7 回自然環境保全基礎調査 種の多様性調査(アライグマ生息情報収集)（平成 18 年）（環

境省生物多様性センターホームページ） 

11 
ガンカモ科鳥類の生息調査 大阪府 2000～2013 年度調査結果（環境省生物多様性センター

ホームページ） 

12 日本の重要な両生類・爬虫類（近畿版）（昭和 57 年、環境庁） 

13 日本の重要な淡水魚類（近畿版）（昭和 57 年、環境庁） 

14 日本の重要な昆虫類（近畿版）（昭和 55、環境庁） 

15 
改訂・近畿地方の保護上重要な植物－レッドデータブック近畿 2001－（平成 13 年、レッドデ

ータブック近畿研究会） 

16 
大阪市立自然史博物館 第 18 回特別展 1991 淀川の自然（平成 3 年、大阪市立自然史博物

館） 

17 大阪けもの調査隊ほにゅ（平成 12 年以降）（大阪市立自然史博物館ホームページ） 

18 大阪府昆虫類等生息現況調査報告書（平成 5年、大阪府） 

19 大阪府の蝶（平成 17 年、大阪昆虫同好会） 

20 大阪府指定文化財一覧表（大阪府ホームページ） 

21 国指定文化財等データベース（文化庁ホームページ） 

22 東大阪市政だより（平成 21 年 12 月 1日）（東大阪市ホームページ） 

23 
昆虫類の多様性保護のための重要地域 第 3 集（平成 14 年 12 月、日本昆虫学会自然保護委

員会） 

24 大阪府レッドリスト 2014（平成 26 年 3 月、大阪府） 

25 植物群落レッドデータ・ブック（平成 8年、(財)日本自然保護協会） 
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表 4-1-18(2) 文献資料一覧 

番号 文献資料名 

26 
平成 5 年度 河川水辺の国勢調査 淀川水系 植物調査結果（河川環境データベース（河川

水辺の国勢調査）国土交通省ホームページ） 

27 
平成 6 年度 河川水辺の国勢調査 淀川水系 両生類・爬虫類・哺乳類調査結果（河川環境

データベース（河川水辺の国勢調査）国土交通省ホームページ） 

28 
平成 6 年度 河川水辺の国勢調査 淀川水系 魚介類調査結果（河川環境データベース（河

川水辺の国勢調査）国土交通省ホームページ） 

29 
平成 6 年度 河川水辺の国勢調査 淀川水系 底生動物調査結果（河川環境データベース（

河川水辺の国勢調査）国土交通省ホームページ） 

30 
平成 7 年度 河川水辺の国勢調査 淀川水系 昆虫類調査結果（河川環境データベース（河

川水辺の国勢調査）国土交通省ホームページ） 

31 
平成 8 年度 河川水辺の国勢調査 淀川水系 両生類・爬虫類・哺乳類調査結果（河川環境

データベース（河川水辺の国勢調査）国土交通省ホームページ） 

32 
平成 9 年度 河川水辺の国勢調査 淀川水系 鳥類調査結果（河川環境データベース（河川

水辺の国勢調査）国土交通省ホームページ） 

33 
平成 10 年度 河川水辺の国勢調査 淀川水系 植物調査結果（河川環境データベース（河川

水辺の国勢調査）国土交通省ホームページ） 

34 
平成 11 年度 河川水辺の国勢調査 淀川水系 魚介類調査結果（河川環境データベース（河

川水辺の国勢調査）国土交通省ホームページ） 

35 
平成 11 年度 河川水辺の国勢調査 淀川水系 底生動物調査結果（河川環境データベース（

河川水辺の国勢調査）国土交通省ホームページ） 

36 
平成 12 年度 河川水辺の国勢調査 淀川水系 昆虫類調査結果（河川環境データベース（河

川水辺の国勢調査）国土交通省ホームページ） 

37 
平成 13 年度 河川水辺の国勢調査 淀川水系 両生類・爬虫類・哺乳類調査結果（河川環境

データベース（河川水辺の国勢調査）国土交通省ホームページ） 

38 
平成 14 年度 河川水辺の国勢調査 淀川水系 植物調査結果（河川環境データベース（河川

水辺の国勢調査）国土交通省ホームページ） 

39 
平成 15 年度 河川水辺の国勢調査 淀川水系 鳥類調査結果（河川環境データベース（河川

水辺の国勢調査）国土交通省ホームページ） 

40 
平成 16 年度 河川水辺の国勢調査 淀川水系 魚介類調査結果（河川環境データベース（河

川水辺の国勢調査）国土交通省ホームページ） 

41 
平成 16 年度 河川水辺の国勢調査 淀川水系 底生動物調査結果（河川環境データベース（

河川水辺の国勢調査）国土交通省ホームページ） 

42 
平成 17 年度 河川水辺の国勢調査 淀川水系 昆虫類調査結果（河川環境データベース（河

川水辺の国勢調査）国土交通省ホームページ） 

43 
平成 18 年度 河川水辺の国勢調査 淀川水系 鳥類調査結果（河川環境データベース（河川

水辺の国勢調査）国土交通省ホームページ） 

44 
平成 19 年度 河川水辺の国勢調査 淀川水系 魚介類調査結果（河川環境データベース（河

川水辺の国勢調査）国土交通省ホームページ） 

45 
平成 20 年度 河川水辺の国勢調査 淀川水系 底生動物調査結果（河川環境データベース（

河川水辺の国勢調査）国土交通省ホームページ） 

46 
平成 21 年度 河川水辺の国勢調査 淀川水系 植物調査結果（河川環境データベース（河川

水辺の国勢調査）国土交通省ホームページ） 

47 
平成 22 年度 河川水辺の国勢調査 淀川水系 基盤図調査結果（河川環境データベース（河

川水辺の国勢調査）国土交通省ホームページ） 

48 平成 13～21 年度 河川水辺の国勢調査報告書（国土交通省） 
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2） 動植物の生息又は生育の状況 

文献その他資料により把握された調査区域における動植物相の状況は、表 4-1-19(1)～(2)に

示すとおりです。 

調査区域は市街化の進んだ地域であり、市街地や工場地帯、道路等の人工的な環境が大部分

を占めます。一方で、淀川の城北ワンドに代表される動植物の良好な生息場所が存在するほか、

大阪城公園や鶴見緑地といった比較的まとまりのある緑地も存在します。 

動植物相は全体的に市街地のような人工的な環境が大部分を占めることを反映し、動物では

スズメ、ヒヨドリ、ハシブトガラスなどが生息し、植物ではクスノキ、ナンキンハゼなどの植栽

樹や、アメリカセンダングサ、セイヨウタンポポなどの外来植物が生育しています。一方、淀川

では、ヨシ、セイタカヨシ、オギなどの河川に特徴的な種が生育しており、鳥類のカルガモやバ

ン、昆虫類のクロイトトンボ、ヒヌマイトトンボ、クビキリギス、エサキアメンボ等の生息場所

になっているほか、ワンドはギンブナ、モツゴ、スジエビ、ミナミヌマエビ等の魚介類の生息場

所になっています。 
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表 4-1-19(1) 文献その他の資料により把握された動植物相の状況（動物相） 

調査項目 確認種数 主な確認種 

哺乳類 4 目 7 科 10 種 
コウベモグラ、アブラコウモリ、タイワンリス、ハタネズミ、アカネズミ、

カヤネズミ、ハツカネズミ、ヌートリア、アライグマ、タヌキ 

鳥類 
15 目 36 科 

114 種 

ダイサギ、コサギ、アオサギ、カルガモ、ヒドリガモ、オナガガモ、ホシハ

ジロ、キンクロハジロ、ハヤブサ、チョウゲンボウ、バン、ユリカモメ、コ
アジサシ、キジバト、ヒバリ、ツバメ、セグロセキレイ、ヒヨドリ、ツグミ、
ウグイス、オオヨシキリ、セッカ、メジロ、ホオジロ、カワラヒワ、スズメ、

ムクドリ、ハシブトガラス等 

爬虫類 2 目 5 科 5種 
クサガメ、ミシシッピアカミミガメ、ニホンヤモリ、ニホンカナヘビ、シマ

ヘビ 

両生類 1 目 2 科 3種 ニホンアマガエル、ナゴヤダルマガエル、ウシガエル 

魚類 
7 目 16 科 

47 種 
コイ、ギンブナ、タイリクバラタナゴ、オイカワ、モツゴ、カダヤシ、ブル
ーギル、オオクチバス（ブラックバス）等 

昆虫類 
13 目 146 科 

593 種 

アオモンイトトンボ、ヒヌマイトトンボ、クロイトトンボ、ギンヤンマ、シ
ョウジョウトンボ、シオカラトンボ、オオカマキリ、ウスイロササキリ、ホ

シササキリ、クビキリギス、ニシキリギリス、エンマコオロギ、マダラスズ、
シバスズ、トノサマバッタ、コバネイナゴ、クマゼミ、アブラゼミ、ウズラ
カメムシ、イチモンジカメムシ、アメンボ、エサキアメンボ、チャバネセセ

リ、ベニシジミ、ヤマトシジミ本土亜種、コムラサキ、ツマグロヒョウモン、
ゴマダラチョウ、アオスジアゲハ、ナミアゲハ、モンキチョウ、モンシロチ
ョウ、キアシヌレチゴミムシ、ナナホシテントウ、マクガタテントウ、ナミ

テントウ、コスナゴミムシダマシ、ヤナギルリハムシ、ハスジカツオゾウム
シ、クロヤマアリ、セグロアシナガバチ等 

クモ類 
1 目 19 科 

74 種 

ジグモ、キヨヒメグモ、ノコギリヒザグモ、ヒメアシナガグモ、ヨツボシシ
ョウジョウグモ、ハラクロコモリグモ、シボグモ、コフクログモ、ハナグモ
等 

陸産貝類 1 目 3 科 6種 
マルオカチョウジガイ、オカチョウジガイ、トクサカチョウジガイ、ホソオ
カチョウジガイ、コハクガイ、ナメクジ 

底
生
動
物 

渦虫綱 1目 1科 2種 ナミウズムシ、アメリカナミウズムシ 

腹足綱 
4 目 10 科 

21 種 
スクミリンゴガイ、オオタニシ、ヒメタニシ、クロダカワニナ、チリメンカ
ワニナ、カワザンショウガイ、サカマキガイ等 

二枚貝綱 4 目 4 科 13 種 
マルドブガイ、トンガリササノハガイ、オグラヌマガイ、マツカサガイ、ヤ
マトシジミ、マシジミ等 

ゴカイ綱 2 目 2 科 2種 アシナガゴカイ、カニヤドリカンザシゴカイ 

ミミズ綱 1 目 1 科 5種 
エラオイミズミミズ、エラミミズ、ビワヨゴレイトミミズ、フトゲユリミミ

ズ、ユリミミズ 

ヒル綱 2 目 2 科 5種 ハバヒロビル、ヒラタビル、ミドリビル、アタマビル、ナミイシビル 

顎脚綱 1 目 1 科 4種 タテジマフジツボ、アメリカフジツボ、ヨーロッパフジツボ、ドロフジツボ 

軟甲綱 
4 目 17 科 

22 種 

キスイタナイス、フロリダマミズヨコエビ、ニッポンヨコエビ、ヒゲツノメ
リタヨコエビ、フサゲモクズ、ヒメハマトビムシ、ミズムシ、エビノコバン、

イソコツブムシ、ヨツバコツブムシ、フナムシ、ミナミヌマエビ、ヌマエビ、
テナガエビ、スジエビ、アメリカザリガニ、ユビナガホンヤドカリ、ヤマト
オサガニ、クロベンケイガニ、アシハラガニ、モクズガニ、ケフサイソガニ 

昆虫綱 
6 目 27 科 

58 種 
アオモンイトトンボ、ギンヤンマ、コオニヤンマ、マツモムシ、コガムシ等 

被喉綱 1 目 3 科 4種 
カンテンコケムシ、ヒメテンコケムシ、オオマリコケムシ、ヤハズハネコケ
ムシ 

注1）確認種数及び主な確認種は、調査区域における状況です。 

注2）文献その他の資料において正確な種名が特定できる記録のみ種数で計上しています。 
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表 4-1-19(2) 文献その他の資料により把握された動植物相の状況（植物相） 

調査項目 確認種数 主な確認種 

植
物
（
維
管
束
植
物
） 

シダ植物 9 科 17 種 
スギナ、イワヒメワラビ、ワラビ、ベニシダ、ミゾシダ、

ヒメシダ、ヒメワラビ、ミドリヒメワラビ、シケシダ等 

裸子植物 2 科 2 種 イチョウ、コノテガシワ 

被
子
植
物 

双子葉 

植物 

離弁 

花類 
45 科 195 種 

オニグルミ、アカメヤナギ、ジャヤナギ、コゴメヤナギ、

ムクノキ、エノキ、アキニレ、カナムグラ、ヤナギタデ、

ミゾソバ、スイバ、ギシギシ、オランダミミナグサ、ウ

シハコベ、クスノキ、マツモ、ノイバラ、メドハギ、カ

タバミ、ナンキンハゼ、アレチウリ、ヒシ、コマツヨイ

グサ等 

合弁 

花類 
19 科 117 種 

ヘクソカズラ、アメリカネナシカズラ、オオバコ、ヘラ

オオバコ、ブタクサ、アメリカセンダングサ、オオアレ

チノギク、ヒメムカシヨモギ、チチコグサ、アキノノゲ

シ、セイヨウタンポポ、オオオナモミ等 

単子葉植物 17 科 129 種 

オオカナダモ、エビモ、ホテイアオイ、ツユクサ、メリ

ケンカルカヤ、イヌムギ、ギョウギシバ、メヒシバ、ア

キメヒシバ、イヌビエ、チガヤ、オギ、ススキ、オオク

サキビ、シマスズメノヒエ、チカラシバ、ヨシ、セイタ

カヨシ、マダケ、エノコログサ、マコモ、ボタンウキク

サ、アオウキクサ、ウキクサ、ガマ、ミコシガヤ、カヤ

ツリグサ等 

藻
類 

紅藻綱 2 目 2科 2種 オバクサ、ホソアヤギヌ 

緑藻綱 2 目 3 科 5種 
ヒビミドロ、マキヒトエ、ヒラアオノリ、ウスバアオノ

リ、スジアオノリ 

注1）確認種数及び主な確認種は、調査区域における状況です。 

注2）文献その他の資料において正確な種名が特定できる記録のみ種数で計上しています。 

 

3） 動物の重要な種及び注目すべき生息地の状況 

重要な種及び注目すべき生息地の選定基準は、表 4-1-20(1)～(2)に示すとおりです。 

文献その他の資料調査により把握された調査区域に生息する動物の情報を踏まえ、調査区域

における動物の生息環境の保全を目的とした法令等に基づき抽出される学術上又は希少性の観

点から重要な種（以下、｢重要な種｣といいます。）、並びに学術上又は希少性の観点から重要で

ある生息地若しくは地域の象徴であること、その他の理由で注目すべき生息地（以下、｢注目す

べき生息地｣といいます。）の把握を行いました。 
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表 4-1-20(1) 重要な種の選定基準 

番

号 
文献及び法律名 選定基準となる区分 

① 

｢文化財保護法｣（昭和 25 年 5 月 30 日

法律第 214 号） 

｢大阪府文化財保護条例｣ (昭和 44 年 3

月 28 日大阪府条例第 5号) 

｢大阪市文化財保護条例｣ (平成 11 年 2

月 18 日大阪市条例第 5号) 

｢東大阪市文化財保護条例｣ (昭和47年

11 月 15 日東大阪市条例第 30 号) 

国特：国指定特別天然記念物 

国天：国指定天然記念物 

府天：府指定天然記念物 

市天：市指定天然記念物 

② 

｢絶滅のおそれのある野生動植物の種の

保存に関する法律｣（平成 4年 6月 5日

法律第 75 号） 

国際：国際希少野生動植物種 

国内：国内希少野生動植物種 

緊急：緊急指定種 

③ 

「レッドデータブック2014 1哺乳類」 

「レッドデータブック 2014 2 鳥類」 

「レッドデータブック2014 3爬虫類・

両生類」 

「レッドデータブック 2014 6 貝類」 

「レッドデータブック 2014 7 その他

無脊椎動物」 

（平成 26年 9 月、環境省） 

 

「レッドデータブック 2014 4 汽水・

淡水魚類」 

「レッドデータブック2014 5昆虫類」

（平成 27年 2 月、環境省） 

 

CR+EN：絶滅危惧Ⅰ類（絶滅の危機に瀕している種） 

CR：絶滅危惧ⅠA類（ごく近い将来における絶滅の危

険性が極めて高い種） 

EN：絶滅危惧ⅠB 類（ⅠA 類ほどではないが、近い将

来における絶滅の危険性が高い種） 

VU：絶滅危惧Ⅱ類（絶滅の危険が増大している種） 

NT：準絶滅危惧（現時点では絶滅危険度は小さいが、

生息条件の変化によっては「絶滅危惧」に移行する可

能性のある種） 

DD：情報不足（評価するだけの情報が不足している種） 

LP：絶滅のおそれのある地域個体群（地域的に孤立し

ている個体群で、絶滅のおそれが高いもの） 

④ 
｢大阪府レッドリスト 2014｣ 

（平成 26 年 3 月、大阪府） 

絶滅：絶滅（本府ではすでに絶滅したと考えられる種） 

Ⅰ類：絶滅危惧Ⅰ類（絶滅の危機に瀕している種） 

Ⅱ類：絶滅危惧Ⅱ類（絶滅の危険が増大している種） 

準絶：準絶滅危惧（存続基盤が脆弱な種） 

不足：情報不足（評価するだけの情報が不足している

種） 

⑤ 

｢近畿地区･鳥類レッドデータブック－

絶滅危惧種判定システムの開発｣ 

（平成 14 年、京都大学学術出版会） 

繁殖個体群、越冬個体群、通過個体群、夏季滞在個体

群 

ランク 1：危機的絶滅危惧種 

ランク 2：絶滅危惧種 

ランク 3：準絶滅危惧種 

ランク 4：要注目種（特に危険なしの種を除く） 
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表 4-1-20(2) 注目すべき生息地の選定基準 

番号 文献及び法律名 選定基準となる区分 

① 

｢文化財保護法｣（昭和 25年 5 月 30 日法律第

214 号） 

｢大阪府文化財保護条例｣ (昭和 44 年 3 月 28

日大阪府条例第 5号) 

｢大阪市文化財保護条例｣ (平成 11 年 2 月 18

日大阪市条例第 5号) 

｢東大阪市文化財保護条例｣ (昭和 47年 11月

15 日東大阪市条例第 30 号) 

国指定特別天然記念物 

国指定天然記念物 

府指定天然記念物 

市指定天然記念物 

② 

｢特に水鳥の生息地として国際的に重要な湿

地に関する条約｣（昭和 55 年 9 月 22 日条約

第 28 号） 

指定湿地 

③ 

｢絶滅のおそれのある野生動植物の種の保存

に関する法律｣（平成 4 年 6 月 5 日法律第 75

号） 

生息地等保護区（動物に係るもの） 

④ 
｢世界の文化遺産及び自然遺産の保護に関す

る条約｣（平成 4年 9月 28 日条約第 7号） 

自然遺産の登録基準に該当するもの 

⑤ 

｢第 4 回自然環境保全基礎調査 自然環境情

報図｣（平成 7年、環境庁）に示された鳥類の

集団繁殖地･集団ねぐら 

地域の象徴であること等の理由により注目

される生息地 

⑥ 

「昆虫類の多様性保護のための重要地域第 3

集」（平成 14 年 12 月、日本昆虫学会自然保

護委員会） 

昆虫類の生物多様性保護の観点から選定さ

れた重要地域 
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（1） 動物の重要な種の状況 

選定基準に基づいて抽出された動物の重要な種は、表 4-1-21～表 4-1-28に示すとおりです。 

文献その他の資料によると、哺乳類で 2 種、鳥類で 54 種、両生類で１種、魚類で 25 種、昆

虫類で 32 種、クモ類で 1種、底生動物で 46 種が抽出されました。 

抽出された重要な種のうち、確認位置がわかるものを図 4-1-12 に示しました。 

 

表 4-1-21 動物の重要な種の確認状況 

調査項目 確認状況 

哺乳類 1 目 1 科 2 種 

鳥類 11 目 22 科 54 種 

爬虫類 － － － 

両生類 1 目 1 科 1 種 

魚類 5 目 8 科 25 種 

昆虫類 6 目 15 科 32 種 

クモ類 1 目 1 科 1 種 

陸産貝類 － － － 

底生動物 11 目 23 科 46 種 

注）調査区域全域における確認状況です。 

 

表 4-1-22 重要な哺乳類の記録状況 

No. 目名 科名 種名 文献資料 
選定基準 

① ② ③ ④ 

1 ﾈｽﾞﾐ ﾈｽﾞﾐ ﾊﾀﾈｽﾞﾐ 27,31,37,48       Ⅰ類 

2   ｶﾔﾈｽﾞﾐ 17,37,48       準絶 

1 目 1 科 2種 0 0 0 2 

選定基準：選定基準（選定基準番号）及びランクは表4-1-20(1)に示します。 

出典：文献資料は表4-1-18の番号2,4,6,7,10,17,27,31,37,48を使用しました。 
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表 4-1-23(1) 重要な鳥類の記録状況 

No. 目名 科名 種名 文献資料 
選定基準 

① ② ③ ④ ⑤ 

1 ｶｲﾂﾌﾞﾘ ｶｲﾂﾌﾞﾘ ｶﾝﾑﾘｶｲﾂﾌﾞﾘ 43,48         繁殖:ﾗﾝｸ 3 

2 ｺｳﾉﾄﾘ ｻｷﾞ ｻｻｺﾞｲ 8,37,39,43,48         繁殖:ﾗﾝｸ 3 

3    ｱﾏｻｷﾞ 37,43       Ⅱ類   

4     ﾁｭｳｻｷﾞ 43     NT   繁殖:ﾗﾝｸ 3 

5 ｶﾓ ｶﾓ ｵｼﾄﾞﾘ 11,43     DD   繁殖:ﾗﾝｸ 3 

6     ﾏｶﾞﾓ 11,37,43,48         繁殖:ﾗﾝｸ 3 

7     ﾄﾓｴｶﾞﾓ 11,43     VU   越冬:ﾗﾝｸ 3 

8     ﾖｼｶﾞﾓ 11,43         越冬:ﾗﾝｸ 3 

9     ｱﾒﾘｶﾋﾄﾞﾘ 11,43         越冬:ﾗﾝｸ 3 

10     ｱｶﾊｼﾞﾛ 11,43     DD   越冬:ﾗﾝｸ 3 

11     ﾎｵｼﾞﾛｶﾞﾓ 11,43         越冬:ﾗﾝｸ 3 

12     ﾐｺｱｲｻ 11,43         越冬:ﾗﾝｸ 3 

13    ｶﾜｱｲｻ 43         越冬:ﾗﾝｸ 3 

14 ﾀｶ ﾀｶ ﾐｻｺﾞ 43     NT   繁殖:ﾗﾝｸ 2 

15     ｵｵﾀｶ 43   国内 NT 準絶 繁殖:ﾗﾝｸ 3 

16     ﾊｲﾀｶ 43     NT   繁殖:ﾗﾝｸ 4 

17     ﾉｽﾘ 39,43       準絶 越冬:ﾗﾝｸ 3 

18     ｻｼﾊﾞ 8,43     VU Ⅰ類 繁殖:ﾗﾝｸ 2 

19   ﾊﾔﾌﾞｻ ﾊﾔﾌﾞｻ 43   国内 VU   繁殖:ﾗﾝｸ 3 

20    ﾁｮｳｹﾞﾝﾎﾞｳ 43         越冬:ﾗﾝｸ 3 

21 ﾂﾙ ｸｲﾅ ﾋｸｲﾅ 43     NT Ⅱ類 繁殖:ﾗﾝｸ 2 

22     ｵｵﾊﾞﾝ 43,48         繁殖:ﾗﾝｸ 3 

23 ﾁﾄﾞﾘ ﾁﾄﾞﾘ ｺﾁﾄﾞﾘ 8,43,48       準絶 繁殖:ﾗﾝｸ 3 

24     ｲｶﾙﾁﾄﾞﾘ 39,43       Ⅱ類 繁殖:ﾗﾝｸ 3 

25     ｹﾘ 8,43,48     DD 準絶   

26   ｼｷﾞ ｸｻｼｷﾞ 43       準絶 越冬:ﾗﾝｸ 3 

27     ｷｱｼｼｷﾞ 43       準絶 通過:ﾗﾝｸ 3 

28   ｲｿｼｷﾞ 37,43       準絶 繁殖:ﾗﾝｸ 2 

29     ﾁｭｳｼｬｸｼｷﾞ 37    準絶 通過:ﾗﾝｸ 3 

30   ｶﾓﾒ ｳﾐﾈｺ 39     繁殖:ﾗﾝｸ 4 

31   ｺｱｼﾞｻｼ 5,43,48   国際 VU Ⅰ類 繁殖:ﾗﾝｸ 2 

32 ｶｯｺｳ ｶｯｺｳ ｶｯｺｳ 8,43         繁殖:ﾗﾝｸ 3 

33     ﾂﾂﾄﾞﾘ 43       準絶 繁殖:ﾗﾝｸ 3 

34     ﾎﾄﾄｷﾞｽ 8,43         繁殖:ﾗﾝｸ 3 

35 ﾌｸﾛｳ ﾌｸﾛｳ ｺﾐﾐｽﾞｸ 39       Ⅱ類 越冬:ﾗﾝｸ 2 

36   ﾌｸﾛｳ 8,43       準絶 繁殖:ﾗﾝｸ 3 

37 ﾌﾞｯﾎﾟｳｿｳ ｶﾜｾﾐ ﾔﾏｾﾐ 43       準絶 繁殖:ﾗﾝｸ 3 

38    ｶﾜｾﾐ 8,37,43,48         繁殖:ﾗﾝｸ 3 

39 ｷﾂﾂｷ ｷﾂﾂｷ ｱｵｹﾞﾗ 8,43         繁殖:ﾗﾝｸ 3 
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表 4-1-23(2) 重要な鳥類の記録状況 

No. 目名 科名 種名 文献資料 
選定基準 

① ② ③ ④ ⑤ 

40 ｽｽﾞﾒ ﾋﾊﾞﾘ ﾋﾊﾞﾘ 8,37,39,3,48       準絶   

41   ﾂﾊﾞﾒ ｺｼｱｶﾂﾊﾞﾒ 8,43       準絶   

42  ｾｷﾚｲ ﾋﾞﾝｽﾞｲ 43         繁殖:ﾗﾝｸ 4 

43  ﾚﾝｼﾞｬｸ ﾋﾚﾝｼﾞｬｸ 43         越冬:ﾗﾝｸ 4 

44  ﾂｸﾞﾐ ﾉﾋﾞﾀｷ 39     繁殖:ﾗﾝｸ 3 

45  ｳｸﾞｲｽ ｵｵﾖｼｷﾘ 8,37,39,43,48       準絶 繁殖:ﾗﾝｸ 3 

46   ｾﾝﾀﾞｲﾑｼｸｲ 8,43       準絶 繁殖:ﾗﾝｸ 3 

47     ｾｯｶ 8,37,39,43,48       準絶   

48   ﾋﾀｷ ｷﾋﾞﾀｷ 8,43         繁殖:ﾗﾝｸ 3 

49    ｵｵﾙﾘ 8,43         繁殖:ﾗﾝｸ 3 

50   ｶｻｻｷﾞﾋﾀｷ ｻﾝｺｳﾁｮｳ 8,43         繁殖:ﾗﾝｸ 3 

51   ﾎｵｼﾞﾛ ｶｼﾗﾀﾞｶ 37,43       準絶   

52   ﾐﾔﾏﾎｵｼﾞﾛ 43       準絶 越冬:ﾗﾝｸ 3 

53    ｱｵｼﾞ 37,39,43         繁殖:ﾗﾝｸ 3 

54    ｵｵｼﾞｭﾘﾝ 37,39,43,48       準絶   

合計 11 目 22 科 54 種 0 3 12 25 47 

選定基準：選定基準（選定基準番号）及びランクは表4-1-20(1)に示します。 

出典：文献資料は表4-1-18の番号5,8,11,32,37,39,43,48を使用しました。 

 

表 4-1-24 重要な両生類の記録状況 

No. 目名 科名 種名 文献資料 
選定基準 

① ② ③ ④ 

1 無尾 ｱｶｶﾞｴﾙ ﾅｺﾞﾔﾀﾞﾙﾏｶﾞｴﾙ 2,12     EN Ⅰ類 

1 目 1 科 1種 0 0 1 1 

選定基準：選定基準（選定基準番号）及びランクは表4-1-20(1)に示します。 

出典：文献資料は表4-1-18の番号2,4,6,12,27,31,37,48を使用しました。 
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表 4-1-25 重要な魚類の記録状況 

No. 目名 科名 種名 文献資料 
選定基準 

① ② ③ ④ 

1 ｺｲ ｺｲ ｹﾞﾝｺﾞﾛｳﾌﾞﾅ 4,6,16,44,48     EN   

2     ﾔﾘﾀﾅｺﾞ 2,4,6,13,16     NT Ⅰ類 

3     ｲﾁﾓﾝｼﾞﾀﾅｺﾞ 4,6,16     CR Ⅰ類 

4     ｲﾀｾﾝﾊﾟﾗ 2,13,16 天然 国内 CR Ⅰ類 

5     ｼﾛﾋﾚﾀﾋﾞﾗ 4,6,16,44,48     EN Ⅰ類 

6     ﾜﾀｶ 4,6,16,44,48     CR Ⅰ類 

7     ｶﾜﾊﾞﾀﾓﾛｺ 16     EN Ⅰ類 

8     ﾊｽ 4,6,16,44,48     VU 準絶 

9     ｶﾜﾋｶﾞｲ 4,6,16,44,48     NT Ⅰ類 

10     ﾑｷﾞﾂｸ 4,6       Ⅱ類 

11     ﾀﾓﾛｺ 4,6,16,28,44,48       準絶 

12     ﾎﾝﾓﾛｺ 4,6,16     CR   

13     ｾﾞｾﾞﾗ 4,6,16,28,34,44,48     VU Ⅱ類 

14     ﾂﾁﾌｷ 4,6,16     EN Ⅰ類 

15     ﾃﾞﾒﾓﾛｺ 16     VU 不足 

16     ｽｺﾞﾓﾛｺ 4,6,16     VU   

17   ﾄﾞｼﾞｮｳ ｱﾕﾓﾄﾞｷ 2,4,6,13 天然 国内 CR Ⅰ類 

18     ｼﾏﾄﾞｼﾞｮｳ 4,6,16       準絶 

19 ﾅﾏｽﾞ ｷﾞｷﾞ ｷﾞｷﾞ 4,6,16,28,34,44,48       準絶 

20   ﾅﾏｽﾞ ﾅﾏｽﾞ 6,44,48       準絶 

21 ｻｹ ｱﾕ ｱﾕ 4,6,16       準絶 

22   ｻｹ ｻﾂｷﾏｽ 4,6     NT 不足 

23 ﾀﾞﾂ ﾒﾀﾞｶ ﾐﾅﾐﾒﾀﾞｶ 4,6,16     VU Ⅱ類 

24 ｽｽﾞｷ ﾊｾﾞ ｳｷｺﾞﾘ 6,16       準絶 

25     旧ﾄｳﾖｼﾉﾎﾞﾘ 6,28,34,44,48       不足 

合計 5目 8科 25 種 2 2 17 22 

注）旧ﾄｳﾖｼﾉﾎﾞﾘのランクはﾄｳﾖｼﾉﾎﾞﾘのものを示します。 

選定基準：選定基準（選定基準番号）及びランクは表4-1-20(1)に示します。 

出典：文献資料は表4-1-18の番号2,4,6,13,16,28,34,40,44,48を使用しました。 
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表 4-1-26 重要な昆虫類の記録状況 

No. 目名 科名 種名 文献資料 
選定基準 

① ② ③ ④ 

1 ﾄﾝﾎﾞ ｲﾄﾄﾝﾎﾞ ｷｲﾄﾄﾝﾎﾞ 4,6,42,48       準絶 

2     ﾍﾞﾆｲﾄﾄﾝﾎﾞ 6,42,48     NT 準絶 

3     ﾋﾇﾏｲﾄﾄﾝﾎﾞ 1,18,23     EN Ⅰ類 

4     ｾｽｼﾞｲﾄﾄﾝﾎﾞ 6,36,42,48       準絶 

5   ﾔﾝﾏ ﾈｱｶﾖｼﾔﾝﾏ 6     NT Ⅱ類 

6    ｱｵﾔﾝﾏ 4,6     NT Ⅱ類 

7    ﾏﾙﾀﾝﾔﾝﾏ 4,6,42,48       準絶 

8   ｻﾅｴﾄﾝﾎﾞ ﾐﾔﾏｻﾅｴ 6       Ⅱ類 

9     ﾎﾝｻﾅｴ 23       Ⅱ類 

10     ｳﾁﾜﾔﾝﾏ 6       準絶 

11     ｵｵｻｶｻﾅｴ 6,23     VU Ⅱ類 

12     ﾒｶﾞﾈｻﾅｴ 6,23     VU Ⅱ類 

13   ﾄﾝﾎﾞ ｺﾌｷﾄﾝﾎﾞ 4,6,42,48       準絶 

14     ﾖﾂﾎﾞｼﾄﾝﾎﾞ 6       準絶 

15     ﾅﾂｱｶﾈ 6,42,48       準絶 

16     ｱｷｱｶﾈ 6,36       準絶 

17     ﾉｼﾒﾄﾝﾎﾞ 6,30,36,42,48       準絶 

18     ﾏｲｺｱｶﾈ 6,30,36       準絶 

19 ﾊｻﾐﾑｼ ﾏﾙﾑﾈﾊｻﾐﾑｼ ｺﾋｹﾞｼﾞﾛﾊｻﾐﾑｼ 42,48    Ⅰ類 

20 ｶﾒﾑｼ ｻｼｶﾞﾒ ｵｵｱｼﾅｶﾞｻｼｶﾞﾒ 36     NT   

21   ｱﾒﾝﾎﾞ ｴｻｷｱﾒﾝﾎﾞ 6,23,42,48     NT Ⅱ類 

22     ﾔｽﾏﾂｱﾒﾝﾎﾞ 6       準絶 

23 ﾁｮｳ ﾄﾞｸｶﾞ ｽｹﾞﾄﾞｸｶﾞ 42,48     NT 準絶 

24   ﾔｶﾞ ﾇﾏﾍﾞｳｽｷﾖﾄｳ 36     VU 準絶 

25 ｺｳﾁｭｳ ｵｻﾑｼ ﾊﾏﾍﾞﾐｽﾞｷﾞﾜｺﾞﾐﾑｼ 42,48       準絶 

26   ﾊﾝﾐｮｳ ﾖﾄﾞｼﾛﾍﾘﾊﾝﾐｮｳ 6     VU 絶滅 

27   ｺｶﾞﾈﾑｼ ﾋｹﾞｺｶﾞﾈ 23       Ⅱ類 

28   ﾃﾝﾄｳﾑｼ ｼﾞｭｳｸﾎｼﾃﾝﾄｳ 23,30,36       準絶 

29     ｼﾞｭｳｻﾝﾎｼﾃﾝﾄｳ 23,42,48       準絶 

30     ｸﾛｽｼﾞﾁｬｲﾛﾃﾝﾄｳ 23,36       準絶 

31   ﾂﾁﾊﾝﾐｮｳ ｷｭｳｼｭｳﾂﾁﾊﾝﾐｮｳ 23       準絶 

32 ﾊﾁ ｽｽﾞﾒﾊﾞﾁ ﾓﾝｽｽﾞﾒﾊﾞﾁ 36,42,48     DD   

合計 6目 15 科 32 種 0 0 12 30 

選定基準：選定基準（選定基準番号）及びランクは表4-1-20(1)に示します。 

出典：文献資料は表4-1-18の番号1,2,4,6,14,16,18,19,23,30,36,42,48を使用しました。 

 

表 4-1-27 重要なクモ類の記録状況 

No. 目名 科名 種名 文献資料 
選定基準 

① ② ③ ④ 

1 ｸﾓ ｼﾞｸﾞﾓ ﾜｽﾚﾅｸﾞﾓ 42,48     NT Ⅱ類 

1 目 1 科 1種 0 0 0 1 

選定基準：選定基準（選定基準番号）及びランクは表4-1-20(1)に示します。 

出典：文献資料は表4-1-18の番号30,36,42,48を使用しました。  
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表 4-1-28 重要な底生動物の記録状況 

No. 目名 科名 種名 文献資料 
選定基準 

① ② ③ ④ 

1 原始紐舌 ﾀﾆｼ ｵｵﾀﾆｼ 4,6,16     NT Ⅱ類 

2 盤足 ｶﾜﾆﾅ ﾊﾍﾞｶﾜﾆﾅ 28,45,48       準絶 

3     ｲﾎﾞｶﾜﾆﾅ 4,6,45,48     NT Ⅱ類 

4     ﾅｶｾｺｶﾜﾆﾅ 4,6     CR+EN 絶滅 

5     ﾔﾏﾄｶﾜﾆﾅ 4,6     NT Ⅰ類 

6     ｸﾛﾀﾞｶﾜﾆﾅ 4,6,16,45,48     NT Ⅱ類 

7   ｶﾜｻﾞﾝｼｮｳｶﾞｲ ｶﾜｻﾞﾝｼｮｳｶﾞｲ 4,6,16       準絶 

8   ｴｿﾞﾏﾒﾀﾆｼ ﾏﾒﾀﾆｼ 4,6     VU Ⅰ類 

9 基眼 ﾓﾉｱﾗｶﾞｲ ｺｼﾀﾞｶﾋﾒﾓﾉｱﾗｶﾞｲ 4,6     DD   

10     ﾓﾉｱﾗｶﾞｲ 4,6,45,48     NT Ⅰ類 

11   ﾋﾗﾏｷｶﾞｲ ﾋﾗﾏｷﾐｽﾞﾏｲﾏｲ 4,6     DD   

12     ｸﾙﾏﾋﾗﾏｷｶﾞｲ 6     VU 不足 

13 柄眼 ｵｶﾓﾉｱﾗｶﾞｲ ﾅｶﾞｵｶﾓﾉｱﾗｶﾞｲ 4,6     NT 準絶 

14 ｲｼｶﾞｲ ｲｼｶﾞｲ ﾏﾙﾄﾞﾌﾞｶﾞｲ 4,6     VU Ⅱ類 

15   ﾄﾞﾌﾞｶﾞｲ 4,6,16,45,48    Ⅱ類 

16     ｵﾊﾞｴﾎﾞｼｶﾞｲ 16     VU Ⅰ類 

17     ﾄﾝｶﾞﾘｻｻﾉﾊｶﾞｲ 4,6,16     NT Ⅱ類 

18     ｵｸﾞﾗﾇﾏｶﾞｲ 4,6,16     CR+EN Ⅰ類 

19     ﾏﾂｶｻｶﾞｲ 4,6,16     NT Ⅱ類 

20     ｲｼｶﾞｲ 6,16,45,48       準絶 

21 ﾏﾙｽﾀﾞﾚｶﾞｲ ｼｼﾞﾐ ﾔﾏﾄｼｼﾞﾐ 4,6,16     NT 準絶 

22     ﾏｼｼﾞﾐ 4,6,16     VU Ⅱ類 

23     ｾﾀｼｼﾞﾐ 4,6     VU Ⅰ類 

24 吻蛭 ｸﾞﾛｼﾌｫﾆ ﾐﾄﾞﾘﾋﾞﾙ 45,48   DD  

25 ﾜﾗｼﾞﾑｼ ｺﾂﾌﾞﾑｼ ﾖﾂﾊﾞｺﾂﾌﾞﾑｼ 16       準絶 

26 ﾄﾝﾎﾞ ｲﾄﾄﾝﾎﾞ ｷｲﾄﾄﾝﾎﾞ 16       準絶 

27    ｾｽｼﾞｲﾄﾄﾝﾎﾞ 16       準絶 

28  ﾔﾝﾏ ｱｵﾔﾝﾏ 16     NT Ⅱ類 

29  ｻﾅｴ ﾎﾝｻﾅｴ 41,45,48    Ⅱ類 

30   ｳﾁﾜﾔﾝﾏ 16       準絶 

31    ｵｵｻｶｻﾅｴ 16     VU Ⅱ類 

32    ﾒｶﾞﾈｻﾅｴ 16     VU Ⅱ類 

33  ｴｿﾞﾄﾝﾎﾞ ﾄﾗﾌﾄﾝﾎﾞ 41,45,48    準絶 

34  ﾄﾝﾎﾞ ｺﾌｷﾄﾝﾎﾞ 16,35,45,48       準絶 

35    ﾅﾂｱｶﾈ 16       準絶 

36    ｱｷｱｶﾈ 16       準絶 

37    ﾉｼﾒﾄﾝﾎﾞ 16       準絶 

38    ﾏｲｺｱｶﾈ 16       準絶 

39 ｶﾒﾑｼ ｱﾒﾝﾎﾞ ｴｻｷｱﾒﾝﾎﾞ 16     NT Ⅱ類 

40  ﾐｽﾞｶﾒﾑｼ ﾑﾓﾝﾐｽﾞｶﾒﾑｼ 16       準絶 

41  ｺｵｲﾑｼ ﾀｶﾞﾒ 16     VU Ⅱ類 

42  ﾀｲｺｳﾁ ﾐｽﾞｶﾏｷﾘ 16       準絶 

43    ﾋﾒﾐｽﾞｶﾏｷﾘ 16       準絶 

44 ｺｳﾁｭｳ ｹﾞﾝｺﾞﾛｳ ﾙｲｽﾂﾌﾞｹﾞﾝｺﾞﾛｳ 16     VU Ⅱ類 

45   ﾐｽﾞｽﾏｼ ｵｵﾐｽﾞｽﾏｼ 16     NT Ⅱ類 

46   ｶﾞﾑｼ ｺｶﾞﾑｼ 16     DD 準絶 

合計 11 目 23 科 46 種 0 0 27 40 

選定基準：選定基準（選定基準番号）及びランクは表4-1-20(1)に示します。 

出典：文献資料は表4-1-18の番号4,6,16,28,29,35,41,45,48を使用しました。  
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（2） 注目すべき生息地の状況 

調査区域において、法令、条例及び条約により指定された注目すべき生息地はありません。 

なお、表 4-1-29 に示すとおり、｢第 4 回自然環境保全基礎調査 自然環境情報図 大阪府｣

（平成 7年、環境庁）において、｢コアジサシの集団繁殖地｣が記録されています。また、「昆虫

類の多様性保護のための重要地域第 3集」（平成 14 年 12 月、日本昆虫学会自然保護委員会）に

おいて「淀川」が記載されており、淀川区の西中島・旭区城北公園北のワンド群（左岸）を重要

地域としています。 

注目すべき生息地の分布を図 4-1-12 に示します。 

 

表 4-1-29 注目すべき生息地の状況 

番号 注目すべき生息地 所在 概要 

A コアジサシの集団繁殖地 大阪市東淀川区 

調査年月日：平成 4年 6月 18 日 

環境種類：中州 

面積：500ｍ2 

地形：平地 

個体数：10～19 羽 

B 
淀川（西中島・城北公園

北のワンド群） 

大阪市淀川区、

大阪市旭区 

淀川区西中島のヨシ原にはヒヌマイトトンボが

広範囲にわたり生息している。城北公園の北

側のワンド群や本流に近接したところは、トン

ボ類や水生昆虫が豊富である。 

出典：文献資料は表4-1-18の番号5,23を使用しました。 
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注）重要種のうち確認位置がわかるもののみを記載。
出典：1：第1回自然環境保全調査 1/20万すぐれた自然図（昭和51年、環境庁）
　　　2：第2回自然環境保全基礎調査 動植物分布図 大阪府（昭和56年、環境庁）
　　　5：第4回自然環境保全基礎調査 自然環境情報図 大阪府（平成7年、環境庁）
　　　11：ガンカモ科鳥類の生息調査 大阪府 2000～2013年度調査結果（環境省生物多様性センターホームページ）
　　　17：大阪けもの調査隊ほにゅ（平成12年以降）（大阪市立自然史博物館ホームページ）
　　　23：昆虫類の多様性保護のための重要地域　第3集（平成14年12月、日本昆虫学会自然保護委員会）
　　　48：平成13～21年度 河川水辺の国勢調査報告書（国土交通省）

図4-1-12　重要な動物及び
　　　　　注目すべき生息地の分布

区 分 記号 番号 名称・種名 区 分 区 分記号 番号 名称・種名 記号 番号 名称・種名

凡　　　　　　例

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

A

哺乳類 カヤネズミ

両生類 ナゴヤダルマガエル鳥類

鳥類オシドリ

マガモ

魚類

魚類
ヤリタナゴ

イタセンパラ

トモエガモ

ヨシガモ

アユモドキ

コアジサシの繁殖地

淀川(西中島･城北
公園北のワンド群)

B

昆虫類 ヒヌマイトトンボ

アメリカヒドリ

アカハジロ

底生動物

注目
すべき
生息域

マシジミ

ホオジロガモ

ミコアイサ
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4） 植物の重要な種及び植物群落の状況 

重要な種･群落の選定基準は、表 4-1-30(1)～(2)に示すとおりです。 

文献その他の資料調査により把握された当該地域に生育する植物の情報を踏まえ、当該地域

における植物の環境の保全を目的とした法令等に基づき抽出される学術上又は希少性の観点か

ら重要な種及び群落（以下、｢重要な種･群落｣といいます。）の把握を行いました。 

 

表 4-1-30(1) 重要な種の選定基準 

番号 文献及び法律名 選定基準となる区分 

① 

｢文化財保護法｣（昭和 25 年 5 月

30 日法律第 214 号） 

｢大阪府文化財保護条例｣ (昭和

44年 3月 28日大阪府条例第5号

)  

｢大阪市文化財保護条例｣ (平成

11年 2月 18日大阪市条例第5号

) 

｢東大阪市文化財保護条例｣ (昭

和 47年 11 月 15 日東大阪市条例

第 30 号) 

国特：国指定特別天然記念物 

国天：国指定天然記念物 

府天：府指定天然記念物 

市天：市指定天然記念物 

② 

｢絶滅のおそれのある野生動植物

の種の保存に関する法律｣（平成

4年 6月 5日法律第 75 号） 

国内：国内希少野生動植物種 

緊急：緊急指定種 

③ 

「レッドデータブック2014 8植

物Ⅰ」（平成 27 年 3 月、環境省） 

「レッドデータブック2014 9植

物Ⅱ」（平成 27 年 2 月、環境省） 

CR+EN：絶滅危惧Ⅰ類（絶滅の危機に瀕している種） 

CR：絶滅危惧ⅠA類（ごく近い将来における絶滅の危険

性が極めて高い種） 

EN：絶滅危惧ⅠB 類（ⅠA 類ほどではないが、近い将来

における絶滅の危険性が高い種） 

VU：絶滅危惧Ⅱ類（絶滅の危険が増大している種） 

NT：準絶滅危惧（現時点では絶滅危険度は小さいが、生

息条件の変化によっては「絶滅危惧」に移行する可能性

のある種） 

DD：情報不足（評価するだけの情報が不足している種） 

LP：絶滅のおそれのある地域個体群（地域的に孤立して

いる個体群で、絶滅のおそれが高いもの） 

④ 
｢大阪府レッドリスト 2014｣ 

（平成 26 年 3 月、大阪府） 

絶滅：絶滅（本府ではすでに絶滅したと考えられる種） 

Ⅰ類：絶滅危惧Ⅰ類（絶滅の危機に瀕している種） 

Ⅱ類：絶滅危惧Ⅱ類（絶滅の危険が増大している種） 

準絶：準絶滅危惧（存続基盤が脆弱な種） 

不足：情報不足（評価するだけの情報が不足している種） 

⑤ 

｢改訂・近畿地方の保護上重要な

植物－レッドデータブック近畿

2001－｣（平成 13年、レッドデー

タブック近畿研究会） 

絶滅：絶滅種（近畿地方では絶滅したと考えられる種） 

近 A：絶滅危惧種 A（近い将来における絶滅の危険性が

極めて高い種） 

近 B：絶滅危惧種 B（近い将来における絶滅の危険性が

高い種） 

近 C：絶滅危惧種 C（絶滅の危険性が高くなりつつある

種） 

近準：準絶滅危惧種（生育条件の変化によっては「絶滅

危惧種」に移行する要素をもつ種） 
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表 4-1-30(2) 重要な植物群落の選定基準 

番号 文献及び法律名 選定基準となる区分 

① 

｢文化財保護法｣（昭和 25年 5 月 30 日法律

第 214 号） 

｢大阪府文化財保護条例｣ (昭和 44 年 3 月

28 日大阪府条例第 5号)  

｢大阪市文化財保護条例｣ (平成 11 年 2 月

18 日大阪市条例第 5号)  

｢東大阪市文化財保護条例｣ (昭和 47 年 11

月 15 日東大阪市条例第 30 号) 

国特：国指定特別天然記念物 

国天：国指定天然記念物 

府天：府指定天然記念物 

市天：市指定天然記念物 

② 
｢植物群落レッドデータ・ブック｣（平成 8

年、（財）日本自然保護協会） 

保護上重要な群落として選定された植物群落 

ランク 4：緊急に対策必要 

ランク 3：対策必要 

ランク 2：破壊の危惧 

ランク 1：要注意 

③ 
｢第 3 回自然環境保全基礎調査 自然環境

情報図 大阪府｣（平成元年、環境庁） 

特定植物群落のうち以下の区分に該当するもの 

A：原生林もしくはそれに近い自然林 

B：国内若干地域に分布するが、極めて稀な植物

群落または個体群 

C：比較的普通に見られるものであっても、南限、

北限、隔離分布等分布限界になる産地に見られ

る植物群落または個体群 

D：砂丘、断崖地、塩沢地、池沼、河川、湿地、

高山、石灰岩地等の特殊な立地に特有な植物群

落または個体群で、その群落の特徴が典型的な

もの 

G：乱獲その他人為の影響によって、当該都道府

県内で極端に少なくなるおそれのある植物群落

または個体群 

H：その他、学術上重要な植物群落または個体群 

④ 
｢第 4 回自然環境保全基礎調査 自然環境

情報図 大阪府｣（平成 7年、環境庁） 
巨樹･巨木林 
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（1） 植物の重要な種の状況 

植物の重要な種の確認状況は、表 4-1-31 及び表 4-1-32 に示すとおりです。 

文献その他の資料によると、維管束植物で 18 種、藻類で 1 種の重要な種が抽出されました。 

 

表 4-1-31 重要な植物種（維管束植物）の記録状況 

No. 分類 科名 種名 文献資料 
選定基準 

① ② ③ ④ ⑤ 

1 離弁花類 ﾀﾃﾞ ﾎｿﾊﾞｲﾇﾀﾃﾞ 46,48   NT Ⅱ類 A 

2   ﾅｶﾞﾊﾞﾉｳﾅｷﾞﾂｶﾐ 46,48   NT Ⅱ類 C 

3   ｻﾃﾞｸｻ 26,33,38,46, 

47,48 
   準絶 C 

4   ﾇｶﾎﾞﾀﾃﾞ 46   VU Ⅱ類 C 

5  ﾒｷﾞ ﾒｷﾞ 33    準絶  

6  ﾄﾞｸﾀﾞﾐ ﾊﾝｹﾞｼｮｳ 46,48    準絶  

7  ﾕｷﾉｼﾀ ﾀｺﾉｱｼ 46,48   NT 準絶 C 

8  ｾﾘ ﾄﾞｸｾﾞﾘ 15,33    Ⅱ類 C 

9 合弁花類 ｶﾞｶﾞｲﾓ ｺﾊﾞﾉｶﾓﾒﾂﾞﾙ 15,26,33,38, 

46,47,48 
   Ⅱ類 C 

10   ｼﾛﾊﾞﾅｶﾓﾒﾂﾞﾙ 26     C 

11  ｺﾞﾏﾉﾊｸﾞｻ ｶﾜﾁﾞｼｬ 46,48   NT 準絶 準 

12  ｷｸ ｳﾗｷﾞｸ 46,48   NT 準絶 準 

13 単子葉植物 ｶﾔﾂﾘｸﾞｻ ﾜﾝﾄﾞｽｹﾞ 16   VU Ⅰ類 A 

14   ﾔｶﾞﾐｽｹﾞ 16,38,46,48    準絶 C 

15   ﾐｺｼｶﾞﾔ 16,26,33,38, 

46,48 
   準絶 C 

16   ｼｵｸｸﾞ 33,38,46,48    準絶 C 

17    ﾌﾄｲ 26,33,46,48    Ⅱ類  

18   ﾏﾂｶｻｽｽｷ 26,33    Ⅱ類 C 

合計 9科 18 種 0 0 7 17 15 

選定基準：選定基準（選定基準番号）及びランクは表4-1-30(1)に示します。 

出典：文献資料は表4-1-18の番号15,16,26,33,38,46,47,48を使用しました。 

 

表 4-1-32 重要な植物種（藻類）の記録状況 

No. 分類 科名 種名 文献資料 
選定基準 

① ② ③ ④ 

1 藻類 ｺﾉﾊﾉﾘ ﾎｿｱﾔｷﾞﾇ 16   NT 準絶 

合計 1科 1種 0 0 1 1 

選定基準：選定基準（選定基準番号）及びランクは表4-1-30(1)に示します。 

出典：文献資料は表4-1-18の番号16,26,33,38,46,47,48を使用しました。 
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（2） 重要な植物群落等の状況 

調査区域の重要な植物群落、国、大阪府又は関係市区の天然記念物に指定されている樹木等

に該当するものは、表 4-1-33 に示すとおりです。重要な植物群落等のうち、分布場所がわかっ

ている天然記念物及び巨樹を図 4-1-13 に示します。 

 

表 4-1-33 重要な植物群落等の記録状況 

番号 群落名 所在 文献資料 
選定基準 

① ② ③ ④ 

1 薫
クン

蓋
ガイ

クス 門真市 5,20,21 国天   ○ 

2 薭島
ヒエジマ

のくす 門真市 5,20 府天   ○ 

3 難宗寺
ナンショウジ

のいちょう 守口市 20 府天    

4 須賀
ス ガ

神社
ジンジャ

跡
アト

のくす 大阪市東淀川区 20 府天    

5 寳
ホウ

龍寺
リュウジ

のくす 大阪市旭区 20 府天    

6 阿
ア

遅速
チ ハ ヤ

雄
オ

神社
ジンジャ

のくす 大阪市鶴見区 20 府天    

7 白山
ハクサン

神社
ジンジャ

のいちょう 大阪市城東区 20 府天    

8 稲田八幡宮
イナダハチマングウ

のいちょう 東大阪市 20,22 市天    

9 クスノキ(茨田横堤町) 大阪市鶴見区 5    ○ 

10 クスノキ(上島) 門真市 5    ○ 

11 オギ群落(オギ群集) 大阪市東淀川区 25  ﾗﾝｸ 2   

12 セイタカヨシ群落 大阪市淀川区 25  ﾗﾝｸ 3   

13 セイタカヨシ群落 大阪市東淀川区 25  ﾗﾝｸ 2   

14 ウキヤガラ-マコモ群集 大阪市淀川区 25  ﾗﾝｸ 3   

15 マコモ群落(ウキヤガラ-マコモ群集) 大阪市東淀川区 25  ﾗﾝｸ 2   

16 ヨシ群落(カモノハシ・ヨシ群落) 大阪市淀川区 25  ﾗﾝｸ 3   

17 ヨシ群落(カサスゲ群集及びヨシ群落) 大阪市東淀川区 25  ﾗﾝｸ 2   

18 シオクグ群集 大阪市淀川区 25  ﾗﾝｸ 3   

19 チガヤ・ヤマアワ群落 大阪市淀川区 25  ﾗﾝｸ 3   

20 豊里のヨシ・オギ群落 大阪市東淀川区 25  ﾗﾝｸ 2   

21 西中島の低湿地植物群落 大阪市淀川区 25  ﾗﾝｸ 3   

選定基準：選定基準（選定基準番号）及びランクは表4-1-30(2)に示します。 

出典：文献資料は表4-1-18の番号3,5,15,20,21,22,25を使用しました。 
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注）分布位置がわかるもののみを記載。

出典：第4回自然環境保全基礎調査　自然環境情報図　大阪府

　　　　　　　　　　　　　　　　　　（平成7年、環境庁）

　　　大阪府指定文化財一覧表（大阪府ホームページ）

　　　国指定文化財等データベース（文化庁ホームページ）

　　　東大阪市政だより（平成21年12月1日）

　　　　　　　　　　　　　　　　（東大阪市ホームページ）

図4-1-13　重要な植物群落等の分布

記 号 番 号

凡　　　　　例

名　　称 備　　考

薫蓋クス

薭島のくす

難宗寺のいちょう

須賀神社跡のくす

寳龍寺のくす

阿遅速雄神社のくす

白山神社のいちょう

稲田八幡宮のいちょう

クスノキ(茨田横堤町)

クスノキ(上島)

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

国指定天然記念物

府指定天然記念物

巨樹・巨木林

市指定天然記念物
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5） 植生の状況 

調査区域の植生の状況は、図 4-1-14 に示すとおりです。 

調査区域の植生は、大半が市街地で植生のない範囲が広がっています。市街地の中で、まとま

った樹林がみられるのは大阪城公園と鶴見緑地で、クスノキ、サクラ類などが植栽されていま

す。また、旧淀川（大川）沿いにも植栽の樹林が連続して分布しています。 

草地は全体的に少なく、淀川の河川敷やワンド沿いにヨシクラス、オギ群集などの水辺植生

が分布しています。また、門真市や東大阪市では、水田雑草群落が市街地や工場地帯の中にパ

ッチ状に分布しています。 
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図4-1-14　現存植生図

畑放棄雑草群落

路傍・空き地雑草群落

牧草地

ゴルフ場・芝地
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造成地

開放水域
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記　号 番号

凡　　　　　　例

名　　称

1

2

3

4

5

6

7

a

b

ヤナギ高木群落

アベマキ-コナラ群落

ヨシクラス

オギ群集

その他植林

クスノキ植林

残存･植栽樹群をもった公園､墓地等

畑地雑草群落

水田雑草群落

出典：第6回第7回自然環境保全基礎調査　植生調査（平成11年以降、環境省生物多様性センターホームページ）

記　号 番号 名　　称
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6） 生態系の状況 

（1） 生態系の状況の把握の手順 

生態系の状況の把握の手順は、図 4-1-15 に示すとおりです。 

生態系を構成する地形等に係る情報及び植生に係る情報の整理から、各構成要素の相互関係

を解析し、自然環境の類型区分を行い、さらに類型区分の分布状況及び類型区分と動植物相の

関連性を整理することにより、生態系の状況を把握しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 4-1-15 生態系の状況の把握の手順 

  

自然環境の類型区分化に関する情報 

地形、水象等の状況に係る情報 

植生の状況に係る情報 

当該地域の植生区分 当該地域の地形等区分 

地形等区分と植生区分の組み合わせによる自然環境の類型化 

自然環境類型区分ごとに生息･生育基盤の状況と 

生息･生育環境が想定される主な動植物種の整理 
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植
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（2） 自然環境の類型化に係る状況 

① 地形等の区分について 

調査区域の地形等の区分は、表 4-1-34 に示すとおりです。 

地形等の区分にかかる情報は、「地形の概況」「地質の概況」「土壌の概況」及び「水象の概況」

より把握し、2種類に区分しました。 

「低地」の地形は、三角州が大半を占めており、一部に丘陵地や砂礫台地が分布しています。

地質は、沖積層が大部分を占め、部分的に段丘層が分布します。土壌は、市街化による影響を広

く受けており、調査区域東側に細粒灰色低地土壌などが分布しています。水象は、大阪城の内

堀・外堀や神崎川、旧淀川（大川）、寝屋川、城北川などが分布しています。 

「河川」は淀川本流及びその河川敷に成立する地形です。土壌は、砂州未熟土壌が分布して

います。 

 

表 4-1-34 地形等の類型区分の構成 

地形等の区分 地形 地質 土壌 水象 

低地 

丘陵地 
段丘層 人工改変地(市街地) 

細粒灰色低地土壌、 

灰色低地土壌など 

大阪城の内堀・外堀 

砂礫台地 － 

三角州 沖積層 
神崎川、旧淀川（大川）、寝

屋川、城北川など 

河川 
砂洲未熟土壌 

（河川沿い等） 

淀川 

（ワンド、河川敷を含む） 
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② 植生等の区分について 

調査区域の植生等の区分は、植生または土地利用の種類と分布状況により、表 4-1-35 に示す

10 種類に区分しました。なお、植生及び土地利用の名称は、前掲の図 4-1-14 に示す現存植生図

の凡例の名称を用いました。 

植生等の区分は、大きくは「樹林地」「草地」「公園」「市街地」「開放水域」に分かれますが、

その分布状況により、市街地に分布するもの（表中の区分で A を付記）と淀川に分布するもの

(表中の区分で Bを付記)とに分かれます。 

 

表 4-1-35 植生区分の状況 

植生等の区分 植生または土地利用の種類 分布状況 

樹林地 A クスノキ植林、その他植林など 
大阪城公園や鶴見緑地などの公園内、 

旧淀川（大川）沿いなどに分布 

草地 A 
畑地雑草群落、水田雑草群落、 

路傍・空き地雑草群落など 
門真市や東大阪市などに点在 

公園 A 
残存・植栽樹群をもった公園、 

墓地等、ゴルフ場・芝地 

大阪城公園や鶴見緑地などの公園内、 

市街地の中に点在 

市街地 A 
緑の多い住宅街、市街地、 

工場地帯、造成地 
市街地の大半を占める 

開放水域 A 開放水域 
大阪城公園や鶴見緑地などの公園内、 

旧淀川（大川）沿いなどに分布 

樹林地 B ヤナギ高木群落 

淀川（ワンド、河川敷を含む）に分布 

草地 B ヨシクラス、オギ群集など 

公園 B ゴルフ場・芝地 

市街地 B 市街地、造成地 

開放水域 B 開放水域 
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③ 当該地域における自然環境類型区分 

調査区域における自然環境の類型区分については、地形等の区分と植生等の区分の組み合わ

せから調査区域における自然環境の類型化を検討し、表 4-1-36 に示すとおり、10 種類の自然環

境類型区分を設定しました。また、自然環境類型区分の分布状況は図4-1-16に示すとおりです。 

調査区域の低地の大半は「低地：市街地」に類型化され、大阪城公園及び鶴見緑地、旧淀川

（大川）の植林地などは、「低地：樹林地」に類型化されます。 

また、門真市や東大阪市には、水田・畑地雑草群落を主な基盤環境とした「低地：草地」がパ

ッチ状に分布しています。 

これに対し、淀川には広く「河川：開放水域」が分布し、河川敷にはヨシクラス、オギ群集を

主な基盤環境とした「河川：草地」が分布しています。 

 

表 4-1-36 当該地域における自然環境類型区分の考え方 

自然環境類型区分 
類型区分の属性 

主な基盤環境 
地形等の区分 植生等の区分 

1 低地：樹林地 

低地 

樹林地 A クスノキ植林、その他植林など 

2 低地：草地 草地 A 
畑地雑草群落、水田雑草群落、路傍・

空き地雑草群落など 

3 低地：公園 公園 A 
残存・植栽樹群をもった公園、墓地等、

ゴルフ場・芝地 

4 低地：市街地 市街地 A 
緑の多い住宅街、市街地、工場地帯、

造成地 

5 低地：開放水域 開放水域 A 
旧淀川（大川）、城北川、寝屋川、大

阪城公園の堀、鶴見緑地の大池など 

6 河川：樹林地 

河川 

樹林地 B ヤナギ高木群落 

7 河川：草地 草地 B ヨシクラス、オギ群集など 

8 河川：公園 公園 B ゴルフ場・芝地 

9 河川：市街地 市街地 B 市街地、造成地 

10 河川：開放水域 開放水域 B 淀川（ワンドを含む） 
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図4-1-16　自然環境の類型区分図
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調査区域に設定した 10 種類の自然環境類型区分について、それぞれの環境の特徴及び分布状

況を表 4-1-37 に整理しました。 

 

表 4-1-37 自然環境類型区分の特徴の整理 

自然環境類型区分 自然環境類型区分の特徴 分布概況 

低地：樹林地 

市街地の大規模公園や、河川沿いに

植栽された樹林帯が大半を占める。

高度に都市化が進んだ市街地内にお

いて、数少ないまとまった樹林地と

なっている。 

大阪城公園や鶴見緑地などの公

園内、旧淀川（大川）沿いなどに

分布 

低地：草地 

市街地に点在する水田・畑地雑草群

落、路傍・空き地雑草群落などから

なっている。 

門真市や東大阪市などに点在 

低地：公園 

市街地の大規模公園や街区公園等に

存在する芝地、植栽樹をもった公園

などからなっている。 

大阪城公園や鶴見緑地などの公

園内、市街地の中に点在 

低地：市街地 
調査区域の大半を占め、市街地や工

場地帯、造成地などからなっている。 

大阪市を中心に調査区域に広く

分布 

低地：開放水域 

市街地の大規模公園や、淀川の放水

路が大半を占める。高度に都市化が

進んだ市街地内において、数少ない

まとまった開放水域となっている。 

大阪城公園や鶴見緑地などの公

園内、旧淀川（大川）沿いなどに

分布 

河川：樹林地 
淀川の河畔林を形成し、動植物の生

息・生育基盤となっている。 

淀川（ワンド、河川敷を含む）に

分布 

河川：草地 

淀川の水辺環境を特徴づけるヨシ、

オギなどの湿性植物群落と堤防植生

からなり、動植物の生息・生育基盤

となっている。 

河川：公園 

淀川の河川敷のうち、ゴルフ場や芝

地（河川公園）として利用されてい

る環境類型である。 

河川：市街地 

淀川の河川敷のうち、造成地やグラ

ンドなどの植生がほとんど見られな

い環境類型である。 

河川：開放水域 

淀川の本川やワンド部からなり、多

くの動植物の生息・生育基盤となっ

ている。 
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（3） 動植物相の概況 

調査区域に生息・生育の記録がある動物・植物をもとに、それらの一般的な生息・生育環境及

び生態的特性、自然環境類型区分を構成する生息・生育基盤の種類等を考慮し、自然環境類型

区分ごとに生息又は生育する可能性のある代表的な動植物を表 4-1-38 に整理しました。 

 

表 4-1-38 自然環境類型区分ごとの生息･生育可能な動植物種等 

自然環境 

類型区分 
主な基盤環境 

主な動植物相 

動物相 植物相 

低地：樹林地 
クスノキ植林、 

その他植林など 

ﾊﾔﾌﾞｻ､ﾋﾖﾄﾞﾘ､ｷｼﾞﾊﾞﾄ､ﾒｼﾞﾛ､ﾆﾎﾝｱﾏ

ｶﾞｴﾙ､ｱｵｽｼﾞｱｹﾞﾊ等 

植栽樹(ｸｽﾉｷ､ｻｸﾗ類､ﾑｸ

ﾉｷ等) 

低地：草地 

畑地雑草群落、水

田雑草群落、路傍

・空き地雑草群落な

ど 

ｺｳﾍﾞﾓｸﾞﾗ､ﾊﾂｶﾈｽﾞﾐ､ﾊﾔﾌﾞｻ､ｽｽﾞﾒ､ﾂ

ﾊﾞﾒ､ﾑｸﾄﾞﾘ､ﾆﾎﾝｶﾅﾍﾋﾞ､ｼﾏﾍﾋﾞ､ﾄﾉｻﾏ

ｶﾞｴﾙ､ﾇﾏｶﾞｴﾙ､ｴﾝﾏｺｵﾛｷﾞ､ﾏﾀﾞﾗｽｽﾞ､ﾅ

ﾅﾎｼﾃﾝﾄｳ､ﾍﾞﾆｼｼﾞﾐ等 

ｽｲﾊﾞ､ｷﾞｼｷﾞｼ､ｵﾗﾝﾀﾞﾐﾐﾅ

ｸﾞｻ､ｳｼﾊｺﾍﾞ､ｲﾇﾋﾞｴ､ｵｵｸ

ｻｷﾋﾞ､ｼﾏｽｽﾞﾒﾉﾋｴ等 

低地：公園 

残存・植栽樹群をも

った公園、墓地等、

ゴルフ場・芝地 

ﾊﾔﾌﾞｻ､ﾋﾖﾄﾞﾘ､ｽｽﾞﾒ､ﾊｼﾌﾞﾄｶﾞﾗｽ､ｼﾊﾞ

ｽｽﾞ､ﾔﾏﾄｼｼﾞﾐ本土亜種等 

ｸｽﾉｷ､ｶﾀﾊﾞﾐ､ｱｷﾉﾉｹﾞｼ､ｱ

ｷﾒﾋｼﾊﾞ等 

低地：市街地 

緑の多い住宅街、市

街地、工場地帯、

造成地 

ﾊﾔﾌﾞｻ､ﾋﾖﾄﾞﾘ､ｽｽﾞﾒ､ﾊｼﾌﾞﾄｶﾞﾗｽ､ﾂﾏ

ｸﾞﾛﾋｮｳﾓﾝ等 
植栽･園芸品種 

低地：開放水

域 

旧淀川（大川）、城

北川、寝屋川、大

阪城公園の堀、鶴

見緑地の大池など 

ｱｵｻｷﾞ､ｶﾙｶﾞﾓ､ﾋﾄﾞﾘｶﾞﾓ､ｷﾝｸﾛﾊｼﾞﾛ､ﾊ

ﾔﾌﾞｻ､ｾｸﾞﾛｾｷﾚｲ､ﾐｼｼｯﾋﾟｱｶﾐﾐｶﾞﾒ､ｱｵ

ﾓﾝｲﾄﾄﾝﾎﾞ､ｺｲ､ｷﾞﾝﾌﾞﾅ､ﾓﾂｺﾞ､ｴﾗﾐﾐｽﾞ

等 

ﾋｼ､ｵｵｶﾅﾀﾞﾓ等 

河川：樹林地 ヤナギ高木群落 ｳｸﾞｲｽ､ｶﾈﾀﾀｷ､ｺﾞﾏﾀﾞﾗﾁｮｳ等 

ｱｶﾒﾔﾅｷﾞ､ｼﾞｬﾔﾅｷﾞ､ｺｺﾞﾒ

ﾔﾅｷﾞ､ｴﾉｷ､ｱｷﾆﾚ､ﾅﾝｷﾝﾊ

ｾﾞ等 

河川：草地 

ヌマガヤオーダー、

ヨシクラス、オギ群

集など 

ｱｶﾈｽﾞﾐ､ｶﾔﾈｽﾞﾐ､ｶﾙｶﾞﾓ､ﾊﾔﾌﾞｻ､ﾁｮｳ

ｹﾞﾝﾎﾞｳ､ﾊﾞﾝ､ﾂﾊﾞﾒ､ｵｵﾖｼｷﾘ､ｾｯｶ､ﾆﾎﾝ

ｶﾅﾍﾋﾞ､ﾆﾎﾝｱﾏｶﾞｴﾙ､ﾋﾇﾏｲﾄﾄﾝﾎﾞ､ｳｽｲﾛ

ｻｻｷﾘ､ｸﾋﾞｷﾘｷﾞｽ､ｺﾊﾞﾈｲﾅｺﾞ等 

ｵｷﾞ､ﾔﾅｷﾞﾀﾃﾞ､ﾐｿﾞｿﾊﾞ､ﾖ

ｼ､ｾｲﾀｶﾖｼ､ﾏｺﾓ､ｶﾞﾏ､ﾐｺｼ

ｶﾞﾔ､ｶﾔﾂﾘｸﾞｻ等 

河川：公園 ゴルフ場・芝地 ﾋﾊﾞﾘ､ﾂｸﾞﾐ等 

ﾒﾘｹﾝｶﾙｶﾔ､ｷﾞｮｳｷﾞｼﾊﾞ､ﾒ

ﾋｼﾊﾞ､ｴﾉｺﾛｸﾞｻ､ﾍﾗｵｵﾊﾞ

ｺ､ｵｵｱﾚﾁﾉｷﾞｸ等 

河川：市街地 市街地、造成地 ｽｽﾞﾒ､ﾑｸﾄﾞﾘ､ﾔﾏﾄｼｼﾞﾐ等 ｶﾀﾊﾞﾐ､ｾｲﾖｳﾀﾝﾎﾟﾎﾟ等 

河川：開放水

域 

淀川 

（ワンドを含む） 

ｱｵｻｷﾞ､ｺｻｷﾞ､ﾋﾄﾞﾘｶﾞﾓ､ｵﾅｶﾞｶﾞﾓ､ﾎｼﾊ

ｼﾞﾛ､ｷﾝｸﾛﾊｼﾞﾛ､ｸｻｶﾞﾒ､ｺｲ､ｷﾞﾝﾌﾞﾅ､ﾀ

ｲﾘｸﾊﾞﾗﾀﾅｺﾞ､ﾓﾂｺﾞ､ﾌﾞﾙｰｷﾞﾙ､ﾋﾒﾀﾆｼ､

ﾄﾞﾌﾞｶﾞｲ､ｽｼﾞｴﾋﾞ､ﾐﾅﾐﾇﾏｴﾋﾞ､ｴﾗﾐﾐ

ｽﾞ､ｷﾞﾝﾔﾝﾏ､ｱﾒﾝﾎﾞ等 

ﾏﾂﾓ､ﾋｼ､ｵｵｶﾅﾀﾞﾓ､ｴﾋﾞﾓ､

ﾎﾃｲｱｵｲ､ﾎﾞﾀﾝｳｷｸｻ､ｱｵｳｷ

ｸｻ､ｳｷｸｻ等 
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（4） 地域を特徴づける生態系 

表 4-1-36～表 4-1-38 及び図 4-1-16 に示した 10 種類の自然環境類型区分をもとに、事業特

性を考慮し、対象道路事業実施区域及びその周囲における地域を特徴づける生態系を設定しま

した。 

その結果、「低地：樹林地」、「低地：草地」、「低地：公園」の 3種類の類型区分をまとめて「都

市緑地の生態系」として、「低地：開放水域」、「河川：樹林地」、「河川：草地」、「河川：公園」、

「河川：開放水域」（「河川：市街地」を除く）の 5 種類の類型区分をまとめて「河川・水辺の

生態系」として、環境影響評価の対象とする「地域を特徴づける生態系」に設定しました。な

お、「低地：市街地」「河川：市街地」については、人工改変が進んでいる地域であることから生

態系区分からは除外しました。 

地域を特徴づける生態系の区分は表 4-1-39 に示すとおりです。 

 

表 4-1-39 地域を特徴づける生態系の区分 

自然環境類型区分 地域を特徴づける生態系 

低地：樹林地 

都市緑地の生態系 低地：草地 

低地：公園 

低地：開放水域 

河川・水辺の生態系 

河川：樹林地 

河川：草地 

河川：公園 

河川：開放水域 

 

 

（5） 地域を特徴づける生態系の状況 

地域を特徴づける生態系において、それぞれの生態系に生息・生育する可能性が考えられる

主要な動植物について、既存資料や知見を基に作成した食物連鎖図を図 4-1-17 及び図 4-1-18

に、生態系の分布状況を図 4-1-19 に示しました。 
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図 4-1-17 想定される食物連鎖模式図（都市緑地の生態系） 
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図 4-1-18 想定される食物連鎖模式図（河川・水辺の生態系） 
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（6） 地域を特徴づける生態系における注目種・群集の整理 

「都市緑地の生態系」、「河川・水辺の生態系」の地域を特徴づける生態系において、生息・生

育する動植物種及び群集の生態系特性等（「生態的知見が豊富である」「調査により十分な情報

が得られる」「当該事業の影響を受けやすい」等）を考慮し、各生態系の指標として表 4-1-40 に

示す「上位性」、「典型性」及び「特殊性」の 3 つの視点から、注目される動植物の種または生

物群集（以下、「注目種」といいます。）を抽出しました。これらの抽出結果は表 4-1-41 に示し

ました。 

 

表 4-1-40 地域を特徴づける生態系における 3つの視点の基本的な考え方 

抽出基準 内容 

上位性 地域を特徴づける生態系の上位に位置する性質をいう。 

上位性の視点から抽出される注目種・群集の例として、ワシ・タカなどの猛禽類

や、キツネ、クマ等の中・大型哺乳類の動物等が挙げられる。 

典型性 地域を特徴づける生態系の特徴を典型的に表す性質をいう。 

対象地域に優占する植物種または植物群落、それらを捕食する動物（一次消費者

程度）、個体数が多い動物（哺乳類、鳥類、両生類、爬虫類、昆虫類、魚類等）な

どがあたる。 

典型性の視点から抽出される注目種・群集の例として、以下のようなものがある。 

・多くの動植物の生息環境となるスダジイ林、コナラ林、ススキ草原等 

・里山の森林を特徴づけるタヌキ等 

・水田や森林を特徴づけるヤマアカガエルやサンショウウオ類等 

・池沼・湧水やため池などのトンボ類等 

特殊性 地域を特徴づける生態系において特殊な環境であることを示す指標となる性質を

いう。相対的に分布範囲が狭い環境または質的に特殊な環境に生息・生育する動

植物種などがあたる。 

特殊性の視点から抽出される注目種・群集の例として以下のようなものがある。 

・湿地植生のサギソウ、モウセンゴケ等 

・渓流沿いの空中湿度の高い着生植物の多い斜面林等 

・小規模な湧水に見られるホトケドジョウ等 

出典：道路環境影響評価の技術手法（平成24年度版）（平成25年3月、国総研資料第714号・土木研究所資料

第4254号） 
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表 4-1-41 上位性・典型性・特殊性から抽出した注目種・群集 

地域を特徴 

づける 

生態系 

生態系 

の視点 
注目種・群集 抽出の理由 

都市緑地の 

生態系 

上位性 ハヤブサ 

河川、湖沼、海岸などに生息し、主に小型から中型の

鳥類を捕食します。当該地域では栄養段階の上位に

位置します。定点観察法等の調査手法が確立してい

るため、調査が容易です。 

典型性 

バッタ類 

様々なタイプの陸域環境に生息しています。当該地域

では樹林や草地を指標しています。ピットフォールト

ラップやスウィーピング等の調査手法が確立してい

るため、調査が容易です。 

樹林地 

対象道路事業実施区域東側の鶴見緑地に見られます。

都市においては、公園などの緑地は最も大規模な緑地

になり、都市における生物の生息・生育基盤として重

要です。 

河川・水辺

の 

生態系 

上位性 

サギ類 

河川周辺や大規模緑地内の池等で魚類や甲殻類、カ

エル類、昆虫類等を捕食する肉食の鳥類です。河川周

辺や大規模緑地内の池等においては栄養段階の上位

に位置します。定点観察法等の調査手法が確立して

いるため、調査が容易です。 

チョウゲンボウ 

草原、河川敷など開けた場所に生息し、ネズミ類、小

型の鳥類、昆虫類等を捕食します。当該地域では栄養

段階の上位に位置します。定点観察法等の調査手法

が確立しているため、調査が容易です。 

典型性 

カヤネズミ 

主に休耕田や河川敷などの、背丈の高い草地に生息

しています。低地から山地の樹林、果樹園・畑地を繁

殖・採食場所として利用します。河川敷などを狩場と

して利用する猛禽類、イタチ、ヘビ類等の餌となり、

当該地域の草地を指標します。ススキやオギ、チガヤ

などイネ科の葉を利用し、小さな球形の巣を作ること

から、巣の数で当該地域の生息状況の把握が容易に

できます。 

フナ属 

止水から流水まで様々な環境に生息しています。水辺

に生息する鳥類の餌となります。直接採取法等の調査

手法が確立しているため、調査が容易です。 

ヨシクラス 

池沼、河川等の湿地環境に成立する湿地性植物群落

です。河川の魚類、底生動物、カエル類、トンボ類等、

多くの水生生物の生息基盤となっていると共に、これ

らの種を捕食する高次消費者の餌場となっています。 
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1.6  景観及び人と自然との触れ合いの活動の状況 

1） 景観の状況 

（1） 地域の景観特性 

調査区域は大阪平野に位置しており、東は生駒山地が比較的近く、北から西にかけては遠く

北摂から六甲の山並みを遠望することができます。また、調査区域内には淀川が流れ、景観に

うるおいを与えています。調査区域のほぼ全域は市街化され、西側は都心の高層ビル、淀川や

大川の水辺等を構成要素とする都市景観が広がっています。東側は低層・高層住宅、工業用地、

鶴見緑地、近畿自動車道、第二京阪道路等を構成要素とする市街地景観が形成されています。 

 

（2） 眺望点の状況 

調査区域に存在する眺望点は表 4-1-42(1)～(2)、分布状況は図 4-1-20 に示すとおりです。 

調査区域内には、大阪城天守閣等の展望施設、花博記念公園鶴見緑地等の野外レクリエーシ

ョン地をはじめとする 90 箇所の眺望点があります。 
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表 4-1-42(1) 調査区域における眺望点 

抽出基準 地点番号 名称 出典資料 

展望地 

展望台 

展望施設 

A1 OBP（大阪ビジネスパーク） 1,2,4 

A2 大阪城天守閣 1,2,3,4 

A3 梅田スカイビル(新梅田シティ) 1,2,3 

A4 HEP FIVE 観覧車 2,3 

A5 大阪ステーションシティ（太陽の広場） 3 

野外レク

リエーシ

ョン地 

B1 花博記念公園鶴見緑地 1,2,3,4,5,8 

B2 大阪城公園 1,2,3,5,8 

B3 毛馬桜之宮公園と造幣局の通り抜け 1,2,5,8 

B4 中之島公園 1,2,3,5,8,13 

B5 

淀川河川公園 

①海老江地区･大淀野草地区,②西中島地区･十三野草地区,

③長柄地区･長柄河畔地区,④毛馬地区,⑤赤川地区, 

⑥豊里地区,⑦太子橋地区,⑧守口地区,⑨外島地区 

1,2,4,5,15 

B6 靱公園 1,2,5 

B7 城北公園の菖蒲園 1,2,4,5,8 

B8 大阪府立門真スポーツセンター（なみはやドーム） 1,2,5 

B9 桃町緑道 8 

B10 歴史の散歩道-大阪史跡連絡散歩道-淀川・江口コース 9 

B11 歴史の散歩道-大阪史跡連絡散歩道-上町台地北コース 9 

B12 歴史の散歩道-大阪史跡連絡散歩道-中之島・鶴見コース 9 

B13 グリーンスポーツセンター 10 

B14 神崎川公園 10 

B15 
とよなか百景ウォッチングコース「ルート 7 庄内駅から旧

猪名川方面コース」 
10 

B16 ぶらっと吹田「水辺スーパーロングコース」 12 

B17 史跡散策モデルコース「守口市役所周辺の史跡散策コース」 14,15 

B18 
史跡散策モデルコース「西三荘ゆとり道・寺方周辺の史跡

散策コース」 
14,15 

B19 史跡散策モデルコース「八雲周辺の史跡散策コース」 14,15 

B20 史跡散策モデルコース「土居･高瀬･大枝･橋波周辺コース」 14,15 

B21 文化と歴史のみち「大楠コース」 16 

B22 文化と歴史のみち「讃良川コース」 16 

B23 深北緑地 2,5,16,17,18 

B24 歴史散歩歩道大東「歴史散歩コース 2」 18 

B25 歴史散歩歩道大東「歴史散歩コース 5」 18 

B26 歴史散歩歩道大東「歴史散歩コース 7」 18 

B27 弁天池公園 20,21 

B28 歴史散策マップ C 地区：荒本～吉田 22 

B29 鴻池四季彩々とおり（遊歩道） 23 

B30 史跡散策モデルコース「大塩平八郎の史跡を訪ねるコース」 21 

B31 史跡散策モデルコース「災害の記憶を訪ねるコース」 21 

B32 史跡散策モデルコース「弊原邸跡･薫蓋クスを訪ねるコース」 21 

パーキン

グエリア 

C1 東大阪ＰＡ（下り）（近畿自動車道）  6 

C2 森小路ミニパーキング（阪神高速１２号守口線） 7 
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表 4-1-42(2) 調査区域における眺望点 

抽出基準 地点番号 名称 出典資料 

寺社等 

D1 崇禅寺 1,2,4 
D2 願得寺 1,2,20,21 
D3 太融寺 1,2,3 
D4 宝珠院 1,2 
D5 法清寺（かしく寺） 1,2 
D6 真宗大谷派 難波別院（南御堂） 1,2 
D7 北御堂（津村別院） 1,2 
D8 堀川戎神社 1,2,4 
D9 露天神社（お初天神） 1,2 
D10 少彦名神社（すくなひこな神社） 1,2 
D11 陶器神社 1,2 
D12 御霊神社 1,2 
D13 坐摩神社（いかすり神社） 1,2 
D14 豊國神社 1,2 
D15 難波神社 1,2 
D16 萱島神社 1,2,17 
D17 諸福天満宮 1,2,19 
D18 庄内神社 11 
D19 正業寺 11 
D20 稜威天王社 11 
D21 洲致止八幡宮 11 
D22 最勝寺 11 
D23 守居神社 14,15 
D24 難宗寺 14,15 
D25 大念寺 17 
D26 河北大神宮 17 
D27 三島神社 20,21 
D28 黄梅寺 21 
D29 門真神社 21 
D30 成覚寺 21 
D31 宝蔵寺 21 
D32 徳庵神社 24 
D33 観音禅寺 24 
D34 稲田八幡宮 24 
D35 川俣神社 24 
D36 圓通寺 24 
D37 宇波神社 24 
D38 栗原神社 24 
D39 諏訪神社 24 
D40 朝日社 23 
D41 産土神社 23 

名勝 
E1 御堂筋銀杏並木 8,9 
E2 旧藤田邸庭園 9 

備考）出典資料 

1,全国観るなび（日本観光振興協会 HP）10,豊中市ホームページ 19,大東市観光パンフレット 

2,OSAKA-INFO（大阪観光局 HP） 11,豊中市観光パンフレット 20,門真市ホームページ 

3,大阪観光ガイドブック 12,吹田市ホームページ 21,門真市観光パンフレット 

4,大阪観光地図（大阪市内全域） 13,吹田市観光パンフレット 22,東大阪市ホームページ 

5,みどりの大阪推進計画 14,守口市ホームページ 23,東大阪市観光パンフレット 

6,NEXCO 西日本の SA・PA 情報サイト 15,守口市観光パンフレット 24,東大阪観光協会ホームページ 

7,阪神高速道路株式会社ホームページ 16,寝屋川市ホームページ  

8,大阪府ホームページ 17,寝屋川市観光パンフレット  

9,大阪市ホームページ 18,大東市ホームページ  
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図　

名

名　　称名　　称記　号 番 号 記　号 番 号

凡　　　　　例

展望地、展望台、展望施設

野外レクリエーション地(公園等)

野外レクリエーション地(スポーツセンター)

野外レクリエーション地(散策路等)

パーキングエリアA1～5

寺社等

名勝（御堂筋銀杏並木）

名勝（旧藤田邸庭園）

B8,13

B9～12,
15～22,
24～26,
28～32 

B1～7,14,
23,27

C1～2

D1～41

E1

E2

備考）出典資料
1,全国観るなび（日本観光振興協会HP）
2,OSAKA-INFO（大阪観光局HP）
3,大阪観光ガイドブック
4,大阪観光地図（大阪市内全域）
5,みどりの大阪推進計画
6,NEXCO西日本のSA・PA情報サイト

7,阪神高速道路(株)ホームページ
8,大阪府ホームページ
9,大阪市ホームページ
10,豊中市ホームページ
11,豊中市観光パンフレット
12,吹田市ホームページ

13,吹田市観光パンフレット
14,守口市ホームページ
15,守口市観光パンフレット
16,寝屋川市ホームページ
17,寝屋川市観光パンフレット
18,大東市ホームページ

19,大東市観光パンフレット
20,門真市ホームページ
21,門真市観光パンフレット
22,東大阪市ホームページ
23,東大阪市観光パンフレット
24,東大阪観光協会ホームページ

図4-1-20　眺望点位置図

注）図中の番号は表4-1-42に対応しています。

対象道路事業実施区域

Scale 1:50,000

1000m 0 1 2km
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（3） 景観資源の状況 

調査区域及びその周囲の景観資源は、表 4-1-43(1)、(2)及び図 4-1-21 に示すとおりです。 

調査区域内の景観資源としては、「都市緑地法」（昭和 48 年法律第 72 号）に基づく今米特別

緑地保全地区、「都市計画法」（昭和 43 年法律第 100 号）に基づく大川風致地区が存在します。 

また、調査区域外には眺望点から眺望される可能性がある金剛生駒紀泉国定公園、瀬戸内海

国立公園（六甲地域）などの景観資源が存在します。 

 

表 4-1-43(1) 調査区域及びその周囲の景観資源 

地

点

番

号 

分類／ 

指定状況 
名称 概要 

対象道路事

業実施区域

からの距離

(km) 

出典 

資料 

1 国立公園 
瀬戸内海国立公園 

（六甲地域） 

多くの登山者が訪れる六甲山周辺は瀬戸内

海国立公園に指定されています。 
18.3 2 

2 

国定公園 

明治の森箕面国定

公園 

北摂山地に位置し、府営箕面公園とその周

辺の森林を合わせた 963ha の地域となって

います。 

14.0 4 

3 
金剛生駒紀泉国定

公園 

金剛山地、生駒山地及び和泉葛城山系から

成る国定公園です。 
5.8 4 

4 

都道府県立

自然公園 

大阪府立北摂自然

公園 

多様な動植物が生息し、地域住民に親しま

れてきた「里山」を保全するために、北摂

山地に点在する 10 地区(2,594ha)に指定さ

れた自然公園です。 

20.8 4 

5 
猪名川渓谷県立 

自然公園 

北摂山地に位置する面積 9,352ha の自然公

園です。北摂群山大野山・愛宕山等の山地

を浸食した猪名川は、美しい渓流をなし、

公園のほぼ中央部を流れています。 

21.6 5 

6 
特別緑地保

全地域 

今米特別緑地保全

地区 

東大阪市今米に「屋敷林」として指定さ

れ、自然環境と歴史的環境が一体的に保全

されています。 

4.6 3,4 

7 風致地区 大川風致地区 

大川沿いの河川景観、大阪城の歴史的・文

化的景観による風致を維持するために指定

された総面積 177.7ha の風致地区です。 

0.0 7 
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表 4-1-43(2) 調査区域及びその周囲の景観資源 

地

点

番

号 

分類／ 

指定状況 
名称 概要 

対象道路事

業実施区域

からの距離

(km) 

出典 

資料 

8 

自然景観 

資源 

妙見山 

「第３回自然環境保全基礎調査 自然景観

資源調査報告書」（環境庁）で自然景観資源

に選定されています。標高は 660ｍです。 

23.3 1,4 

9 天王山 

「第３回自然環境保全基礎調査 自然景観

資源調査報告書」（環境庁）で自然景観資源

に選定されています。標高は 270ｍです。 

22.1 1,6 

10 ポンポン山 

「第３回自然環境保全基礎調査 自然景観

資源調査報告書」（環境庁）で自然景観資源

に選定されています。標高は 679ｍです。 

24.2 1,4 

11 明田尾山 

「第３回自然環境保全基礎調査 自然景観

資源調査報告書」（環境庁）で自然景観資源

に選定されています。標高は 620ｍです。 

20.0 1,4 

12 石堂ヶ丘 

「第３回自然環境保全基礎調査 自然景観

資源調査報告書」（環境庁）で自然景観資源

に選定されています。標高は 681ｍです。 

19.6 1,4 

13 五月山 

「第３回自然環境保全基礎調査 自然景観

資源調査報告書」（環境庁）で自然景観資源

に選定されています。標高は 315ｍです。 

14.6 1,4 

14 竜王山 

「第３回自然環境保全基礎調査 自然景観

資源調査報告書」（環境庁）で自然景観資源

に選定されています。標高は 510ｍです。 

20.8 1,4 

15 交野山 

「第３回自然環境保全基礎調査 自然景観

資源調査報告書」（環境庁）で自然景観資源

に選定されています。標高は 341ｍです。 

13.8 1,4 

16 飯盛山 

「第３回自然環境保全基礎調査 自然景観

資源調査報告書」（環境庁）で自然景観資源

に選定されています。標高は 314ｍです。 

5.2 1,4 

17 生駒山 

「第３回自然環境保全基礎調査 自然景観

資源調査報告書」（環境庁）で自然景観資源

に選定されています。標高は 642ｍです。 

9.2 1,4 

18 高安山 

「第３回自然環境保全基礎調査 自然景観

資源調査報告書」（環境庁）で自然景観資源

に選定されています。標高は 487ｍです。 

12.5 1,4 

19 甲山 

「第３回自然環境保全基礎調査 自然景観

資源調査報告書」（環境庁）で自然景観資源

に選定されています。標高は 309ｍです。 

16.3 1,4 

備考）出典資料 

1,第3回自然環境保全基礎調査 自然景観資源調査報告書 

2,環境省ホームページ 

3,国土交通省ホームページ 

4,大阪府ホームページ 

5,兵庫県ホームページ 

6,京都府ホームページ 

7,大阪市ホームページ 

 

 



4-1-93 

 

2） 人と自然との触れ合いの活動の状況 

調査区域の人と自然との触れ合いの活動の場の状況は、表 4-1-44(1)～(4)及び図 4-1-22 に

示すとおりです。 

対象道路事業実施区域及びその周囲には淀川河川公園、花博記念公園鶴見緑地、歴史の散歩

道（大阪市史跡連絡遊歩道）など 39 箇所の人と自然との触れ合いの活動の場があります。 

 

表 4-1-44(1) 人と自然との触れ合いの活動の場 

地点 

番号 
名称 活動の内容 概要 

出典 

資料 

1 花博記念公園鶴見緑地 

バードウォッチング 

散策 

等 

大阪市と守口市にまたがる、大阪を代

表する公園です。広大な敷地内では、

花と緑がおりなす豊かな自然を満喫で

きます。また、気軽にスポーツ・レクリ

エーションを楽しむことができます。 

1,2, 

3,4, 

5,6 

2 大阪城公園 

散策 

ウメ、サクラ等の

観賞 

大阪の中央に位置する、総面積 105.6ha

の広大な公園です。緑あふれる市民の

森、西の丸庭園や梅林が四季の装いを

見せ、太陽の広場などではスポーツや

レクリエーションを楽しむことができ

ます。 

1,2, 

3,5, 

6 

3 
毛馬桜之宮公園と造幣

局の通り抜け 

散策 

サクラの観賞 

毛馬桜之宮公園は、大川の毛馬洗堰か

ら下流の天満橋まで、延長4.2kmのリバ

ーサイドパークです。桜の開花時には、

造幣局構内旧淀川沿いの全長 560m の通

路を開放しています。 

1,2, 

5,6 

4 中之島公園 
散策 

バラの観賞 

堂島川と土佐掘川にはさまれた延長約

1.5km、面積10.6haの緑あふれる都心の

オアシスです。淀屋橋から肥後橋まで

延長 400m の中之島緑道は、ケヤキ、ツ

バキ、ツツジなどの緑とともに、彫刻が

設置され、心やすらぐ遊歩道となって

います。 

1,2, 

3,5,6 

5 

淀川河川公園 

①海老江地区･大淀野

草地区,②西中島地区･

十三野草地区,③長柄

地区･長柄河畔地区,④

毛馬地区,⑤赤川地区, 

⑥豊里地区,⑦太子橋

地区,⑧守口地区,⑨外

島地区 

散策 

サイクリング 

等 

自然観察や アウトドア活動など、多様

なレクリエーションに利用されている

国営公園です。淀川河川公園周遊コー

スが存在し、ウォーキングに利用され

ています。 
1,2, 

5,11 

6 靱公園 
散策 

バラの観賞 

総面積約 9.7ha、東西約 800m、南北約

150m の細長い形をしています。バラの

観賞やケヤキ並木があり、ビジネス街

の憩いの場、スポーツの場として幅広

く利用されています｡ 

1,2, 

5 
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図4-1-21 景観資源等位置図  

名　　称記　号

特別緑地保全地区

凡　　　　　例

1

自然景観資源

2,3

4,5

6

8～19

風致地区

都道府県立自然公園

国立公園

国定公園

7

備考）出典資料
1,第3回自然環境保全基礎調査　自然景観資源調査報告書
2,環境省ホームページ　／　3,国土交通省ホームページ
4,大阪府ホームページ　／　5,兵庫県ホームページ
6,京都府ホームページ　／　7,大阪市ホームページ18

17

16

15

6

19

1

8
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2
13

11
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表 4-1-44(2) 人と自然との触れ合いの活動の場 

地点 

番号 
名称 活動の内容 概要 

出典 

資料 

7 城北公園の菖蒲園 
散策 

菖蒲の観賞 

旧淀川の河川敷を利用して造られた、大

きな池と花菖蒲園のある約 9.5ha の公園

です。大池をめぐる桜並木の散策路や花

菖蒲をイメージした噴水、芝生の広場や

遊具の丘などが設けられています。 

1,2, 

4,5, 

6 

8 神崎川公園 キャンプ場 
庄内温水プールや芝生広場、キャンプサイ

トがあります。 
8 

9 深北緑地 
散策 

サクラの観賞 

公園内には桜の園や芝生広場があり、レク

リエーションやスポーツが楽しめる緑地

公園です。 

2,5, 

12,13, 

14 

10 弁天池公園 
自然観察 

森林浴 

門真市の東部に位置し、芝生広場・森林浴

の森・弁天池等が存在します。 
15,16 

11 
グリーンスポーツセン

ター 
キャンプ場 

神崎川沿いに位置するこのスポーツセン

ターは、芝生広場、キャンプサイトなどの

アウトドア施設も充実しています。 

8 

12 桃町緑道 散策 

守口市の中心部を貫くこの緑道は桜のト

ンネルとして多くの市民に親しまれ、貴重

な緑空間を形成しています。 

6 

13 

歴史の散歩道-大阪史

跡連絡散歩道- 

淀川・江口コース 

散策 

淀川と深いかかわりをもった歴史を秘め

る地域を廻るコースです。淀川堤防からの

眺望、また緑あふれる大野川歩行者自転車

専用道路を散策することが可能です。 

7 

14 

歴史の散歩道-大阪史

跡連絡散歩道- 

上町台地北コース 

散策 

市の中央を南北に背骨のようにつき出た

上町台地の北部を中心に、そこから東西に

ひろがる地域を廻るコースです。多くの

寺々が、歴史を秘めて、木々の緑にかこま

れた憩いの場となっています。 

7 

15 

歴史の散歩道-大阪史

跡連絡散歩道- 

中之島・鶴見コース 

散策 

中之島を核に港方面から鶴見緑地、そして

大阪駅以北淀川までの広い範囲を廻るコ

ースです。中之島では川沿いに遊歩道と公

園がひらけています。 

7 

16 

とよなか百景ウォッチ

ングコース「ルート 7 

庄内駅から旧猪名川方

面コース」 

散策 

庄内駅から庄内中央緑道を通り、庄内神社

や椋橋総社を廻るコースです。 
8 

17 
ぶらっと吹田「水辺ス

ーパーロングコース」 
散策 

水鳥舞う水辺から高川・神崎川・安威川・

正雀川、そして糸田川を廻るコースです。 
9 
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表 4-1-44(3) 人と自然との触れ合いの活動の場 

地点 

番号 
名称 活動の内容 概要 

出典 

資料 

18 

史跡散策モデルコース

「守口市役所周辺の史

跡散策コース」 

散策 

守口市駅から盛泉寺・難宗寺、そして西

三荘駅を廻るコースです。 10,11 

19 

史跡散策モデルコース

「西三荘ゆとり道・寺

方周辺の史跡散策コー

ス」 

散策 

西三荘駅から遊び心と花・緑、自然いっ

ぱいの遊歩道の西三荘ゆとり道、そして

鶴見緑地から鶴見緑地駅を散策するコ

ースです。 

10,11 

20 

史跡散策モデルコース

「八雲周辺の史跡散策

コース」 

散策 

大日駅から八雲神社・下島公園「花図か

ん」、そして守口駅を廻るコースです。 10,11 

21 

史跡散策モデルコース

「土居･高瀬･大枝･橋

波周辺コース」 

散策 

西三荘駅から尼乃神社、唯称寺、式内高

瀬神社、常称寺、そして土居駅を廻るコ

ースです。 

10,11 

22 
文化と歴史のみち 

「大楠コース」 
散策 

八坂神社の大クスの森、神田天満宮の

千年クス、萱島神社の大クスなど、巨

樹との感動的な出合いが味わえるコー

スです。 

12 

23 
文化と歴史のみち 

「讃良川コース」 
散策 

東寝屋川駅から讃良川に沿って、遺跡

・古墳・南寝屋川公園を散策するコー

スです。 

12 

24 
歴史散歩歩道大東 

「歴史散歩コース 2」 
散策 

鴻池新田駅から諸福天満宮・大神社、

そして住道駅を廻るコースです。 
14 

25 
歴史散歩歩道大東 

「歴史散歩コース 5」 
散策 

住道駅から菅原神社・本妙寺を廻るコ

ースです。 
14 

26 
歴史散歩歩道大東 

「歴史散歩コース 7」 
散策 

住道駅から北野神社・本妙寺を廻るコ

ースです。 
14 

27 
歴史散策マップ 

C 地区：荒本～吉田 
散策 

荒本駅から六郷神社・観賞緑地公園を

廻るコースです。 
17 

28 
鴻池四季彩々とおり 

（遊歩道） 
散策 

鴻池水路のうち、八尾枚方線から中央

環状線東までの約 3km の遊歩道です。 
18 

29 

史跡散策モデルコース

「大塩平八郎の史跡を

訪ねるコース」 

散策 

松下幸之助歴史館から門真市立歴史資

料館までの約 2.5km のコースです。 
16 
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表 4-1-44(4) 人と自然との触れ合いの活動の場 

地点 

番号 
名称 活動の内容 概要 

出典 

資料 

30 

史跡散策モデルコース

「災害の記憶を訪ねる

コース」 

散策 

大和田駅から門真市立歴史資料館まで

の約 3.5km のコースです。 16 

31 

史跡散策モデルコース

「弊原邸跡･薫蓋クス

を訪ねるコース」 

散策 

古川橋駅から薫蓋クス、幣原兄弟顕彰

碑、そして門真市立歴史資料館までの約

6.0km のコースです。 
16 

備考）出典資料 

1,全国観るなび（日本観光振興協会 HP） 7,大阪市ホームページ 13,寝屋川市観光パンフレット 

2,OSAKA-INFO（大阪観光局 HP） 8,豊中市ホームページ 14,大東市ホームページ 

3,大阪観光ガイドブック 9,吹田市ホームページ 15,門真市ホームページ 

4,大阪観光地図（大阪市内全域） 10,守口市ホームページ 16,門真市観光パンフレット 

5,みどりの大阪推進計画 11,守口市観光パンフレット 17,東大阪市ホームページ 

6,大阪府ホームページ 12,寝屋川市ホームページ 18,東大阪市観光パンフレット 
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備考）出典資料
1,全国観るなび（日本観光振興協会HP）
2,OSAKA-INFO（大阪観光局HP）
3,大阪観光ガイドブック
4,大阪観光地図（大阪市内全域）
5,みどりの大阪推進計画
6,大阪府ホームページ
7～9,10,12,14,15,17各市ホームページ
11,13,16,18各市観光パンフレット

図4-1-22　人と自然との触れ合いの
活動の場

記　号 名　　称

凡　　　　　　　例

記　号 名　　称

公園

歴史の散歩道-大阪市史跡連絡
遊歩道-上町台地北コース
歴史の散歩道-大阪市史跡連絡
遊歩道-中之島・鶴見コース

グリーンスポーツセンター
(キャンプ場)

とよなか百景ウォッチングコース
（ルート７）
ぶらっと吹田
「水辺スーパーロングコース」

史跡散策モデルコース「西三荘
ゆとり道･寺方周辺の史跡散策コース」

史跡散策モデルコース
「守口市役所周辺の史跡散策コース」

史跡散策モデルコース
「八雲周辺の史跡散策コース」
史跡散策モデルコース
「土居･高瀬･大枝･橋波周辺コース」

文化と歴史のみち「大楠コース」

文化と歴史のみち「讃良川コース」

歴史散歩歩道大東「歴史散歩コース5」

歴史散歩歩道大東「歴史散歩コース7」

歴史散歩歩道大東「歴史散歩コース2」

歴史散策マップC地区：荒本～吉田

鴻池四季彩々とおり（遊歩道）

13

14

15

12

16

歴史の散歩道-大阪市史跡連絡
遊歩道-淀川・江口コース

26

25

23

22

21

20

19

18

17

24

11

1～10

27

記　号 名　　称

史跡散策モデルコース
「大塩平八郎の史跡を訪ねるコース」
史跡散策モデルコース
「災害の記憶を訪ねるコース」
史跡散策モデルコース「弊原邸跡・
薫蓋クスを訪ねるコース」31

30

29

28

桃町緑道
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1.7  一般環境中の放射性物質の状況 

調査区域における一般環境中の放射性物質の状況は表 4-1-45 に示すとおりです。 

 

表 4-1-45 放射性物質の状況（平成 24 年度年間平均値） 

調査地点 

項目 
大阪市東成区 大阪市中央区 守口市 

大気浮遊じん中 
Sr-90 検出されず － － 

Cs-137 検出されず － － 

雨水・ちり中 Sr-90 0.044 MBq/km2･月 － － 

土壌（0～5cm）中 
Sr-90 － 0.27 Bq/kg － 

Cs-137 － 1.3  Bq/kg － 

土壌（5～20cm）中 
Sr-90 － 0.52 Bq/kg － 

Cs-137 － 3.0  Bq/kg － 

水道水など Sr-90 1.3 mBq/L － 1.4 mBq/L 

注）Sr-90：ｽﾄﾛﾝﾁｳﾑ-90、Cs-137：ｾｼｳﾑ-137を示します。 

出典：日本の環境放射能と放射線（公益財団法人日本分析センターHP） 

 

 

 

 

 

 




